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     ◎開会の宣告                      （午前１０時００分） 

○議長（大塚純一郎君） おはようございます。 

  定足数に達しましたので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎一般質問 

○議長（大塚純一郎君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問は、一問一答方式により行います。 

  議員各位並びに当局は、簡潔な質問・答弁に留意され、実質的な審議を尽くされますよう

お願いをいたします。 

  質問項目が複数ある場合には最初に一括して質問し、２回目から項目ごとに質問するか、

または一括して質問するかは、質問者の裁量で質問していただくことにします。 

  なお、質問時間は答弁を含めて６０分以内といたします。 

  質問は一般質問者席についてから開始し、終了時間は議長がお知らせをいたします。 

よろしくお願いいたします。 

それでは、順番に発言を許可いたします。 

  ２番、酒井正吉郎君の一般質問を許可します。 

  ２番、酒井正吉郎君。 

          〔２番 酒井正吉郎君 登壇〕 

○２番（酒井正吉郎君） それでは、通告に基づき一般質問をいたします。 

  質問事項は、未来に託せる持続的なまちづくりについてです。 

  質問の要旨。令和４年の広報ただみ１月号で、町長から全町民に向けて公約された事項に

ついて質問します。 

１、ＪＲ只見線の全線再開通に合わせた只見駅前賑わい創出事業について、町長は今年秋

に迫ったＪＲ只見線の再開通に向けて、町内外のお客様のおもてなしに対応するため、この

事業を３から５年間実施し、その後、只見駅の複合化に結びつけたいと言われています。現

時点でこの事業はどこまで進展しているのかを問います。 

２、季の郷湯ら里の施設等リニューアル準備について、議会に対しては令和３年３月に株
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式会社ＪＴＢアセットマネジメントが作られた、只見町交流促進センター整備基本計画の概

略版が配付されてから、その後一度も審議されていません。今後のスケジュールと方向性に

ついて、町長の考えを問います。 

３、薪ボイラー導入事業について、地域にある山林資源を活用し、地域内経済の循環に寄

与するシステムづくりをしたいとのことですが、現時点での検討結果を問います。 

以上です。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） おはようございます。 

それでは、２番、酒井正吉郎議員のご質問にお答えいたします。 

  未来に託せる持続的なまちづくりについてのお質しでありますが、項目ごとにお答えいた

します。 

  まず、ＪＲ只見線の全線再開通に合わせた只見駅前賑わい創出事業の進展であります。 

  酒井議員はじめ議員各位のご理解をいただき、今年秋の只見線全線運転再開に向け、鋭意

準備を進めているところでありますが、ハード事業につきましては、ユニットハウスを設置

する第１エリアは、施設の規模が確定したことから３月中に外構測量設計が完了する予定で

す。県道改良工事に合わせた給排水工事は、１２月中に県道から敷地内の引き込みを完了し

ました。駅前駐車場となる第２エリアは、消雪設備の撤去作業を３月に再開する予定であり、

公衆電話ボックスや電柱の移設については降雪のため作業が遅れておりますが、３月下旬の

移設完了を予定しております。駅前土地の購入については、鉄道敷内に国より移管されてい

ない法定外公共物が残っているため、その取扱いについてＪＲ東日本と協議を進めておりま

す。 

  また、施設運営第１エリアにおいて出店を希望される事業者の募集を行い、２者から申し

込みがありました。２月９日に運営事業者候補選考委員会を開催し、応募者からのヒアリン

グ・審査を行い、申し込みの２者を運営事業者として決定いたしました。決定した合同会社

ねっかにおいては、どぶろく、甘酒の製造販売を行う内容で、ここでしか買うことのできな

い商品開発を計画されております。もう１者の有限会社セイワ電子においては、味付けマト

ンケバブ、田子倉ダムカレーなど只見のご当地グルメを中心に飲食サービスの提供を計画さ

れております。総合案内、飲食の提供、物販等を行う株式会社会津ただみ振興公社と連携し



- 37 - 

 

た取り組みにより、駅前の受入態勢を整えたいと考えております。 

  このように只見線全線運転再開前のオープンに向け、施設や外構等のハード整備と並行し

て運営事業者の開業準備を進めてまいります。 

  次に、季の郷湯ら里の施設等リニューアルについてのお質しでありますが、先般、湯ら里

の商品力の強化、運営効率アップのための施設改修と客室棟の増築を想定した只見町交流促

進センター整備基本計画をお示ししたところであります。しかしながら、施設の運営の根幹

である源泉の揚湯量減少が喫緊の課題でありますので、まずは源泉対策を講じてまいります。

現在、既存温泉の現況、深沢温泉の特性や課題を調査し、新たな源泉の掘削計画を立案する

ため、公益財団法人中央温泉研究所に委託し専門的な調査、解析を進めております。３月中

には調査結果の報告が出てくる予定ですので、その内容を踏まえ新たな源泉掘削の予算をお

願いしたいと考えております。 

  新たな源泉井戸の目処が立ったうえで、しかるべき時期に改めて同計画を議会の皆様にお

示しし、ご意見をいただきながら進めてまいりたいと考えておりますのでよろしくお願い申

し上げます。 

  ３点目の薪ボイラー導入事業についてであります。 

  まず背景から申し上げますが、只見ユネスコエコパークにも登録された町域の約９４パー

セントが山林等である只見町においては、地域内にある山林資源を活用し地域内経済の循環

に寄与するシステムづくりは以前からの課題でもありました。 

  これまで町は、木材活用の面で町産材利用に対する補助事業の創設、木質バイオマス事業

においては間伐材の活用による発電事業の検討など実施してまいりました。 

  しかしながら、木材価格の低迷と割高な生産コストや将来にわたる安定した間伐材の供給

など、只見ユネスコエコパークである当町において、持続的な地域資源の利活用を目指すに

は厳しい現状でありました。 

  また、杉などの人工林では伐期を迎えているものがあることや、ナラなどの薪炭林では未

利用が増えたことでナラ枯れ被害が拡大するなど、資源はあるのに有効に活用されない現状

もありました。 

  このような中、ブナセンター紙谷館長からのご提案があり、小規模の分散型熱利用の一つ

として薪ボイラーの導入事業の検討に至った次第であります。 

  担当部署につきましては、４月から新たな係等を設置したいと考えております。 



- 38 - 

 

  また、導入先については薪ボイラーが得意とされる熱利用が多い、むら湯や湯ら里を想定

しております。 

  現時点で検討されている導入後のメリットとしては、薪を燃料とした熱を利用し、価格高

騰が続いている灯油の消費量を抑えることで燃料費の削減につながることであります。また、

薪の供給で未利用となっている森林資源の有効活用により健全な森林育成に寄与することと、

薪の販売やボイラーの販売、メンテナンスなどの産業振興にも寄与するものと考えておりま

す。 

  一方、デメリットとしてはボイラー近くに薪のストック場所の確保が必要になることや山

林等からの薪の調達、加工・販売のほか、設置したボイラーの薪投入など、人的、組織的な

対応が必要であると認識しております。 

  このようなメリット・デメリット等を含めて導入に向けた検証や仕組みづくりを推進して

まいる所存でありますのでご理解のほどお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） １番について再質問いたします。 

  今、町長より、現時点での説明がありました。只見駅前賑わい創出事業に対する運営事業

者に２者から応募がありました。町の将来を占ううえで大切な事業であり、町も力を入れて

こられたので、多くの応募者を期待していましたが、予想外でした。初めての事業であり、

困難な面も想定されますが、勇気をもって手を挙げてもらいました。是非頑張ってもらいた

いと思います。この事業は、当初、前町政から検討されてきて、いよいよスタートするはず

だった道の駅建設構想が突然方向転換され、道の駅建設を先送りしての町長肝いりの事業に

なります。一般会計予算の中にこの事業の項目と金額が計上されました。その内訳は、１番

の駅前第２エリアの駐車場整備に対する１，９００万円から９番のインフォメーションセン

ターの運営委託料の２７８万円まで、９項目にわたり３から５年のこの仮設の事業にスター

ト時点で約１億５，０００万円かかる大事業になります。 

この事業は、町長が目指す数年後を見据えた只見駅の複合施設化に向けた橋渡しの事業で

あり、単なる賑わいづくりのイベントではなく、疲弊が進む只見地区の中心市街地活性化の

起爆剤になるべき大切な事業と位置付けられます。この事業は大きく三つに分かれますが、

一つ目の物産販売と、二つ目の飲食提供は民間の２者が請け負われますが、三つ目の総合案

内とインフォメーションセンター運営業務には長年にわたり町の顔、町の玄関口として歴代
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の関係者、スタッフが発展的に担ってこられた観光まちづくり協会の業務を只見町振興公社

が受け継がれることになります。 

この三つの業務では、町と運営事業者の間で大切な申し合わせがあります。１、原則とし

て通年営業。２、お客様のニーズに合わせた商品の開発・販売・ＰＲ。３、地元商店、地元

農家の生産加工した産品の使用と積極的な販売ＰＲ。４、生産者のこだわりが見える、わか

る取り組みなど、町からの注文の多い申し合わせになっていますが、単なる賑わいイベント

ではないため、運営事業者との打ち合わせ、協議は十分行われていると思いますが、伺いま

す。 

また、町内の各施設や関係団体、近隣の商店との連携は大事なことです。大丈夫ですか。

伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 健康商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 今ほどお質しをいただきました、駅前創出事業の出店者との

打ち合わせが密にできているかといったようなお質しでございます。２月９日、選考委員会

を開催をさせていただきまして、その後、各種報告等々をさせていただいたうえで２月２２

日に各事業者に向けて運営事業者の決定通知を出させていただきました。で、これをもって

決定といったような形になっております。まだ、現時点で申し込みの２者及び会津ただみ振

興公社との共同の打ち合わせはまだ実施をしておりませんけれども、早急に段取りをしまし

て、この３者、まずは３者での打ち合わせをさせていただく。そのうえで、それぞれの事業

者ごとに課題も含めて打ち合わせをさせていただきながら、受け入れ態勢の整備、こういっ

たところに尽力をしてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

  あと町内商店との連携ということも、もう１点、お質しがございました。勿論、町内商店

さんへの総合案内という形でのＰＲ、また誘導といったようなことは、この賑わいづくり事

業の大きな柱の一つでございますので、そういった部分であったり、また、その商品開発、

また、その運営についても、様々ご意見をいただきながら、その駅前の賑わいづくりだけで

なくて、地域全体の賑わいを確保していくといったようなところで事業者と打ち合わせをさ

せていただきたいというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） さらに大事なことですが、町長は３から５年、この事業を推進し、
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その後、只見駅の複合化に結び付けたいとのことですが、ＪＲ東日本は、昨年、一昨年と民

営化以来、２年連続の赤字決算の発表がありました。コロナ禍とはいえ、想定外とのことで

す。上下分離方式による今年秋からの再開通となりますが、ＪＲ東日本側との協議、打ち合

わせは大丈夫か心配です。平成２６年に町長が職員として担当され、町から商工会に委託さ

れた中心市街地活性化計画検討会議の中で、只見駅の複合化については３者の専門家を中心

に具体的に検討され、青写真まで示されました。この事業は限られた短期間の中でＪＲ東日

本、振興局はじめ、錚々たるメンバーが何度も足を運ばれ、その検討結果を町に答申されま

したが、残念にも実を結びませんでした。ＪＲ東日本との協議、契約がうまくいかないと理

想的な駅舎は期待できませんし、この賑わい創出事業は無駄になります。現時点でＪＲとの

協議はどこまで進展しているのか伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） それではお答えいたします。 

  現段階では、直接、ＪＲ東日本本社に出向きまして、常務理事にその旨の要望、話をして

おります。そして、その後、仙台に参りまして、同じく仙台支社長にも同様の要望、お願い

をしております。そういった中で現在、事務レベルに移りまして、事務レベルの打ち合わせ

を数回重ねるところまでまいりました。 

  あと中心市街地活性化事業との関係ですが、本当に酒井議員おっしゃるように、当時、関

係者の方々、商工会の方々、地域の方々、一生懸命、話し合いをもっていただいてまとめて

いただいたということで改めて感謝申し上げます。そういった意味からも、やっぱりそれを

できるだけ尊重していくという姿勢が大事だというふうに思っております。その計画の中で

も、一字一句ちょっと覚えてませんが、駅前にやはり、複合駅舎ということで、道の駅的な

複合駅舎という絵もあって、そういった計画書になっていたかと記憶していますので、やは

り基本的にはその方向を尊重してこれから取り組んでいきたいというふうに考えております。 

そういったことで、先ほどご質問いただいた賑わいの創出事業、ＪＲ只見線の全線再開通

の秋に間に合わせるという役割ひとつと、あとはもう一つ、おっしゃった数年後に、３から

５年後に、その駅舎の複合化ということのための橋渡しの役割もあるということ、まさにお

っしゃるとおりでございます。 

そして、土地の購入。そういったものについては引き続き、それは引き継がれるわけです

から、あとは建物につきましても、リースということで、そのお金を無駄に使ったというこ
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とのないような、その運営に努めて、議員おっしゃる方向に向かって努めてまいりたいとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） ＪＲ東日本は、町長もご存じのように、鉄道路線の運営のほか、多

様な関連事業を展開しており、海外事業も展開していて、予想人数掛ける距離で、世界最大、

運輸収入ではドイツ鉄道と肩を並べています。また、只見を応援するため、布沢地区にはＪ

Ｒ東日本労働組合の幹部経験者が５名も定住されております。只見線の復旧交渉では、最後

まで代行バスによる再開を主張し、利益第一主義を貫いている手ごわい大企業です。只見線

の鉄路による再開に最も貢献された内堀知事の後ろ盾の下、駅舎の複合施設化の交渉に全力

でぶつかってください。意気込みをお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） まさにあの、多くの方々のお力添えがあって、鉄道軌道法という、当

初、非常に困難だと思われた法律の改正までされて、このような運びになったことは本当に

内堀知事の御英断も大きいものと思いますし、また、多くの皆様の、町民の方々のみに留ま

らず、町内外、県内外、さらに言えば国内外、そういった方々のお力をいただいて、このよ

うなことになったというふうに承知しておりますので、本当の感謝の念に堪えません。そう

いったことをしっかりと改めて受け止めまして、先ほど議員おっしゃったこともまた受け止

めまして、非常に厳しい、ＪＲさんも経営厳しい経営環境であるということも承知しており

ますし、また、コロナ禍の中で様々な行動変容も起きているというふうに承知してますので、

そういったこともしっかりと受け止めながら、本来の目指す目的に向けてＪＲ只見線の存続

と活性化に向けて引き続き努力してまいる所存でありますので、ご理解をいただきたいと思

います。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） それでは、次に、２番について再質問します。 

  季の郷湯ら里の施設等のリニューアル準備についてです。令和４年度・令和５年度の第七

次只見町振興計画・只見町総合戦略の実施計画書の中で、令和４年度に交流促進センター季

の郷湯ら里の整備事業として、源泉井戸の掘削とリニューアルの基本実施設計に２億８，０

００万。令和５年度に施設リニューアル工事に１０億２，３６０万円計上とありますが、こ

の提案は性急すぎます。軽率と思います。新たな井戸の掘削には理解できますが、その他の
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予算については現時点において只見町交流促進センターの整備基本計画概略版が配付された

だけで、この資料はＪＴＢアセットマネジメントの発案で町民や議会の考えなどは反映され

ておりません。誰が、何を基に創り出した予算額か、根拠を伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） ただ今、季の郷湯ら里施設リニューアルに関しまして、基本

計画をお示しをさせていただきました。議員のおっしゃいますとおり、この基本計画につき

ましてはＪＴＢアセットマネジメントに委託をしまして、いわゆる、委託の中で基本計画と

いう形で、形を作ってきたところでございます。これをお示しをさせていただいて、これを

またブラッシュアップをしていくといったようなことではございましたけども、町長から答

弁のありましたとおり、施設の根幹である揚湯量が減少してきているといったような状況の

中で、まずは源泉対策が必要だといったような今状況になってきております。議会１１月会

議におきまして、この井戸の調査、そして、その改修計画につきましての設計の予算をいた

だきまして、そちらにつきましては３月中に調査報告が上がってくるといった状況でござい

ますので、この調査報告出しだいですね、源泉のほうの確保、ここを最優先に予算のほうを

お願いをしていく。ご説明をしながら予算のほうをお願いしていくといったところがまず最

初というところで現在は進めているところでございます。そのうえで、また答弁のとおりで

ございますけれども、しかるべき時期に、この計画、さらにブラッシュアップすべく、議会

の皆様にもお示しをし、ご意見をいただきながら、リニューアルにつきましては進めてまい

りたいというふうに考えておりますのでご理解をお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） 巷では、湯ら里の大規模な増改築案には慎重論が多いと思います。

今後考えられるハード事業として、只見駅舎、道の駅、役場庁舎などの建設。ソフト面では、

先日解散された観光まちづくり協会の行方、振興公社、只見特産、保養センターなど、第三

セクターや指定管理施設の再整備など、待ったなしの状況です。湯ら里は平成８年に、ガッ

トウルグアイラウンド絡みの交付金を最大限活用し、町の迎賓館として南会津西部で最高の

施設としてオープンし、２４年間経ちました。８年間ほどは広く注目され、それに伴い、実

績も挙げられてきましたが、現在は苦戦を強いられております。現時点で考えられる苦戦の

原因と、その対策について伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 
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○町長（渡部勇夫君） 今ほど酒井議員から、季の郷湯ら里の今後についてお話をいただきま

した。源泉の新たな確保につきましては、先ほど担当課長が申し上げたとおりでありますの

で、是非ご理解いただきたいと思います。 

  あとはあの、施設、また経営面につきましては、やはり多くの課題があるというふうに承

知しております。恥ずかしながら。施設のみではなくて、施設のみで言えば、例えばあの、

１０畳とか、１２畳の和室があっても、皆さん、ご存じのようにコロナ禍になって、お一人

しか泊められないということで、客室は満室になったけど、収容人員は満員にならないとい

う状況が続いてますので、やはりそれをツインとか、シングルとか、そういった部屋数を増

やすという改修は必要ではないかという話が出ておりますので、そういった方向性は一定の

ところはご理解いただけるのかなというふうに思っております。あと、お風呂につきまして

も、源泉の確保をしっかりしたうえで、大浴場のみでありますけど、やはり今の時代、コロ

ナということもあったり、様々な、体の御不自由な方とか、様々な社会的な環境から、やは

り家族風呂とか、ほかの人と一緒でなくて、そういったプライバシーを確保できる環境でお

風呂に入りたいというニーズもあるというふうに聞いてますので、そういったこと。あとは

その、お食事とか、そういったものを提供するときの、やはりお客様の動線と、社員、従業

員の動線が重なってしまうということなんで、その辺の動線の改善は必要ではないかという

ところは、いずれも考え方としてはご理解いただけるんではないかなというふうに思ってお

ります。 

  そういった中で金額が、計画なので先に出てしまいましたけど、やはりそれは、コロナが

このような状況になる前の時から計画に着手してますので、それはもう一度よく精査させて

いただいて、やはり町民の皆様、議員の皆様にご理解いただけるような季の郷湯ら里でなけ

ればいけないと思いますので、そういったことで考えていきたいと思います。 

  あとは、大変、私が言うのが、非常にあの、僭越ですけども、やはり社員教育という課題

が多くあるというふうに思っております。そういった中で町内で頑張っていらっしゃる旅館

業・民宿業の方々と湯ら里の客層が基本的にバッティングしないということがひとつ大事か

なというふうに思います。ので、いっとき、湯ら里が価格を下げた時ありますけども、やは

りそれは、下げないで、やはり一定の金額は湯ら里は保って、逆にその金額に相応しいサー

ビスを提供していくということを常々言っておりますので、そういったことをやはり守って

いくということ。そういったこともありますし、あとは今までキャンセル、お客様からのキ
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ャンセルの時の、専門用語でキャンセルポリシーって言ってましたが、やっぱりそのキャン

セルの時のちゃんとした決めが恥ずかしながらなかったものですから、そういったのをこの

ほど作りました。そういった様々ありますが、やはりあの、人的内部の社員教育の面と、や

はり施設の面あると思ってますので、そのすべてを施設改善がなされれば済むとは決して思

ってません。やはり人の確保、人材の確保、教育、そこが肝だと思っておりますので、そう

いったことを常務と常々話しておりますので、そういった中でまた支配人を通じて、みんな

で研鑽を重ねていくこと。それがとっても大事なことだというふうに認識しております。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） 湯ら里の経営実態がわからないため、資料請求をし、開業から令和

２年度までの状況を振り返ってみました。平成８年の開業から、婚礼受注の好調などもあり、

年商約３億円を計上していましたが、平成１６年度を境に売上げが大幅に転じ、減少し、赤

字に転じました。翌１７年度からは原油高で経費が急騰し、生活用品の高騰と併せ、節約、

利控えムードが旅行にも影響しました。平成１６年度から連続して欠損を計上し、平成２２

年度末、自己資産残マイナス１，６３８万円の深刻な状況を招きます。平成２３年発生の３・

１１東日本大震災、７・２９新潟福島大豪雨災害を境に、宿泊・宴会・飲食・入湯ほか、い

ろいろな科目で変化がみられるが、コロナ感染症の影響が出た令和２年度は多くの科目で大

幅な減少がみられます。 

そんな中で、平成２３年１２月１６日に報告された、季の郷湯ら里再生調査特別委員会審

査報告書の検証結果は次のようでありました。一つ目、９月議会の中間報告のとおり、季の

郷湯ら里の財務状況は極めて厳しい現状である。当委員会の結論は、町長の政治姿勢として

英断ある抜本的改革を打ち出さない限り、現状の再建は非常に厳しい状況である。まず、会

社の債務責任の方針を明らかに示さない中で一方的な公金の支出執行は赤字補填に連動する

疑いがあり慎重を期す必要があると。そして、二つ目、当委員会による現地調査で見つかっ

た２０項目にわたる不具合な改修箇所については、設置者である町当局において早急に改修

の実施計画を策定されることを強く要望するという調査結果がありました。この２点につい

て、町当局はその後、どのように対応されたのか。または抜本的対策はされていないのか伺

います。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 今ほどお質しがございました、議会からの特別委員会からの
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報告の中で、いわゆる公金の支出といったところについての適正化といったような部分と、

改修、施設の改修といったところでの適正な執行といったようなところがお示しをされてお

ります。こういった中で、赤字補填といったようなことのないようにといったようなことで、

指定管理料の積算については公の部分と、いわゆる利益の部分というようなことで、積算を

分けさせていただいたうえで指定管理料という形でのお支払いを継続をしているところでご

ざいます。 

また、改修につきましては、指定管理者とも協議をしながら、施設の不具合がある部分に

ついては積極的に町のほうでも、予算という部分がございますので、全ての要望にお応えで

きているという状況ではございませんが、緊急度をお互いに共有をさせていただきながら、

緊急性の高いところから修繕、改修といったようなところで取り組みをさせていただいてい

るところでございます。抜本的な改善といったようなところにつきましては、体制的なもの

も含めまして、改修は種々、実施をしてきているといったようなことでご理解をいただけれ

ばというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） 令和５年度の第七次只見町振興計画の実施計画書の中で、施設リニ

ューアル工事として、先ほども申し上げましたが、１０億２，３６０万円計上されることは、

地域事情や財政見通しを十分考慮していませんし、ＪＴＢアセットマネジメントの概略版の

１５ページにある表のケース②の丸呑み案としか思っておりません。このような莫大な投資

が想定される場合は、町民の声に耳を傾け、当局も、議会も、自分の財布から金を出す覚悟

で、特別委員会などで十分審議すべきと考えます。財源がどこからであれ、事業実施ありき

とも言えるこの予算を取消し、まず十分審議を尽くすことを望みますが、いかがですか。伺

います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） まったくそのとおりに考えております。というのは、今般、当時、湯

ら里の計画に既に、コロナ前から着手しておりまして、そういった、これほどのコロナの影

響が長引くというふうに思っていない中で着手して今に至ったと。ですから、その延長線上

でスタートしたということは正直ございます。そういった中で、その後の様々な状況を踏ま

えた時に、やはりそのままいってしまうことに対する町民の皆様、今、酒井議員からも大変、

不安の声を改めて聞かせていただいてますので、やはりそれは丁寧に、もう一度、基本的な
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考え方としてはいいけども、当然、大切なお金、予算が伴うものでございますので、皆さん

のご理解がないものをやるということはできませんし、やっぱそこはきちんと説明して、議

会のほうで様々な、特別委員会になるのか、それは議会の皆様でお決めになることですが、

そういった中で審議を尽くしていただいて、様々なご意見をいただいて、それを反映させて

いただけるものは反映させていただくと、そういった基本的な考え方の下に、温泉の源泉の

確保の次に、やはりその検討をさせていただきたいというふうに思いますので、繰り返しに

なりますが、そのような態度で取り組んでいきたいと思っておりますので、是非ともご理解

とお力添えを賜りたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） ありがとうございました。 

  コロナ感染症の猛威もあり、時代の流れから旅行者のニーズもどんどん様変わりし、湯ら

里のパブリックスペース等の利用率が大きく減少していると言われています。少し生意気な

ことを言いますが、誰が運営されても特効薬はすぐにはないと思います。まず、設立時のコ

ンセプトとウルグアイラウンドの趣旨を振り返り、原点回帰をすべきと考えます。 

今、この議場には創立当時、湯ら里の立ち上げから軌道に乗るまで尽力された先輩方もお

られます。経験者のご協力をお願いしたいものです。 

スタッフの研修やおもてなしの見直しを通してのスキルアップ、料理部門の研鑽と充実な

ど、ハード面より先にソフト面のレベルアップが重要です。ＪＴＢの利益第一主義の前に、

湯ら里の本来あるべき姿と今後の進むべき方向を総括し、再出発すべきと考えます。 

さらに、２０軒あまりに減少しても自力で頑張っておられる民宿・旅館業者への根強い支

援、平成２８年度に実施し、費用対効果の面からかなり有効だったといわれた、只見町宿泊・

飲食事業者持続化創業支援事業等の試みなど、町内の民間施設の掘り起こしにも努められ、

公共施設と民間施設がそれぞれ特徴を活かしながら、時代の流れの激しい中、旅行者のニー

ズに合った商品とサービスの提供に努めてもらいたい想いです。 

また、移住・定住・二地域居住・ワーケーション・農家民泊など、いろいろな活用のケー

スが見られます。今年はまちづくりのために、プロで優秀な３名の助っ人の方々を招聘され

ているわけですから、一緒に本腰を入れて頑張ってもらいましょう。いかがですか。伺いま

す。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 
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○町長（渡部勇夫君） 本当にあの、具体的なご提案をいただいてありがとうございます。 

  やはり、今まで一番欠けていたところかなというふうに思ってます。やはりあの、今、ま

だ具体的な検討は終わってませんけども、今、提案の中では、例えば全て湯ら里でなくて、

１泊は民宿に泊まっていただく。そして湯ら里に泊まっていただく。もし、３泊だったら、

例えば森林の分校ふざわとか、そういうことをちゃんと連携を図ったうえで、商品として提

供することが大事ではないかと。そして、お客様の選択の一つに加えてもらうということを

今までやってきてませんでしたので、やはりそれぞれに頑張っていらっしゃるということで

ありますので、今、議員おっしゃったことは大事な事柄だというふうに思っております。 

  あとは、ワーケーション。これほどいろんな情報通信が発達しているわけですから、まさ

にあの、遠隔地にある只見町のような地域こそ、そのメリットによくして、良い地域だなと

いうふうに思っておりますので、そういった整備を併せて、様々な提案をしていく。そして、

湯ら里の経営に今まで携わってこられた方々とか、皆さん、様々なご商売、事業をなさって

いますから、そういった方々のご意見をいただいたうえで、やはりみんなでつくっていくと

いうことになれば、今後、その後の進める時に、皆様のご理解とご協力も得られるわけです

から、やっぱりその辺のところを丁寧にやっていかないと、仮にできたとしても、やはりみ

んなの声に耳を十分傾けないままで進んでしまっては、その後のご理解・お力添えに非常に

心配が残りますので、やはりそういった態度でやっていくことが大事だと思っておりますの

で、大変貴重なご意見をいただきましてありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） 湯ら里のホームページを見てみますと、以前より見やすく更新され

ていました。お客様の声にもすぐ返信されています。口コミ欄には接客は笑顔で、朝・夕食

とも美味しく、郷土料理風に工夫もあり、餅のふるまいがユニークだった。お風呂はホテル

とむら湯の二つの温泉を楽しめ、館内は清潔で満足できたなど、良い感想の投稿が載ってい

ました。村岡氏の手腕が発揮されてきました。湯ら里のスタッフがプロ意識を高めながら頑

張れば、結果はついてくると思います。憩いのオアシスを忘れないで頑張ってください。 

  続きまして、３番について再質問いたします。 

  薪ボイラーの導入事業についてであります。町長は、薪ボイラーの導入に力を入れておら

れますが、最大の理由は何か伺います。そして、他町村の導入事例など視察、検証していま

すか。伺います。 
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○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 実はあの、一昨年、町長に就任させていただくと、早速、数者の木質

バイオマス発電ですか、そういった関係の事業に是非取り組まれませんか、ということで数

者からそういうお誘いが町にありました。そういった中でいろいろ、私なりにも勉強させて

いただきまして、またあの、ブナセンターの紙谷館長にもご相談したり、様々な方にご意見

をいただいたりしてきましたが、やはり只見町の、酒井議員、一番よくご存じの方なんで、

私ごときが言うようなあれではないんですが、非常にこの厳しい環境の中で、やはり木質バ

イオマス発電につきましては様々な課題が多いということで、町内の検討会を踏まえまして、

木質バイオマス発電には取り組まないという方向を出させていただきました。そして、その

結果については、お誘いあった事業者さんに文書をもって丁重に趣旨のご理解をいただきた

いということと、お断りの連絡をさせていただきました。 

そのうえで、何もしないということではなくて、改めて紙谷館長のご指導が一番大きいわ

けですが、やはり薪ボイラーに取り組んでいくということで、その方向性を見出したという

ことでございます。そうは言っても、それも議員、十分、ご存じのように簡単なことではな

いというふうに思っておりますので、特にあの、路網がない中で、冬期間、半年は雪の中で

すし、様々な、今、林業の機械ありますけど、そういった林業の機械が揃っているわけでも

ない。課題がいっぱいありますので、やはり、それはひとつ、役場の中に４月から、係にな

るか、室になるかわかりませんが、ちゃんとしたところを創って、やはり、専門の事業者さ

んのご意見をいただいたり、また先進地、実はお誘いいただいているのは、鮫川村の、実は

昨日も関根村長さんと電話でお話させていただく機会ありましたけども、そういったお誘い

もいただいております。是非、只見町の皆さんに鮫川村に来て、うちの施設も視てください

というありがたいお言葉もいただいてますし、あとは発電関係の市町村の協議会の会長をや

っていらっしゃる山梨県・早川町の辻町長さんのところでも取り組んでいらっしゃいます。

やはり、それ以外にもいっぱいあると思いますが、やはり、薪ボイラーといっても何種類か

あるようなんで、やはり効率的で只見町に相応しいものは何かということをやって進めてい

くということでありますし、あとは一番は、地域内の経済の循環があります。やはり、今ま

で、懸命に、我々の親世代、その上の世代の皆様が杉を植えておけば将来のために、孫・子

のために良いだろうということで懸命に頑張ってこられましたが、なかなか厳しい環境でご

ざいますので、聞くところによると、杉も大きくなりすぎて、もう伐期を過ぎているという
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ことも聞いてます。ので、基本は用材で使えることが一番ですが、それが適わない場合は次

の段階、どういうふうに利用していくかということで、特に酒井議員は一番、ご見識も深く、

様々、ご存じだと思いますので、そういったことでご意見を引き続き賜りながら、只見町に

相応しい山の利活用と地域内の経済の循環に寄与するような事業に取り組んでまいりたいと

思っております。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） 今、鮫川村の関根村長さんと昨日も電話のやりとりがあったとお伺

いいたしました。鮫川村のバイオマスヴィレッジ構想について、是非とも勉強していただき

たいと思います。薪ボイラーを導入した保養施設、さぎり壮は大変参考になります。必見で

す。鮫川村は人口規模は同じですが、街の隅々まで血液が行き渡っており、おもてなしいっ

ぱいの村です。是非、友好関係を持ちたい村です。 

木質バイオマスエネルギーの活用、薪ボイラーの導入は公共施設や農業施設など、幅広く

活用されますが、只見町の場合、まず保養センターが望ましいと私は考えます。先日、テレ

ビでやってましたが、青森県の大潟村で真冬にバナナの栽培をしていました。町内には冬を

通してビニールハウスで花の栽培をし、出荷されている店もあります。驚きです。普通、導

入前、化石燃料との優位性の比較をまず検討しますが、これからはＳＤＧｓとしてＣＯ²削減、

地産地消、ユネスコエコパークの町など、多面的に検証することが求められています。只見

町は全国に向けて自然首都・ユネスコエコパークの町を高らかに表明している割には、森林

資源の活用整備が進んでおりません。町独自の森林計画を絵に描いた餅ではなく、地域・人・

自然の共生の下、自然林と人工林、広葉樹と針葉樹のバランスの取れた只見に相応しい原風

景を作り上げるよう本気で取り組まなければ、山の荒廃は益々進み、里山整備は遅れ、鳥獣

との住み分けも永遠にできません。 

今回、渡部町長は、歴代、敬遠されてきた只見の森林の将来を見据えた政策に舵を切られ

ること、歓迎いたします。山に関する事業はアナログ産業ですが、老若男女、全てが関わら

れ、農業と共に永遠に不滅です。薪ストーブ・薪ボイラーから第一歩を踏み出し、自然資源

の町として胸を張りたいものです。薪ボイラー・薪ストーブの活用、普及の第一条件は薪の

生産、流通ですが、このことに関して町長の考えを一言お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今、ユネスコエコパークに登録になっていますけども、やはり、常々、
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やはり、様々な一般質問、議案審議の中で出てくるのは、やはり自然保護・保全は大事だと。

研究者や子供達の教育、研究も大事だと。だけども、やはり一番は３番目の移行地域。地域

の経済にどういうふうに、それがユネスコエコパークに登録になったことによって、どうい

うふうにそれが反映されるんだというところがありましたけど、やはりそれに対しての、な

かなか具体的な説明ができなかったというところがあるのかなというふうに、やはりそれは

率直に認めざるを得ません。そういった中で、それが山の活用だけで終わる話ではありませ

ん。勿論、農業とか、様々な、民族とかありますが、ただ、まずは、一番厳しいところでは

ありますが、ＳＤＧｓ、まさに今、小学生・中学生・高校生が時代の先端をいく、もう今は

それが普通だと言われてますけども、その考え方ない中での様々な事業はうまくいかないと

いうふうに言われているくらいですから、まさに議員おっしゃるとおりだというふうに思っ

ております。あとはあの、振興混合林とか、様々な、伐採の仕方も列状にやっていくとか、

いろんな安全対策も講じた技術も様々普及されておりますし、私、林業公社の今、幹事、県

の、させていただいております。そういった中でもいろいろお話伺う機会ありますので、町

内の事業者の皆様含め、やはり、そういった、今議員おっしゃった基本的な考え方の下に、

今後、神谷館長を町の指導的役割として、その立場にご就任いただいて、具体的に、今、様々

な、温室栽培の話もありましたが、その順序だてとか、どこまでやるか、いかほどやるかと

いうことは、そういった中でいろいろご意見をいただきながら方向付けをさせていただきた

いと思いますので、引き続きのお力添えをよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） 針葉樹は間伐・皆伐の後の再植林、広葉樹は伐採後の自然包含によ

り、何度でも再生でき、自然林への移行もできます。針葉樹・広葉樹、全ての薪は火力や燃

料時間の違いがあるにせよ、燃料になります。ポイントは乾燥状態です。南会津町で実施し

ている木の駅構想や薪ストーブ購入時に上限５０万円の補助供与は薪の普及に大きく貢献し

ております。神谷氏も本気です。どうか成果を上げてください。 

  最後に、町長のやる気度をもう一度伺います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） それでは、改めて覚悟のほどを問われましたので申し上げますが、私

はやはりその、今回の、薪ボイラーという一つの事業ですが、それは山の問題であったり、

それは地域の問題であったり、町の問題であったり、あとこれからのＳＤＧｓを踏まえた、
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先進地はいっぱいありますけど、やはりそれを只見町なりにやり遂げて、それが地域から外

へ向けての発信、そういったことになれば、ＳＤＧｓのことを深い理解の方いっぱいいらっ

しゃいますので、只見町が選んでいただける町、もしくは選びたいと思っている選択肢の中

の一つの町になるということの大切なきっかけになるんではないかなというふうに思ってお

りますので、一生懸命頑張りたいと思っておりますので、引き続き、ご指導よろしくお願い

申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ２番、酒井正吉郎君。 

○２番（酒井正吉郎君） 心強い宣言をいただきましてありがとうございました。 

  これで終わります。 

○議長（大塚純一郎君） これで、２番、酒井正吉郎君の一般質問は終了しました。 

  続いて、６番、矢沢明伸君の一般質問を許可いたします。 

  ６番、矢沢明伸君。 

          〔６番 矢沢明伸君 登壇〕 

○６番（矢沢明伸君） ６番、矢沢明伸です。 

  通告に基づきまして一般質問をさせていただきます。 

  私の質問事項は、雇用環境の充実と支援対策についてであります。 

  質問の要旨としまして、町は現在人口減少により、求人不足など深刻な状況であります。

さらに昨年は誘致企業の撤退などもあり、毎週のおしらせばんには多くの事業所からの求人

情報が掲載されておりますが、同じような求人情報が長期間掲載され、各事業所等でも人材

確保に進んでない、苦慮されており、思うように求人が進んでいない状況であります。 

町では、誘致企業の撤退やコロナ禍における人材確保対策が急務だとして、只見町雇用促

進条例を定めてきておりますが、現在、具体的にどのような支援策を講じているのか、また

実績、効果はどのようになっているかをお伺いします。 

また、人口減少対策として只見町総合戦略の重点施策の中でも、魅力的で安定した仕事を

つくるとして基本目標を定めております。只見町Ｕ・Ｉターン支援情報の中の支援制度はほ

とんど町内事業所等に就業することを要件としております。移住・定住のためにも生活基盤

となる就労、雇用対策が一番必要な対策と考えております。 

このような現状を含め、今後どのような対策に取り組まれるのか、町長の考えをお伺いし

ます。 
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以上です。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ６番、矢沢明伸議員のご質問にお答えいたします。 

  雇用環境の充実と支援対策についてのご質問であります。 

  まず、町の雇用環境についてでありますが、多くの事業所が人材確保に苦慮されている状

況であることは矢沢議員と同じ認識であります。 

  矢沢議員お質しのとおり、昨年６月に只見町雇用促進条例を制定いたしました。この中で

は奨励措置として、雇用促進奨励助成金の交付、雇用者の確保協力、その他町長が必要と認

める事項を講じることができるとしております。今般、雇用促進奨励助成金の交付として、

令和３年４月１日以降に新たに正規雇用従業員を採用した対事業所に対し、その社会保険料

事業主負担相当額の２分の１を補助する制度を立ち上げ、申請受付を開始いたしました。ま

だ実績を評価する段階ではありませんが、本制度を活用して正規雇用従業員の確保を後押し

し、雇用の安定化を図ってまいりたいと考えております。また、雇用者の確保協力として、

無料職業紹介所を開設しており、おしらせばんによる求人情報の紹介や求職者の相談支援、

求人に対する求職者の斡旋等を行っております。 

  その他、雇用機会の増大と産業の振興を図るため、只見町企業誘致及び立地促進条例に基

づく奨励措置を講じております。現在は雪対策奨励金として工場敷地内の除雪対策に係る経

緯の一部を交付する事業を実施しており、安定的な雇用確保の一助になるよう努めていると

ころであります。 

  また、矢沢議員お質しのとおり、移住、定住のためにも生活基盤となる就労、雇用対策が

必要と考えており、現状の対策としましては、町内での就労・雇用を促進するための制度と

してＵ・Ｉターン等促進助成金や只見町若者定住支援事業補助金がございます。併せまして、

生活をする場の提供に関する制度としては、住宅取得支援事業補助金や公営住宅、空き家バ

ンクなどの各種制度があり、様々なニーズに応じて、移住コーディネーターなどを介して相

談を受けているところであります。 

  今後につきましても、必要に応じた制度の見直しを行うなど、きめ細かく対応してまいり

たいと考えております。 

  また、求人が思うように進んでいない現状を見据え、人材を外部に求めることも重要であ
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ることから、雪国での生活に対応した単身向けの住宅整備の検討を引き続き進めてまいりま

す。 

  さらには、町の魅力をＰＲしていくことも移住者等を増やすきっかけとなり、就労・雇用

対策に繋がるものと考えております。まさに、今回の只見高校の甲子園初出場は多くの方々

に只見町をより知っていただく良い機会となりました。 

  このほかにも越後三山只見国定公園の拡張登録をはじめ、ＪＲ只見線の全線運転再開や国

道２８９号八十里越の全線開通など、今後も明るい話題が多くございますので、自然首都・

只見、ユネスコエコパークに登録されている当町の魅力をＰＲしてまいりたいと考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） それでは、再質問させていただきます。 

  今、町長の答弁で同じ認識でありますということで、本当に今、雇用環境厳しい状況にあ

ると感じております。 

  今回、何故このような質問をしたかといいますと、いわゆる町内というか、これからのま

ちづくりの一番根幹に関わることであるというふうに思っております。というのは、第一次

産業・第二次産業・第三次産業、それぞれ産業基盤がもうだいぶ変化しております。そうい

う中で、先ほど通告の中でも申し上げましたが、毎週のおしらせばんに両面刷りで２０社以

上の求人情報が出ております。これは昨年の誘致企業の撤退を機会に、各町内の企業の求人

情報載せるような形になったかと思うんですが、従来からこういう形があったと思うんです。 

それで、いわゆる一次産業、農業も、だいぶ今、農業政策も変わりまして、以前は家族経

営の農業が、今、家族経営でできない、そういう状況もあります。それから二次産業も、い

ろんなやっぱり、購買の関係も変化しております。三次産業、いわゆるサービス産業も、こ

ちら求人情報に出てますが、福祉介護施設のほうの求人。やはりこれからの町の、いわゆる

生活基盤、いろいろな部分を担う、そういうところにやはり目を向けていかないと、本当に

これからのまちづくり、大変なことになるかなと思います。そういう意味で、今回、この質

問をしました。決して、事業所とか、工場関係の求人、雇用の環境を創ってくださいという

ことではないんです。町全体のことを考えて、やはり人材確保、それから併せて、それに関

わる雇用の環境、そういうものを、町としてこれからどうやっていくんだ。そこら辺をやは
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り再認識していく時期ではないかと思います。それも含めて、町長に改めてお伺いをお願い

します。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほど、矢沢議員から、まちづくりの根幹だということで、人材の確

保のこと含めまして、やはり一つの会社、事業所、工場。それは大事なんだけど、それのみ

のことを言ってるわけではないということで、改めて再質問をいただきました。本当に、大

事な今、過疎地域といいますか、只見町のような地域は本当に大きな曲がり角にきているな

というふうに感じております。 

  一つの例を申し上げますと、実は今度、３月の１５日だったと思いますが、特定事業組合

がおかげさまをもちまして、ようやく設立総会するという、を開催するということで、私の

ところにも案内が届いております。スタートは４者だったと思いますけど、４者からスター

トして、今後、その展開を増やしていきたいというお話でしたが、やはりあの、人材不足の

中で人材欲しいんだと。ただ、自分の家で一人分の仕事を常時、お願いするほどの量でもな

い。０．７とか、０．５とか、半分とか、そのくらいなんだと。一年中でもないんだと、い

うことになるんで、やはりそれを、どういうふうにして組み合わせしていって、働くところ

をＡ社だったら、次Ｂ社、Ｃ社ということで、年間通じて安定した収入に繋がるようにやっ

ていくんだということの組合がスタートします。 

やはり、一番全国的にも有名なのが、やはり、海士町でございます。学校教育、教育でも

有名なところですが、やはりあの、海のサムライ、海士と書いて、かいしちょうと書いて、

あまちょう、ということですが、やはり海士町が教育の面もそうですが、やはりこういった

関係も、あそこは漁業と、海の近くですから、漁業をやりながらほかの仕事もしていく。レ

ストランにもいくとか、そういったことで年間通じた仕事づくりをしていくということであ

りますから、まだまだ只見町にとってはこれからの分野ですので、そういったところの、近

くでは金山町さん、そういうところでも始められましたけど、近くにもありますが、やはり

軌道に乗るまでは、様々、大変なことがあると思いますが、やはり方向性としては、そうい

ったこと含めた特定事業組合をひとつのきっかけとしまして、そういった働き方もやはり、

議会の皆様とともに町も下支えして、やはりできるような環境をつくっていくということで

あれば、除雪のオペレーターの不足の問題であるとか、特にあの、甚だ僭越ですが、湯ら里

のほう、毎回毎回、無料職業で、湯ら里のほうもいろいろ募集しておりますが、そういった
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方の人材確保であるとか、パートさんとか、いろんな選択肢が広がってくると思うんで、そ

ういった中で考えていくことが、事業組合がひとつ大きなきっかけになれればいいなという

ふうに思っておりますし、議員おっしゃる、まちづくりの根幹だということは私もそのよう

に受け止めております。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 町長、今、そういう認識、いただきましてありがとうございます。 

  今、特定地域づくり協同組合の話が出ました。特に只見町については、農業分野が冬期間、

いわゆる生産できないということで、そういう部分で一番こう、効果っていうか、そういう

形が一番マッチングするのかなと思います。そして、まだこの事業は昨年から始まったばか

りです。で、まだやられている、金山が一番、全国で初めて、それからやはり、いろんな課

題があるようです。ですが、それはやはり、克服しながら年間の雇用をちゃんとつくってい

く。やっぱそういう取り組みというのが一番必要かなと思います。 

  それで、特定地域づくり協同組合は、昨年設立予定が若干、先延びになりまして、今年に

はもう設立になるということで、是非、国からの助成もありますので、効果的になるように、

是非、行政のほうでも支援をお願いしたいと思います。 

  それであの、もう一つなんですが、町の振興計画の中にも、働きがいのあるまちづくり。

それから総合戦略のほうでも、令和２年ですか、改定になりましたが、魅力的で安定した仕

事を創る。その前は安定した雇用を創出する。同じような文言なんですが、やはり雇用、仕

事を創るということを行政の一つの目標としております。 

あとは、昨年改定になりました、過疎地域持続的発展計画、過疎計画ですが、そっちのほ

うにも既存企業の育成支援ということでいくつかの項目があります。やはり、行政の主要施

策の中で雇用の創出、産業基盤の育成というものをメイン施策として考えているわけですの

で、その辺でやはり、特に総合戦略は、振興計画に基づいては実施計画というふうに位置づ

けされております。それから、そういう中に項目を掲げてあるものは、もう具体的に取り組

んでいかなければならないという位置づけだと思いますので、その辺の認識を町長のほうか

らお伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） やはりあの、総合戦略であったり、実施計画であったりということで

すが、やはりこれを具体的に検討していくところが今、恥ずかしながら町役場弱いなという
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ふうに思ってます。といいますのは、やはり、今まであの、大きな、国同士の貿易とか、そ

ういた中で大きくサプライチェーンて言われますが、そういった中でそれぞれの部品とか物

を組み立てて一つの製品にしていくという大きな国際的なサプライチェーンのあり方が今非

常に問われていて、なるべく国内で、国内サプライチェーンに切り替えていこうというよう

な企業の経営者の方々、あらゆる商品づくりについても、その割合を高めようということが

ありますので、たぶん、町内でやっていらっしゃる工場の皆様も、やはり、そういった流れ

になってくるのかなというのはまあ、想像はしております。 

それと併せまして、やはり、今回、新年交換会の中で会津工場の社長さんに、その新年交

換の中ではありましたが、３０分ほど、御講演をいただきました。改めて、その町内にある

経営者の方の意見を、町内に住んでいらっしゃる方々が聴く機会というのは今までありませ

んでした。そういった中で様々な気づきや導きをいただいたなというふうに思っております

ので、そういったものをやはり、もう一段上げて、経営者の方々で集まって話し合い、町内

の話し合いしていただくとか、やはりそういったことも含めていろいろ考えていかないと、

町役場の職員だけでやるのは到底、専門性もありませんので、計画は、大きな計画は方向性

は書けるかもしれませんが、たぶん、議員がおっしゃっておられるであろう具体的な、そこ

のところにはなかなか届かないかなというふうに、本当に申し訳ないんですが、率直に思っ

てます。ので、そういったあり方をどういうふうにしていくかということは、地元の優良な

企業で意欲的な経営者多くおられるわけですから、そういった中での場づくりとか、そうい

ったことも担当課含めて検討していくことがこれから必要だなというふうに、一部、本当に、

我々の非力を率直に申し上げておりますが、そういったことをちゃんと認識したうえで取り

組みをしていく必要があるというふうに認識しております。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 具体的な行動というか、取り組みをどうするかということだと思いま

す。今、町長のほうから誘致企業のお話いただきましたが、企業、事業所ばかりじゃなくて、

先ほど言いましたが、いろんな産業、事業、それからサービス業。そこら辺の状況も本当に

厳しい状況があります。やはり、今、町長が言われました話し合いの場というんですか、状

況をまず把握していただく。そういうことが一番必要かなと思いますので、そういう場づく

りを是非進めていただければなと思います。それは、例えば、労働関係だと観光商工課とか、

そういうふうに限られたことじゃなくて、それぞれの分野あるわけですから、それぞれの分
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野で、そこら辺の関連の分野がどういうふうな形になっているのか。担い手の確保。先ほど

町長のほうからありましたけど、除雪オペレーターの関係もそうです。それから介護職の関

係もそうです。やはり、それぞれの分野で必要な人材確保を進めていかなきゃならないとい

う状況がありますので、やはり多角的な視点を持ちながら、全町一体となった形で、是非、

その辺のベクトルというんですか、共有しながら進めていっていただきたいと思います。 

  それから、ちょっと具体的な話に移りますが、雇用促進条例。昨年の６月に条例化になり

まして、それで今回、一般質問、これ、通告出すときだったんですが、まだ具体的なものが

見えてきておりませんでした。それで、ホームページのほうの例規集。それから、勿論、例

規集のほうも見たんですが、雇用促進条例は載っておりましたが、その規則が、具体的なも

のは規則で始めたい、やりたいということで６月に説明あったと思うんですが、その辺のと

ころ載っておりませんでした。それで、２月の１８ですか、１８に、雇用促進条例の施行規

則が、ホームページのインフォメーションのほうから出されておりまして、いろいろこう、

これから募集を始めますという形で周知されていたようなんですが、一般的にはインフォメ

ーションもあるんですが、規則のほうが、例規集、それからホームページのほうの例規集に

も載っておらないので、その辺はちょっと確認したいんですが、どのような状況なんですか。 

○議長（大塚純一郎君） 総務課長、増田栄助君。 

○総務課長（増田栄助君） 規則の制定につきまして、まだホームページ、あと例規集に載っ

ていないということでございます。大変申し訳ありません。規則の制定のほうが、２月にな

ったということで、具体的にまだその事務のほうが、例規集等への記載のほうができてなか

ったということになってございますのでご理解いただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 規則のほう、事務手続きの関係もあるかと思うんですが、インフォメ

ーションのほうで、もう助成しますよ。それの対象について申し込み、申請してくださいよ

と出てる。その中にも規則というのが出てました。ところが、一番根本の例規集、それに載

ってないと、やっぱりその辺のあれがないように、是非、手続きのほうを進めていただけれ

ばと思います。 

  今回、雇用促進条例、６月に制定いただきました。やはり、昨年の誘致企業の撤退。それ

から厳しい雇用環境である。それで各事業所とも本当に求人に苦慮されているという状況が

あって、この促進条例を進められたということなんですが、以前からある制度。いわゆる只
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見町企業誘致及び立地促進条例だとか、工場育成導入促進要綱。こちらのほうで、いわゆる

条例措置を行いながら、雇用の促進、雇用の確保、雇用の協力をするという文言あります。

そういう形で従来進めてきたんですが、やはり今回、雇用促進条例では、いわゆる一般事業

所、中小企業、商店も含めてという形だかと思うんですが、従来はどちらかというと、誘致

企業だとか、大きな工場だとか、そういうところの雇用の確保。それが主だったと思うんで

すが、今回、スタンスをちょっと変えられて、もっと幅広くされた。そこら辺にはひとつの

意図があって、そして条例化されたということは町の姿勢をはっきりさせるということも意

味合いとしてはあると思うんですが、その辺について町長から考えをお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 従来は、矢沢議員おっしゃるように、誘致企業、工場を中心として、

例えば５人以上とか、いくら以上という制限の中で支援をさせていただいておりました。た

だ、先ほどあの、まちづくりの根幹という話ありましたけども、やはり今、職業、どの仕事

にも関わらず、全て、お一人お一人が只見町を支えていただいている大切な人材、改めて申

し上げますが、大切な人材でございます。そして、どの業種、どのお仕事でも、なくなって

しまえば困る、地域を支えていただけなくなってしまうということでありますので、やはり、

例えが適切かどうかわかりませんが、従来、奨学資金であれば、医師はなかなかあれですが、

只見町からは難しかったんですが、看護師とか、保健師とか、そういった方々に対する奨学

金はありましたけど、今はそれを皆さんのご理解をいただいて、広く、どういった専門学校

でも、大学でも、どういった職業でもいいということで変わりました。それと同様といいま

すと、必ずしも同様かどうか、それはいろいろご意見分かれるかもしれませんが、やはり、

そこで選別するんではなくて、どのお仕事もやはり、只見町を支えていただくために大切な

仕事ですから、やはりそういったことに対して同様の支援をしていきたいという想いから、

また、ティーエヌアイ工業さんが残念ながら撤退された時に、いち早く、その商工会等を通

じまして、本当に、６０人ほどの求人が町内の事業所様のほうからあったということを知り

まして、やはり、本当に、特別な措置も何もないのに、やはり、その想い、ただただありが

たいという想いも強くありました。そういったこと様々ありまして、皆さんのご意見をいた

だいたうえで、このような条例の制定に至ったということを申し述べさせていただきます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 幅広く、支援策というか、拡充していただいたということは本当良か
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ったと思います。やはりあの、条例化するということは、町が本気になって、それに取り組

んでいく。それで、ただ、条例の中には奨励金ですか、そちらのほう、あとは雇用の確保と

いう、大きなの、二つくらいしか載ってないんですが、あと具体的なものはやはり町長が認

めた事業というんですか、そこら辺で、やはり具体的なものを、やはりまず見つけながら取

り組んでいく。先ほど答弁書の中にもありましたけども、そういう形でお願いしたいと思い

ます。 

  それであの、今、奨学金の話、町長のほうからありました。この奨学金制度。本当に昨年、

いろんな、前は保健師とか、看護師、そういうことで限られたんですが、もう幅広くさせて

いただいて、今度、返還の補助金まで、というか、あと特別交付税の措置もあるというふう

な話もありましたけども、そういう中で、やはり国のほうも、そこら辺のところ勘案するよ

うな流れになっている。それでやはり、奨学金制度がこれだけ充実する。で、地域学卒者の

定着を図るということもありますので、そういう部分ではやはり、奨学金の次の段階、雇用・

就労の部分での支援対策を、やはりマッチングさせるというか、うまく繋がるような形で是

非、施策を是非お願いしたいなと思います。 

  で、やはり、雇用・就労支援というのは一番大切なことです。昨日、経済委員会の終わり

の頃なんですが、委員長のほうから、只見高校のほうにも、町内に定住してください、就労

してくださいという話があっても、町内の企業、事業所からは何もあれもない。やはり、そ

ういう場を設けることが必要でないかという話がありました。やはり、高校のほう、確かに

あの、進学もあるかと思うんですが、町内の企業、事業所でも、人材を求めているんだとい

う、そういうふうなアプローチが、やはり必要かなと思いますので、その辺の町長の考えを

お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 本当にあの、恥ずかしながら、一つ、季の郷湯ら里について申し上げ

ますと、積極的なそういった勧誘は、過去、あまりまあ、まったくとは言いませんが、して

ませんでした。で、只見高校のほうに、常務支配人が、今年度は出向きまして、そういった

勧誘もしてまいりました。実績としては今年度、結びついておりませんが、やっぱりそうい

った姿勢は大事であります。過去にもなさっていて、私が承知してないだけのことかもしれ

ませんが、やはりそういった積極的な姿勢は大事だなというふうに思っております。 

  あと、この前、２月２８日に、山村教育留学生のうち８名が卒業、３月１日にされました。
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８名のうち５名が首都圏です。あと３名は県内ですが、だったと思いますが、その中で一人、

町内に就職していただける方があります。やはり、そういったことで、本当に山村教育留学

生の中から町の職員になってる人もいますけども、今度はまた町内の会社に就職していただ

ける方が出てきました。そういったことで、人数でこそ少ないんですが、そういった芽が出

てきているといいますか、そういった動きが生まれているということを申し上げさせていた

だきたいと思います。 

  やはりあの、積極的なそういった姿勢、就職、勧誘、リクルートっていいますか、そうい

ったことを今まで本当に至ってませんでしたので、やはりそこは意を尽くして、第三セクタ

ー振興公社の社長も隣におりますけども、やはり振興公社も勿論ですが、やはりそういった

議員おっしゃるような態度で、積極的な只見高校生の、只見町の定着を図っていただくよう

なお願い、併せてその条件面のこともいろいろ改善する面もあろうかと思いますので、含め

て今後検討させていただきたいなというふうに思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 先ほど奨学金の話、町長からありました。進学するうえでの奨学金。

そういうものを拡充され、あとはＵターンされる方の支援策。そういうもので、そのほかに、

やはり、就職という道を選択される生徒もおられるわけですから、町は全体を見て、両方に

積極的に、人材確保も含めて、進学する人は、社会に出ていろんな経験をして、また只見に

帰ってきて、地域を担ってくださいと、そういう想いからの制度だと思いますので、新卒、

学卒、新卒の方も同じような形でのやはり、町としての取り組みを、支援制度ばかりじゃな

くて、そういうひとつの行動としての形を是非つくっていただければと思います。 

先ほど誘致企業のほうの話し合いの場という話もありましたけど、やはり、現状の中で言

われたように、山村留学生の方が地元に、こちらに就職されるという話あるんですから、や

っぱりその辺も、やはり高校との、町のほうの、そういう部分の対応というんですか、是非、

情報交換をお願いできればなと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） やはりあの、思いますのは、やはり、役場の中で机を囲んで会議する

ことも大事ですし、県とか、国とかの情報を得るのも大事だと思いますが、やはり、現場に

行ったり、地域で活躍されている、先ほどあの、企業の方も話をさせていただきましたが、

そういった方々と、囲んでといいますか、そういった話を職員が積極的に聞いて、こういっ
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たことを創り上げていく。それをまた議会の委員会とか、本会議のほうに提案して意見をも

らうという態度をもっともっと身に着けていかなければいけないなというふうに思ってます。 

  そういった中であの、先ほどの企業関係もそうですし、奨学資金、生徒さん達もそうです

けど、時々、話聞くと、町長、結構、只見に帰ってきたいと思ってる人、いますよっていう

声をおっしゃる方は何人かいらっしゃいます。ですが、思ってるけど帰ってこられないとい

うところは、何がこう、躊躇させているのかなということをこう、探り当てるといいますか、

聞き取るといいますか、そこの、我々のそこの取り組みが一つ弱いのかなというふうに恥ず

かしながら思っておりますので、やはり、そういった態度をもって、これから積極的に町役

場の中だけではなくて、そういった方々と意見交換する話をさせていただくという態度をま

ず、我々職員が、私が先頭として身に着けていくということが、これから大事な姿勢だと思

ってますので、そういった、反省の弁も一部述べましたが、そういったことで今後取り組ん

でいきたいなというふうに思いますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  それであの、参考に、令和元年度に取られた町民アンケート。これ、振興計画の町民アン

ケート結果報告書あるんですが、そちらの中に、あなたは人口減少対策として今後重点的に

進める事業は何だと思いますかというふうな問いがありまして、一番回答が多かったのが、

８７１のうち１９８、２２．７パーセントの方が働く場所の充実というふうなことで答えら

れています。やはり、共通するのはここかなと思います。町民の方も働く場所の確保、それ

にはどういうふうな施策、取り組みをしていったらいいのかという部分は、それぞれの事業

者の経営者の方も考えておられると思うんですが、町もやはり一緒になって、そういう部分

を是非共有しながら取り組みを進めていくということが一番必要かなと思います。 

で、先ほどおしらせばんに、求人状況というか、いっぱい出ている話させていただきまし

たが、現状の求人状況から何が必要なのか。やっぱりそういうものを探っていく必要がある

んでないか。それで、その中で新たな、先ほどの雇用促進条例ではないんですが、その中の

施策に活かしていく。やはり、そういう取り組み、具体的な支援策。それをやはり今、喫緊

に本当に取り組まなければならない部分ではないかなと思いますが、その辺について町長の

考えを… 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 
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○町長（渡部勇夫君） 一つには、率直に申し上げますが、やはりあの、賃金面の改善の課題

があろうかと思います。実はあの、今回、先ほど特定事業組合の総会が近々ありますという

話しました。そういった中で、金額、ちょっと朧気なんですが、例えば時給１，０００円だ

としますと、おしらせばんに出ているのが８５０円とか、９００円とか、８５０円が多いん

だと思いますが、そういった中で、例えば言われているのは、振興公社も、湯ら里も、組合

に入ってくださいということで、それぞれの支配人が会議に来ましたということで、ああ、

積極的な態度で良いなと思って、その話いろいろ聞くと、いや、その１，０００円の、なか

なかその賃金払うのは、経営上大変ですというような話に次なってくるわけです。そうする

と、片方で、相矛盾した話になりますが、事業組合設立するんで良かったです。それを伸ば

していけば地域が、って言っておきながら、じゃあ、それぞれ、社長を務めている湯ら里と

振興公社が、支配人が会議に行くまではできますけど、次に、じゃあ積極的に入ってくださ

いということで、それは入ろうと思うと、実務レベルの段階で、具に見ている人達からする

と、やはり時給がという話になってくる。そこが、それは第三セクターのみの話でなくて、

それを広く、町内全ての商店、事業所、会社、全てそうだと思いますから、第三セクターだ

け上がれば良いということでは決してない。逆に、第三セクターだけ上げてしまえば、町の

税金を使って第三セクターだけ上げたんだという話にどうしてもなる。それは想像できます。

ので、やはり、どういった形で、雇用促進条例で社会保険料であったり、奨学資金であった

り、先ほど２番議員からあった旅館・民宿ですか、そういった中の支援、そういったのもあ

りますけど、それを総体的に底上げといいますか、応援になるようなものを、条例の中でそ

の他町長が認めるものという文言としては書けますけども、それが具体的に何であって、そ

れはどういうことだったら皆さんのご理解をいただいた制度として安定的に運営できるかと

いうところがとっても大事な議論に、これからなってくると思いますので、その辺は我々も

一生懸命頑張って、勿論、いるつもりですが、やはり、率直なご意見・ご提案をいただきた

いというのが、一般質問を受けて答弁する中で言うのもなんですが、是非、そういったご意

見を今後ともいただきたいなというふうに思っておりますので、併せてよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 町長おっしゃるように、（聴き取り不能）ですか、そのやはり、賃金、

給料。その辺がやはり一番、最終的には大きい部分だと思います。それが行政でどういうふ



- 63 - 

 

うに支援できるかというのは、本当になかなか難しい部分ではあります。そして、そういう

中でやっぱり、いろいろな自治体がその工夫を凝らし、状況に合った支援策を展開しており

ます。いろんなこう、制度をちょっと、インターネットで検索しますと、本当にいっぱい出

てきます。それこそ、こんなに支援するんだ。それがあの、支援策は、いわゆる就労してい

る人に対する支援策。もう一つは、その事業所なり企業なりにする支援策。二通りあると思

います。その辺をうまくこう、ミックスというか、マッチングさせながらやっていくという

ことも一つかなと思います。 

  それで、もう一つあの、ちょっと考えの中に入れていただきたいのは、只見町Ｕ・Ｉター

ン支援策。こちらのほうも就業ということで、この中に年齢要件があります。子育て世代対

象、３５歳未満とか、そういう要件があります。確かに、人口ビジョン、総合戦略の中で、

子育て世帯、新たに子供を養育している世帯とか、そういうもの歓迎するということでわか

るんですが、もう一つの側面から見て、いわゆる現在の社会情勢の中で、年金の支給年齢の

開始年齢が引き上げになっているということもあって、いわゆる定年制の延長というのがあ

ります。あとは、人生８０年、１００年とか、健康寿命が延びておりますので、そういう中

で、本当に現役で働いていらっしゃる人が本当にあの、お年を召してもというか、頑張って

いらっしゃる方おられます。で、２・３日前だったですか、テレビで視られたかと思うんで

すが、生命保険会社で第３回目の成人式ということで、定年が６０歳の方を改めて会社のほ

うで成人式という形で設けまして、また会社のほうで継続して、知識・経験を活かしながら、

頑張っていただきたいという、そういう取り組みをされている会社がありました。その時、

１００人ほどの方がいらっしゃったという話だったんですが。やはり、今の社会の中で、や

はり６０歳以上、年齢が高くなっても、やはり十分働けるという年代でありますので、やっ

ぱりその辺も重要視しながら、町のほうのＵ・Ｉターン支援策も、そういう部分も、いろい

ろな部分で加味しながら、いわゆる年齢が多少上がって帰ってきても、支援策というか、そ

ういうものを変えながらやれる方法というのはないんでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） やっぱり今まではどうしてもその、人口ビジョンとか、様々の中でこ

う、３５歳とか、そういった一定の子育て世帯に来ていただいて、その若い担い手になって

もらいたい。あと子供たちが増えていけばいいということが狙いでありますから、そこのと

ころは勿論あると思います。が、やはりあの、それだけで今の時代、良いのかという、いろ
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いろご提案だと思います。 

改めて今、ＪＲ東日本といろいろこう、保線の管理であったり、上下分離方式になってく

るんで、いろいろ提案も今、事務レベルであるようですが、やはりＪＲも、やはり人材不足、

経営難ということもありますが、様々な保線技術であったり、機械化はされておりますけど、

それはほかの企業に限らず、やはり６０代・７０代、もっと言えば８０代の方も入るかもし

れませんが、やはり、団塊の世代といいますか、その世代と前後含めた方々のやはり知識と

技術力。で、大量におられた。人数的にも。その方々が退職されて第一線から退かれたこと

の穴が予想されている以上に大きい、本当にこれは大変なことだと。地域が、もっと言えば

日本の国がこれから、今まで当然受けていたサービスとか技術水準が維持できるのかという

くらい大変な事態で、単なるこう、定年でまた新陳代謝があることと違って、やっぱ団塊の

世代の方々の、第一線方のリタイヤといいますか、次の道あると勿論思いますが、その影響

は社会にいろんな場面で大きくあるんだなということは、ＪＲさんとの意見交換とか、いろ

んなところ聞いていて、改めて思います。そういった意味からも、議員おっしゃるように３

５歳までのＵ・Ｉターンの年齢要件のこといただきましたので、それはなお検討させてくだ

さい。おっしゃる趣旨わかるつもりですので、検討させていただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 今、お話させていただきました、いわゆる年齢がいっても十分働ける。

やはりその地域もそれを求めている。町も求めている。やっぱりそういう環境というのが必

要かと思います。 

具体的に話しますと、ハローワーク。ハローワークでは中高年年齢、４５歳以上から５０

歳とか６０歳、６５歳とか、高齢者に対する雇用奨励金、奨励給付金とか、そういう制度が

既にあるんです。高齢者を、退職された高齢者を、いわゆるちゃんと正規雇用した場合には

奨励金をハローワーク、国のほうから支給する。それが何十万とか、場合によっては本当、

百万単位とかあるようです。細かい中身は省略しますが、やはり国のほうも、そういう人材

を活用していこうというのが、向きがあるので、ですからあの、そういう制度も、当然、町

のほうでも使っていただきたいと思います。そういう情報も含めながら、町のほうでもそれ

をカバーしながら、やっぱ、環境づくりを是非進めていっていただければなと思います。 

  もう一度、町長、お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 
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○町長（渡部勇夫君） 今ほど、ハローワークの高齢者雇用に関する奨励給付金制度とか、具

体的な提案も含めてお話いただきましてありがとうございます。先ほども申し上げましたが、

町のＵ・Ｉターン等の年齢要件については検討させていただきたいということで、今、議員

おっしゃったような視点、従来、なかなかその視点は入ってなかったかと思いますが、そう

いった視点を含めまして、今の時代に相応しいような支援のあり方を今後とも検討してまい

りたいというふうに思いますので、引き続きのご理解とお力添えをいただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） ありがとうございます。 

  今回の質問は、いわゆる人口減少が本当、いろんな分野に影響を及ぼしている。特に、ま

ちづくりの根幹となる人。人というのは、いわゆるその生活基盤、いろいろな部分で支えて

いるということになります。こういう高齢化から、行政としてどう支援、対応していくか、

そういう環境をつくっていくのかっていうのが一番急務だと思います。で、やはり、いろい

ろな部分で話ありますけど、保健・医療・福祉の分野でも、いわゆる地域の下支え、介護施

設の人員確保もそうなんですが、あとは今度は３月１５ですか、建設業協会と一般会議も予

定されているようです。やはり、除雪オペレーターの確保。そういうものもやはり同じよう

に関連する部分です。地域のいろんな部分でのサービス提供を維持していくためには、やは

り雇用、就労という部分からもやはり切り込んでいかないと人材確保に繋がらないと思いま

すので、是非そういう視点で今後、住民生活に直結した施策投資というか、そういう部分と

いうことで、是非、町長には前向きな取り組みをお願いしたいと思います。 

町長、もう一度お願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今ほど、１５日に議会の皆様と建設業協会の方々との一般会議がある

というお話をお聞きしました。実は先般、南会津建設事務所主催、所長さん、山口土木事務

の所長さんが只見町においでいただきまして、建設業界の会長さん、あと役員の方含めて、

町も、私も、農林建設課長も含めまして、そういった八十里越の道路がまあ、年明けました

んで４年後ということになりますが、全線開通しますが、やはり冬期間の除排雪、それを安

定的にやっていくということが非常に大変な状況、人材確保も含めて大変だということは容

易に想像されるということで、４年を待たず、今から何が必要か、どういう準備が必要かと

いうことで、本当にあの、南会津建設事務所長様の積極的な姿勢によって、そういう会議を
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開催させていただきました。その時の建設業協会の会長さんは、賃金とか、そういった話で

はなくて、勿論、それは大事だと思いますが、具体的な仕事の割り振り、様々な課題を、ち

ゃんと社員の方々から聴き取られて、それを我々にペーパーを示していただいて、それを基

に説明していただきました。ですからあの、その時も申し上げましたが、恥ずかしながら、

いろいろ、国とか、様々、県とかに要望して、要望書手渡して、道路早期に開通できるよう

にお願いしますということはお願いする立場ではあります。が、やはり、そういった一番、

現場を担っていただく方々のご苦労や不安を改めて教えていただいて、先にそういった要望

をさせていただくときの自分と比べると少し恥ずかしい想いがしました。ので、そのことは

率直に申し上げましたが、やはり、こういう具体的な悩みであったり、こういったことをや

ったらいいんじゃないですかという提案であったり、それがちゃんと建設業協会長さんの口

からお話をいただいて直接聞くことができたということは私にとっては大変良かったなとい

うふうに思いますし、先ほどらいの山のことであったり、それと雇用の関係、様々なこと含

めまして、やはり携わっている方々からの意見を聞く、やっぱりそういった態度がまずもっ

て一番大事だなということを身をもって感じさせていただきまして、やはりそういったこと

含めて、今後、一般会議がなされるということでありますので、そういった中でもまた今後、

その経過、結果等も含めまして、後程、我々にも教えていただければありがたいと思います

ので、併せてよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） 町長のほうからも具体的な話をいただきましてありがとうございます。 

  やはり、冒頭にも町長が言われた話し合いの場。いわゆる携わっている方がどういう状況

におられるのか。どういう課題をもっておられるのか。やはりその辺を、行政も、議会もそ

うなんですが、共有しながら、一朝一夕に全て解決するわけではありませんので、切込みは

どこから入れるか。どこから取り組んでいくのか。その辺をやはり話し合いの中からひとつ

見出していく。そういうベクトルというか、共有する姿勢が必要かな。特に、人口減少とい

うのは、もう、なかなか止まりません。その中でどういうふうに生活基盤なり、まちづくり

を進めていくというのが一番の命題です。やはりそれは、人がいなければ物事進みませんの

で、やっぱり（聴き取り不能）機能して動くような形を進めるために、まず取り組みの姿勢

をまずみんなで共有しながらいければと思いますので、最後に町長の考えをひとつ。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 
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○町長（渡部勇夫君） 矢沢議員から具体的なご提案、特にハローワーク等のこういった制度

がありますという具体的なご提案をいただいて、やはりあの、雇用環境の充実、支援対策と

いうことは、まさにそれが地域を守る、人がちゃんと只見町に定着していただくという一番

大切なところのお話だというふうに思いますので、今ほどいただいた、一般質問の中でいた

だいたご提案、またあと、検討を約束した事柄もございますので、そういった事柄をしっか

り受け止めさせていただきまして、議員おっしゃるご質問の趣旨に沿えるように引き続き努

めてまいりたいというふうに思いますので、引き続きのお力添えをよろしくお願い申し上げ

ます。 

  誠にありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） ６番、矢沢明伸君。 

○６番（矢沢明伸君） ありがとうございました。 

  やはり、そういう形で、一般質問ではあったんですが、こうやって、情報というか、いろ

んな部分の課題を共有しながらいくというのが必要かと思いますので、私もいろんな面で改

めて勉強させていただきましたので、ありがとうございました。 

  これで一般質問を終わります。 

○議長（大塚純一郎君） これで、６番、矢沢明伸君の一般質問は終了しました。 

  昼食のため、暫時、休議します。 

  午後の再開を１時１５分からといたします。 

 

     休憩 午前１１時５７分 

 

     再開 午後 １時１３分 

 

○議長（大塚純一郎君） 時間がちょっとありますが、全員揃いましたので、午前に引き続き

会議を開きます。 

  一般質問を続行いたします。 

  ５番、小沼信孝君の一般質問を許可します。 

  ５番、小沼信孝君。 

          〔５番 小沼信孝君 登壇〕 
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○５番（小沼信孝君） ５番、通告にしたがいまして一般質問をさせていただきます。 

  質問は２点でございます。 

  まず１点目として、公衆トイレ整備についてでございます。要旨といたしましては、只見

町は観光に力を入れ多くの方々に来ていただきたいと考え、多くの取り組みをされているこ

とと思います。気軽に立ち寄れる公衆トイレ、非常に国道沿いに少ないのじゃないかという

ふうに考えます。観光客だけでなく、来町された方が気軽に寄れるトイレ整備を、受け入れ

体制づくりという観点で非常に大事なことだと思いますので、今後、国道２５２号線、２８

９号線沿いにいくつかの整備をする考えはないか問います。 

  二つ目として、黒谷林道の復旧工事についてです。黒谷林道は平成２３年新潟・福島豪雨

災害後、途中まで復旧工事がなされているが、現在、中断されております。今後、継続して

工事をしていくのかを問います。 

  以上、２点についてよろしくお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ５番、小沼信孝議員のご質問にお答えいたします。 

  まず１点目の公衆トイレの整備についてであります。 

  小沼議員ご指摘のとおり、気軽に立ち寄れるきれいで快適なトイレは、観光地の受け入れ

態勢やイメージ醸成の観点でも重要であると考えております。 

  公衆トイレとは、使用者を特定せずに広く一般に開放されている共用トイレのこととされ

ており、駅前庁舎に隣接する雨堤トイレのほか、観光関連で所管する公衆トイレとしては、

田子倉無料休憩所トイレ、石伏公衆トイレ、只見駅公衆トイレ、只見川農村公園トイレ、蒲

生集会施設内公衆トイレ、黒谷尼渕公衆トイレ、比良林公園公衆トイレの７箇所であります。

また、登山や自然散策が行われる期間、その出入口となる場所４箇所にも、毎年、仮設トイ

レを設置しております。いずれも、事業者や団体等に清掃管理をお願いし、状態を保ってい

るところであります。その他、田子倉ダムや運動場、農村公園等に併設されて、広く一般に

も利用可能なトイレもあります。 

  小沼議員お質しの新たな公衆トイレの設置につきましては、その適切な維持管理が課題と

なってまいります。来訪者のおもてなしのためには、きれいで快適なトイレ環境を提供する

ことが重要であると考えておりますので、既存施設の維持管理にさらに力を入れていくとと
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もに、立ち寄りスポット等のニーズをとらえ検討してまいります。 

  次に、黒谷林道の復旧工事についてであります。 

  小沼議員お質しのとおり、黒谷林道については、平成２３年新潟・福島豪雨により被災し

て災害査定を受け、以後、起点側から順次、災害復旧に着手しておりましたが、平成２６年

に梅雨前線豪雨により再度被災したことから、増破による再査定を受け、引き続き平成２９

年度まで復旧工事を進め、起点から約６．８キロメートルの民有林区域内における被災箇所

の復旧が完了いたしました。 

  さらに、その先に続く国有林区域内の併用区間約２．４キロメートルに係る災害復旧につ

きましては、平成２６年以降、その復旧主体・方法等について、会津森林管理署南会津支署、

電源開発株式会社東日本支店とともに現地調査等を行いながら検討を重ね、平成３０年度に

は電源開発株式会社の協力を得ながら事業を進めることとして計画を詰めておりました。 

  そのような中、手前の民有林区域内の復旧完了箇所が、令和元年度の豪雨により再び被災

したことから、国有林区域内の復旧計画について、復旧中の再被災リスクを低減する工法へ

見直す必要が生じたため、現在、工法の検討をしているところであります。 

  民有林区域内の災害復旧は令和２年度に完了しておりますが、国有林区域内につきまして

は、今後、電源開発株式会社の協力をいただきながら復旧を進める方向で調整しております

のでご理解をお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） それでは再質問させていただきます。 

  まずあの、今、町長答弁にありましたように、町内には 7 箇所の公衆トイレがあるという

ことですが、国道２５２号線、それから２８９号線沿いにはいくつの公衆トイレが、七つ全

部、そこにあるのかどうか、ちょっとお伺いしたいと思いますが。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 観光商工課のほうで観光関連ということで所管しております

公衆トイレ。ただ今の答弁にございましたとおり 7 箇所という形でございます。いわゆる国

道沿いにあるものということでございますけれども、まず田子倉の無料休憩所トイレ。こち

らにつきましては２５２号線沿い。また、石伏の公衆トイレでありますが、石伏橋の手前の

ところ、ちょうど国道からすぐ、入ってすぐのところでございますので、こちらのほうも国
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道沿いということになろうかと思います。あと蒲生集会施設の公衆トイレ。施設内に公衆ト

イレを設置しておりますが、こちらのほうにつきましても国道沿いということになっており

ます。３箇所につきましては国道沿いでございますが、それ以外につきましてはいずれも若

干、道路から離れたところに設置をしておるというところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） まあ、今聞きますと、7 箇所のうち３箇所は国道沿いだと。それ以外は

４箇所は国道から少し離れている。でまあ、今後、八十里開通したり、２５２号に関しては

ゴールデンウイーク前後に開通ということで、２箇所、田子倉無料休憩所、それから石伏ト

イレ。それから上にもダムの展望台のトイレもあります。そっちはいいんですが、２８９号

が開通した場合、例えば若松方面に行った場合、蒲生集落の集会所のさわやかトイレ。それ

だけしかありません。あとは、２８９号、会津、それから三条を結んでということ、の話に

なってますから、そっちの方面に行くと、公共の公衆トイレというのはたぶん、きらら２８

９の道の駅までないような気がします。やっぱりそれを考えると、観光誘客ということで考

えたときに、皆さんも観光地に行った時に、必ずトイレはたぶん、利用すると思います。で

すから、やはりそうしたときに必要になってくるのが公共の公衆トイレ。そういうのが必要

になるんじゃないかと思って、今回、そういう質問をさせてもらいましたが、７箇所ある中

で多目的トイレというのが設置されているのは何箇所あるでしょう。 

○議長（大塚純一郎君） 答弁をお願いします。 

  観光商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 多目的トイレという形での整備なされている場所ということ

でございますけれども、只見駅のトイレ、石伏公衆トイレ、あと田子倉の無料休憩所も一応、

多目的トイレが配置になっているかと思います。あと只見川の農村公園も、こちらのほうご

ざいます。今のところ把握しているのは４箇所ということで、蒲生集会施設、尼渕、比良林

公園につきましては、多目的という形ではなく、いわゆる男女のトイレといったような形に

なっているかというふうに承知をしております。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） 今の話ですと、３箇所なくて、４箇所はついているということだと思

いますが、例えばその設置されている場所で、普通、多目的トイレだと障がい者用の方の、

ふうの感じがなっております。何かあった時に連絡が取れるようになっているのかどうか。
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ちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 多目的トイレということで、場所が広くなっていたりとか、

そういった使い勝手がよくなっている。また、車椅子の方、そういった方々が利用されると

いうことにはなっておりますけれども、緊急の場合には、場所にもよりますけれども、緊急

ボタンがあって、赤ランプがつくといったような装置がついているトイレもございますけれ

ども、ほとんどのところはそういったような緊急なものはついてないものというふうに承知

をしております。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） いろいろ細かく聞いて申し訳ありませんが、観光地のトイレの需要と

いうことになりますと、やはり使いやすいトイレ、きれいなトイレ、快適なトイレ。そして、

今言ったように安全性も含めて、ちょっと日にちは忘れましたが、ちょっと前に、多目的ト

イレの中で死亡されている方がいらっしゃって、で、ボタンを押したんだけど、どこにも繋

がってなかったと。そういった事例がございます。死因はまあ、病死ということになったそ

うですが、やはりその、例えば観光地に行って多目的トイレに入りました。出てきません。

そうするとたぶん、３０分経つと、普通は自動的に連絡がいくようになっているそうです。

そういったトイレは。ただ、只見町の場合、なかなかそういうことは難しいと思います。そ

してあの、なかなか夜間ということもあったりすると、田子倉無料休憩所なんては、当然、

不可能だと思います。そういったことは。ただ、そういったことを、有るということはわか

っていないと、やっぱり今後、トイレを管理していくうえ、それから観光客を迎え入れると

いうことを前提にお話しているんで、そういったことで考えれば、やはり、そういったとこ

ろがあるトイレをつくるのが、やっぱり重要じゃないのかなということを考えます。ですか

らまあ、これからちょっといろいろお話しますが、まず、そういったこと。 

  それから、これ、わかる場合でいいですが、今の７箇所のトイレの中で、洋式トイレ、そ

れから和式のトイレというのの数なんていうのがわかれば教えてください。わからなければ

いいです。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 大変申し訳ございません。そこまで細かな部分をちょっとつ

かんでいる資料持ち合わせてございません。 
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○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） それを数はいいです。ですが、何を言いたいかといいますと、例えば

これから観光客を受け入れるに対して、今、コロナ禍ということで外国人のお客さん来ませ

ん。ほぼ来ません。ですが、これからインバウンドということを見据えた観光をするのであ

れば、洋式トイレでないと外国人の方使えません。ほとんどの方が使えません。使い方もわ

からない。そういった現状でございます。 

ですから、ここに、よその市町村ですが、トイレの様式化整備にかかる年次計画というの

を、５年間の計画を作られて整備を進められた事例がございます。これ、よかったら後でご

覧になっていただきたいと思いますので。そういったふうにして、やはり外国のお客さんを

入れる。それから観光客にきれいに使っていただくということで、そういった洋式トイレに

変換をするということが、よそではたくさん行われております。やはり只見町も観光でこれ

からやっていくんだということであれば、そういったことも非常に大切なことだと思います

が、その辺、町長のお考えをまずお聞きしたいと思いますが。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） トイレの整備につきましては、本当に必要な施設だと認識はもってま

す。 

昔ですが、秋田県の鷹巣町っていう、今、合併したのかどうか、ちょっとわかりませんが、

秋田県の鷹巣町の当時の町長さんの話を職員研修で東京で聞いた記憶あります。その時のテ

ーマが公衆トイレの整備でした。やはりあの、公衆トイレをちゃんと町の中に整備していか

ないと、これから様々やっていくときに立ち遅れるという当時の鷹巣町の町長さんの話を聞

いた記憶が今蘇ってきました。そういった話を聞いていながら、恥ずかしい話なんですが、

やはりあの、やっぱり圧倒的に今まで、そういったことに、必要性はわかりつつも、観光中

心の登山されるとか、恵みの森に入られるときの仮設トイレとか、尼渕にいくときのトイレ

とか、やはりその観光メインのトイレ整備だったなというふうに思います。議員おっしゃる

のは、そういったのも大事だけど、国道沿いにトイレがないと、いろいろ、よそに我々行っ

た時も、そういう公衆トイレとか、どうしてもコンビニとか、そういうところ頼りにしてま

す。なので、なかなかコンビニも基本的にない町ですから、そういったころともあります。 

あと、前、過去に、ちょっと社会福祉協議会で、ちょっと事業の名前忘れましたが、他町

村から来られるときに、一番先聞かれたのは公衆トイレでした。只見町はどこに公衆トイレ



- 73 - 

 

ありますかということを確かに聞かれました。やはり、たぶん、障がいのある方だったか、

ご高齢の方だったかの事業だったか、ちょっと今、記憶薄れてますが、やっぱり引率なされ

る方は予定時間を見て、只見町内、どこにトイレを案内するかということを最初におっしゃ

った記憶ありますので、改めてその必要性というのはそういった方々からも教えていただい

てますし、今、議員からもご提案いただいてますが、その必要性、道路沿いの公衆トイレも

含めて設置の必要性は認識しております。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） ありがとうございます。 

  今、社会福祉協議会の時の、そのトイレがどこにあるかということ。これはあの、只見町

だけでなくて、これは全国的にそういったことは観光地で聞かれるそうです。今、観光地に

おけるトイレの詳細情報を提供するシステムというのがあるそうです。情報処理学会第７２

回全国大会というのがここにもございますが、やはり、どこにトイレがあるかということを

検索できるように今なっているそうです。まあ、それも、ちゃんとしたトイレじゃないと、

なかなか国道から離れている場所を表示しても、冬期間使えない場所だったりするのはいか

がなものかと思いますので、まあ、これは置いておきまして、今ちょっとそういう話出まし

たんで話しました。 

  で、話戻しますと、洋式トイレと、それから和式のトイレ。それの二つで、例えばトイレ

が汚れる。大腸菌が出る。どちらが多く出ると思いますか。わかる方いらっしゃいますか。

誰でもいいです。答えてみてください。どっちが多く大腸菌が拡散するのか。洋式トイレと

和式トイレ。 

まあ、いいです。洋式トイレと和式トイレでは、和式トイレのほうが１６０倍ほど大腸菌

が増えるそうです。トイレの中で。飛び散ったりする。それをトイレの中から歩いて出ると、

外まで出てくる。非常に今、洋式トイレでないと、そういった問題で、例えば食堂なり、そ

ういったところのほうも非常にうるさくなっております。このデータですと、大腸菌が和式

トイレだと８２０という数字がトイレのまわりで飛び散る。洋式トイレだとすると５という

数字だそうです。その違いはもう、１６４倍という大きな数字になるわけですが、是非とも

そういった観点から洋式トイレに復旧をするような、それは先ほど言ったように、洋式トイ

レ整備事業に関する、小さい町ですと七つしかないものを、便器を交換すればいいだけかも

しれませんが、大きな都市ですと相当な数、お金もかかります。そういうことはやっぱ結局、
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５年計画でやるほどの事業だということになってくる。繋がると思います。 

ですから、七つしかないというのが、良いのかどうかということをまず、お話させていた

だきますが、例えば観光地に行った時に、でもそうですし、高速のインター乗ったとき、イ

ンターというか、高速道路に乗ってインターに入ってトイレ休憩をします。ほとんどの人が

そこでジュースを買うとか、お土産を買うとか、そういうのを必ずついてまいります。です

から、このまま八十里峠が開通して、交通量が増えました。トイレも整備をしました。仮に

トイレ休憩に寄りました。そのまま行ってしまったんでは只見町に何の得もありません。置

いていかれるものだけ置いていってもらうだけということで、なりますので、やはりそこで

はお金も置いていってもらうというふうな取り組み。例えばトイレ１個つくるだけでなくて、

その隣に、仮に自販機でもいいし、それから地域の方が農産物を販売するような直売所的な

ことができるようなものがあれば、少しでもお金を落としていってもらう。皆さんもそうだ

と思いますが、寄ったときに何か買って、じゃあ、車に乗ろうかということ、必ず起きると

思います。そういったことをされているのがお隣の金山町だと思います。金山町、炭酸水の

汲み場の前に公衆トイレできました。その脇に、物産販売の場所を設けて地域の方が観光客

も利用していただく。それから、それこそ、出荷できないようなものでも何でも販売して、

地域の人の生活の足しになるかどうか、ちょっとわかりませんが、そういったことでコミュ

ニケーションがとれるといったような場所。で、あれは元々、町が土地を買い上げ、それか

らトイレも町が建設して、その直売所も町が建設。たまたま、その地域の人がトイレの管理

をされているんですが、ちょっと具合が悪くなりまして、今、町が直接トイレの管理をして

いるそうですが、そういったことをすることによって、やっぱりお金を落としていっていた

だく。ただ通り過ぎるだけじゃなくて。例えば２８９だけじゃなくて、ＪＲが通った時に、

皆さん、撮り鉄がいっぱい来て喜んでいるけども、ただ写真を撮って電車を追っかけていく

だけなら全然落としません。やっぱりなんとかお金を只見町に置いていっていただくという

ことを考えないと、ただトイレつくれば、お金とって、トイレをたぶん使うのは福島県だと

尾瀬だけだと思います。お金とるというか、あれは結局、チップという形で管理という、自

然保護ということで尾瀬はたぶんとっていると思います。たぶん、それ以外はないと思いま

す。只見町でお金をとってトイレをつくれということで、つくったのを利用していただくと

いうことでなくて、やはり、そういったものをつくって、それに付随するものまで含めてつ

くるということ。 
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そこの点について町長のお考え、そういったこと、考えがあるかどうか、ちょっとお伺いし

たいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 大変不勉強で、そのトイレがどこに整備されているかというか、そう

いう提供のシステムとか、そういうことあること知りませんでした。 

また、大腸菌の、その発生率といいますか、増える率も１６０倍とものすごく違うという

ことも教えていただきました。ので、その必要性は改めてよくわかりました。ですから、あ

とこれからその辺をどういうあの、例えば自動販売機とか、ちょっと地域のものを販売して

もらうとか、具体的にどういうふうにこれから考えていったらいいのかというところで、そ

れであの、後で教えてもらいたいんですが、そういった年次計画を作ってやっているところ

がありますよというお話もいただきましたので、それは是非とも後で教えてもらいたいんで

すが、ちょっと、考え方はよくわかりますが、具体的に事業化というか、やっていくときに、

どういう順番で、どういうふうに考えていくかというところをちょっとよく教えていただき

ながら、検討していきたいなというふうに思います。そのように受け止めております。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） 検討の一つのまあ、あれになれば良いと思いますので、ちょっとお話

しますが、昨日、施政方針出されました。それから教育方針も出されました。教育長、教育

方針の中で、モノとくらしのミュージアムが７月にできますと。ちょっと話がトイレから外

れますが、その中で、答弁の中にですね、町内外の方から愛される親しみやすい博物館とし

て運営してまいりますという一文がございました。昨年ですか、議会と当局のほうで、これ

について勉強会をしたと思います。その後、私あの、知人に、東京大学の東洋民俗学の教授

が知り合いでおりまして、博物館を只見町で造るんだよという話をしました。で、東洋民俗

学の東大の教授というのは、やっぱりその道では最先端をいってる方でして、とにかく博物

館を造るのはいいけども、博物館を創っても４・５年は、数年は珍しくて皆さん来ますけど、

なかなかそこから先が大変なんだと。その時に、昨日、施政を申されたように、愛される親

しみやすい博物館としてということ。例えば、あそこの入り口。場所はどこということでは

ないですが、あそこにトイレをつくる。そして、観光客なり、そこに来て下さる方、中のト

イレは当然、必要だと思います。ですが、表でもトイレを使っていただく。そして、そこに

今話したような、例えば金山のような、ああいうものが良いかどうかはわかりませんが、地



- 76 - 

 

域の方々が集まって、例えば博物館のほうと一緒になって、連携した何かをする、イベント

をする。それから、ここにも実際いらっしゃいますが、農産物の直売をしてくださる方とか、

そういったことを利用することによって、あの博物館そのものも活きていくと思います。や

っぱりそういう取り組みをしていかないと、なかなか、博物館というのは続きませんよと。

ただお金がいっぱいかかるだけですよということをその東大の教授がおっしゃっておりまし

た。やっぱりそうだなというふうに実感しております。それがまあ、トイレが一つの起爆剤

になるかどうかわかりません。ただ、場所として、それから今後、２８９沿いに道の駅をつ

くるという考えが町長持ってらっしゃるようですが、それがどこだということでなくて、そ

の中の一つの場所として、一つのポイントとして、モノとくらしのミュージアムのあそこの

場所は非常にトイレが必要な場所。先ほども話したように、きららから只見に向かってくる

間、国道沿いにはトイレというのがほぼないと同じです。河原田商店の社長さんがトイレを

貸してほしいという方が非常に多くいらっしゃると。特に朝仕事に、帰りに寄っていくんで

すよという話を聞いたことがありますが、そこがあるからいいということではなくて、やっ

ぱりそうすると、田島のほうから来た場合、大倉のモノとくらしのミュージアム、新しくな

ったところに、とにかくああいう施設に人を多く呼ぶ。トイレ休憩でも何でもいいから来て

もらって、そして関心を持ってもらって博物館を見ていただくということが今後やっぱり必

要になってくると思いますが、まずその場所について、そういったことをどのように考えら

れるか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 教育長、渡部公三君。 

○教育長（渡部公三君） 公衆トイレに関係しまして、ただみモノとくらしのミュージアムに、

そういった機能をというご提言だというふうに思っておりますが、まずあの、ただみモノと

くらしのミュージアム、本年７月にはオープンをしたいということで今準備を進めておりま

して、まだ内部の展示工事、一部残っておりますが、外構工事もほぼ終わっております。計

画の段階から、やはりあの、ミュージアムを、どう集客施設にしていくかということはテー

マの一つでありまして、それにはやはり外での賑わい。こういったのも必要だろうというこ

とを計画の中でも議論をされております。そういった中で、地元、大倉集落であったり、明

和全般にわたって、やはりこの施設を盛り上げていただくためにも、地域の物産を提供して

いただくということは選択肢の一つだろうというふうに思っております。その中であの、ト

イレの必要性ということもあろうかと思います。現在は施設の内部、入ってすぐのところに
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トイレは、共用のトイレを配置しておりますので、それをご利用いただくという計画であり

ますが、外でのトイレということになりますと、やはりあの、公衆トイレということになる

と２４時間開けておく必要がありますし、それによって、やはりあの、いつとなくその外来

者が来られるというところでの、治安であったり、またはあの、そこで車中泊であったり、

場合によってはキャンプとか、そういったこと。それから博物館へのその影響、十分に考慮

しながら、そういった機能というのは、外でのトイレですが、検討する必要があるのかなと

いうふうには思っております。ですので、総合的に、総体的に、その位置が良いということ

であっても、そういったあの、博物館という機能、そしてまた周辺住民の方への影響等々考

えて検討しなければならないというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） 教育長、やっぱりその考え方ですと何もできません。というのは、２

４時間開いているから治安が悪くなるだろう。そしたら、道の駅のトイレなんて絶対に、今

おっしゃったこと、そっくり道の駅のトイレには当てはまることです。 

そして、博物館だからというのは、それは間違いですよ。これはだって、靖国神社だって

トイレありますよ。伊勢神宮も全てあそこにはトイレがあります。そういうの考えたら、そ

れを言ってしまえば何もできなくなります。やはり、そういったことも、やっぱり考え方を

変えていただかないと、当然、リスクもあるけども、それから得るものというのはやっぱり

考えていかないと前に進まないと思います。 

これはあの、また後で町長に聞きますが、じゃあ、もう１点、もう１点というか、もう１

箇所。現在、蒲生集落にあるさわやかトイレ。蒲生区のたぶん、婦人会の方が管理されてい

ると思います。あそこは、課長、入ったことはありますか。あれは先ほど話したように、和

式のトイレが二つあると思います。婦人会の方から話聞いたことありますか。どういった苦

情があるか。聞いていればお答えください。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 蒲生のさわやかトイレということで、集落の施設の外側にで

すね、玄関前にですね、設置をしてあるトイレ。二つ、和式でございましたが、１箇所は一

応、洋式化という形で改修をしております。と言いますのも、やはり、地元のほうから、和

式のトイレはやはり飛び散りが非常に多いというお話もいただきました。このコロナ禍の中

で、感染予防対策、当然しっかりしていただきながら実施をしていただいているわけではご



- 78 - 

 

ざいますけれども、やはり不安だといったようなご意見もいただきまして、１箇所、洋式化

を図らせていただいたところでございます。和式については、そういったような形で、どう

しても飛び散りが多いということは婦人会のほうから聞いているところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） 聞いてられて、本当に良かったと思います。そして、一番は、やはり、

あのさわやかトイレは元々は集会施設の入り口に設置されているわけですが、あそこなんか

はもっと、あそこの外に、道路の向かい側の駐車場のところに、そんなに大きいのは必要な

いと思います。ですがやはり、男女別々になっていて、今風というよりも、今当然だと思い

ます。男女別々にあるのは。やっぱ、そういったトイレを、だから今つくれということでな

くて、先ほどのモノとくらしのミュージアムもそうですが、今、７月に間に合わせてつくれ

ということを言っているわけではなくて、やっぱり将来的に観光の町でいくのであれば、や

っぱり必要じゃないかという話をしております。ですから、蒲生の部分についても、外につ

くるのが、やっぱりベストじゃないのかと思いますが、そこで先ほど話したように大腸菌の

話。それから汚なくなるという話がありますので、是非とも洋式トイレにしていただきたい。

で、欲を言えば、今、どこでもそうですが、おもてなしトイレということで、ウォシュレッ

ト、それから暖房便座というのは常識になっております。よそでは。ですから、そこら辺ま

で考えていかないと、お客さんに使いやすい、きれいな快適なトイレだと思っていただくよ

うな、観光地の重要な部分になれないのではないかと思うんで、その辺の考え方をちょっと

町長にもう一度お伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） やっぱりあの、これからさらに観光面に力を入れてやっていくという

ことであれば、先ほどらいおっしゃっていただいているトイレの整備は必要だというふうに

思いますし、そのあり方につきましても、衛生面からも洋式トイレが相応しい。さらにその、

今のこう、シャワーだったり、暖房便座だったり、そういったものは、もう普通になってい

るということ、まさにおっしゃるとおりだと思います。やはりあの、蒲生のところは、私入

ったことありますけど、たぶん、階段、段になっていて、そして、たぶんあの、天井がたぶ

んこう、開いていたという気がするんです。今ちょっと、わかりませんが。ですから、ちょ

っと、たぶん、いろいろ使い勝手の部分で、洋式に直せばいいだけじゃなくて、いろんな、

男女別とか、いろんな面で、バリアフリーとか、いろんな面で課題があると思います。そう
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いったことで本当に蒲生集落の方に貴重な土地を提供していただいて、道路向かい側にああ

いった駐車場。あと自動販売機あるところをつくらせていただきましたので、そういったと

ころのほうが好ましいんじゃないかというお話向きだと思いますので、そのことと、ほかの、

先ほど教育長としては、モノとくらしのミュージアムについては、そういった面から、教育

長の立場で、そういった発言になったものというふうに私は理解しておりますが、やはり、

小沼議員おっしゃるように、これから大倉集落の方とか、あとは大倉集落の方に限らず、次

の展開を考えていくのであれば、やはりそういったことも、最初からあの、戸を立ててしま

うような言い方ではなくて、やはり、どうやったらそれが達成できるかと、その中に当然、

公衆トイレも必要だと。やはりそれは関係者の人、あと地域の人含めて、ちょっとその辺を

丁寧な話し合いをして、やはり、みんなでその地域、文化的な価値も大事ですけど、やっぱ

り地域の人の集まってもらえる場所だったり、よそからも訪れていただけるような、そうい

った視点も大事だと思いますので、その辺は含めまして、今後検討させていただきたいと思

います。 

  あと、繰り返しになりますが、是非あの、年次計画作っているところの自治体ですか、そ

ういったところの情報提供をしていただきたいなというふうにお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） いつまでもトイレのくさい話だと、なかなか嫌がられると思うんで、

最後にしたいと思いますが、只見町、ＳＤＧｓの面で子供達が非常に頑張っております。 

  ですから、やっぱり町としても、どういった取り組みをしていくかという中で、和式トイ

レを洋式トイレにするということで、ＳＤＧｓに取り組むということをされてみてはいかが

かと思います。というのは、今から１０年以上、１４・５年前の洋式トイレですと、洋式ト

イレでもですよ、洋式トイレでも、１回流すのに、大体１３リッターぐらいの水が必要だそ

うです。現在の洋式トイレというのは３リッターから４．５リッターぐらいで流せると。こ

れはやはり、ＳＤＧｓもまあ、たぶん、６番でなくて、１５番の目標に値するのかなという

ふうに、陸の豊かさを守ろうということ。１４番の海の豊かさを守ろうに繋がるのかもしれ

ないし、そういったことを、どれだか私はわかりませんが、やっぱりＳＤＧｓの考え方をも

ってすれば、トイレを変えるだけで、やはり相当、たぶん変わってくると思います。水の使

う量というのは。こういったことの取り組みをされる考えがあるかどうか、ちょっとお伺い

したいと思います。 
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○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長、目黒祐紀君。 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 今ほどトイレの、ＳＤＧｓの観点からのお質しでございまし

たけれども、いわゆる節水型のトイレ。こういったところも検討してはどうかといったよう

なご提案であるかなというふうに考えております。勿論、こういったトイレの管理の中では、

きれいなトイレの管理をするといったこと勿論ではございますけれども、やはり維持管理経

費の節減といったところの視点も当然必要になってまいりますので、そういったトイレの改

修。こういったところに併せまして、節水であったり、委員ご指摘のいわゆるウォシュレッ

ト、また暖房。こういったところも含めて検討させていただければというふうに考えており

ます。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） 是非とも、子供達だけでなくて町としても、そういったことを、トイ

レの話でございますが、ＳＤＧｓということを、ただバッチをつけてるだけでなくて、やは

り、実践しているということをアピールする一つの機会が問われているということで、もで

きるということをおわかりいただければ幸いだと思います。 

  では、二つ目の質問に移らせていただきますが、黒谷林道の復旧工事でございます。再質

問ということで、林道の管理というのは、どこからどこまでが町の林道管理なのか、ちょっ

とお伺いしたいと思いますが。どこからどこというのは、結局、起点から、例えばゴムダム

がある場所なのか。それより手前なのか。町の管理はどこまでなのか、ちょっとお伺いした

いと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長、星一君。 

○農林建設課長（星 一君） ただ今のお質しでございます。 

  災害復旧の際におきましては、民有林区間までの災害復旧を実施し、その後の部分、国有

林区間ということで、そこは未実施になっておりますが、道路管理者という面でいいますと、

黒谷ダム先の終点までが町の管理と、林道の管理ということになってございます。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） 町の管理ということだと、ちょっと、黒谷のゴムダムの先に、２００

メートルか、そのくらい先にゲートがありまして、そこからは国有林というか、営林署の管

轄だと思います。あのゲートがそうだと思います。そうすると、今出来上がっている場所か

らそこまではどの程度の距離があるかわかりますか。 
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○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長、星一君。 

○農林建設課長（星 一君） 復旧箇所、看板の、国有林の看板のあるところから、その終点

まで２．４キロというふうに理解しております。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） これも、相当お金のかかる事業になると思いますので、なかなか大変

なことだと思いますが、まず考え方として、昨日の施政方針の中でもありましたように、山

に囲まれた只見町として、地域にある山林資源を活用し、ということをおっしゃっておりま

した。ということは、やはり林道がちゃんと整備されていないと、非常にそういったことも

ままならないんじゃないかというふうに考えますが、これは黒谷林道だけに限ることではな

いと思います。各方面のその林道整備をしないと、これからやっぱり山林資源を活用するに

は非常に難しいというふうに考えます。ですから、やはり、今、この答弁書の中で最後の３

行でございますが、今後、電源開発株式会社の協力をいただきながら復旧を進める方向で調

整しておりますのでご理解をお願いいたします、ということありますが、どういった調整を

されているのか、まずお聞きしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長、星一君。 

○農林建設課長（星 一君） 町長の答弁の中にもございますとおり、令和元年に再被災をし

て、電源開発さんのほうには技術的支援、以降、支援をいただきたいということでお願いを

しておるわけでございますけれども、再被災リスクが出てきたということで、それも考慮、

改めてしなければいけないということで、その設計等について今見直しを行っていただいて

おりまして、それを社内の中での、ある程度の共有がされたうえで、町と改めて、その工法

等々について、法線含めてですけれども、そういったことを検討をしていこうということで、

現在、電源開発さんのほうでの、その工法、法線等々について、待っているといいますか、

そういったような状況に現在なってございます。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） まあ、そうしますと、この工事について、電源開発さんの動きしだい

ということのように聞こえます。ですが、やはり、この２．４キロの区間というのは、たぶ

ん、ゴムダムまで今の法線でいくのは、たぶん不可能だと思います。というのは、何十億と

いうお金がかかると思います。あそこを繋ぐに、ゴムダムまで行けるようにするには。です

が、何が、できない難しいことを聞いているんでなくて、町の姿勢としてどういうふうにし
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ていったらいいかということを最後にお話しますが、ゴムダムの上流、大体５００メートル

ぐらい行ったところに、川を、黒谷川を渡る橋があります。その左右がまったく山が崩落し

て、なくなっております。道路もないし、それから山も落ちております。年々、やっぱり上

流に向かって崩落していきます。その崩落した土砂が全てゴムダムの中に溜まります。で、

ゴムダムはご存じのように、ほぼ、年に１回は必ず倒れます。というのは、融雪の際、雪崩

が落ちただけでも危険水位が上がると自動的に倒れます。そうすると、その土砂が全部とは

言いませんが、下流に流れてきます。下流に流れてきた土砂が、国道近辺まで、万歳橋の国

道近辺までくると、ほとんど砂に変わってしまいます。岩山なんですが、上で崩れたのは岩

なんだけど、下までくると砂。町長、小川集落でございますので、普請の際に、水路に溜ま

っている砂というのが相当入っていると思います。ここれはまあ、伊南川水系ですから、舘

岩の田代山の影響も非常にあると思いますが、尚更、黒谷川から出る砂の量。やはりこの砂

の量が多くなってくるということは、何が出てくるかというと、やっぱり自然環境を破壊す

るというのが、の一番の根底はやっぱり砂だと思います。というのは、皆さん、よくあの、

魚が昔と違っていなくなったんだよなという話をされます。それはいろんな理由があると思

いますが、まず、一番に、魚の餌がまずなくなっております。というのは、石の間に砂がそ

れだけ溜まれば、水生昆虫というのはほとんど石の下にいますから。昔から皆さん、川に入

って石をはがした時に、クロカワというのが、クロカワ虫というのがいたのをご存じだと思

いますが、教育長なんか、魚獲り得意ですから、よくご存じだと思いますが、そういったも

のがほぼいなくなってしまった。これはやっぱり石の間に、空いていたところに、虫が入っ

ていたのが入らなくなった。で、結局、そうなると餌がないから魚が増えないと。悪循環。

やはり、こういったその山の崩落というのを抑えるには、まず道路整備をしていかないと、

そこまで重機も行かない。この間、電源開発さんともお話しましたが、１０年以上経って、

重機も今１台上がっているけど、もうそれも寿命でどうしようかなというふうにおっしゃっ

ておりました。というのは、今まあ、いろんな基準があって、なかなか、ああいうところは

いつまでも使っているというわけにはいかないそうで、更新したいんだけど、今、ヘリコプ

ターで上げられる機械がもうないと。そうなった時にどうなるかということは、で、こうも

言ってみました。無駄なもの、やめる気ありませんかと言ったら、これはあの、固定資産税

もあるでしょうし、耐用年数もあるから、もうちょっとやってるしかないなという話をされ

ましたが、やはり町としても、そういった固定資産税を払って、あそこに建物を持ったりさ



- 83 - 

 

れている方がいるわけですから、是非ともその自然環境、これはもう、先ほどのＳＤＧｓの

話にも繋がると思います。１５番に、これ、間違いなくあてはまることだと思います。それ

から１６番の、海に繋がっているというのも、一致すると思います。ですから、やっぱり先

ほどのトイレの話を一緒ですが、自然環境というのをやっぱり保つために、道路が必要だと

いうこと。だから林道、ほぼ国有林ですので、新しい法線をやる時に、電源開発さん、なか

なか、林野庁のほうに、新しい法線で国有林のを伐採して道路をつけたいという話はできな

いということをおっしゃっておりました。そういったことを含めて、町がやはりそういった

ことを手助けをして、民間事業者ですから、電源開発は。そういったところの手助けをして、

なんとかその道路をつけて、山のあの崩落を解消していただくということは、やはり只見町

にとって、ユネスコエコパークの町にとって、必要なことじゃないかと思いますので、その

辺のお考えを町長にお伺いしたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今、黒谷林道の復旧工事というテーマのご質問の中で、本当にそのゴ

ム堰ダムの、取水堰の奥のそういった実態を改めてお話していただきました。今までそうい

った捉え方をしていなくて、黒谷林道の復旧をどうしたらできるか。あとは、どんどんいく

と、基本３年間ですから、現年度、明許繰越事故繰越で３年間の中でやるという災害復旧。

担当課長、電源開発のほうと、係長も含めてよく打ち合わせしてますが、やはり道型がもう

変わってしまって、当初の原形を留めていないというふうに私聞いてます。そういった中で

災害復旧、原形復旧でいう理論はもう難しいという時になっていると。そういった中で何の

ためにそこを、昔のように、例えばどんどん、伐採していると、トラックが通れないという

ようなことであれば説得力あるんですが、そういった状況でもない。じゃあ、何のためにそ

の林道を復旧するんだというテーマ、目的、それが非常に見出すのが難しいのかなと。一つ

はまあ、取水堰、ゴムの電源開発の管理の問題ありますが、それは民間の話ですから。そう

すると今言われたようなことは本当に大事なことだというふうに改めて思います。どうして

も今まであの、滝調整池の堆砂の問題が一番テーマ的にあって、只見町と金山町さん、沿線

の区長様方、あと漁業組合でやっていたと。で、そこに電源開発が入っているという中で、

なかなか、上流からいっぱいきますから。舘岩の田代山の崩落の話。ので、今はようやく、

建設事務所にオブザーバーで入ってもらいますが、私、この前お願いして、今度、農林事務

所さんにもオブザーバーで入っていただけることにようやくなりました。あとこの前、建設



- 84 - 

 

事務所長さんお見えになった、山口の所長さんもお見えになって、ちょっと意見交換会やっ

たんですが、そういった中でやはり、流域一帯管理。あとは南会津の町村会の中でも大宅町

長さん、南会津の、おっしゃってますけど、やっぱり田代山の、本当に大きな災害ですから、

あれを森林管理署であったり、もっと国全体が、もっと前面に出てもらわないと、なかなか

厳しいということで、やはりその、（聴き取り不能）川からずっと、舘岩川通って伊南川、只

見川、阿賀川、阿賀野川ということですから、そういった中でやっぱり流域一帯管理のこと

をやっていかないといけないということで、今、町でも只見川電源流域振興協議会ってあり

ますけど、まだこれはそこまでいってませんが、どうしてもあの、観光面の協議が多いです

が、やはりそういったことも意識してやっていくことも一つかなということは建設事務所長

さんとも意見交換はさせてもらいました。併せて、国のほうで今、国土強靭化ということで

いろいろ予算確保してもらってますが、やはり流域で一体的に管理していくんだと、只見町

と金山町、またはその電源開発、東北電力さんだけの問題ではないということをしっかりと

言い続けて、そういったことがようやく、流域一帯管理という言葉が県のほうから聞こえる

ようになりましたので、と同様に、やはり、黒谷川のその状態、その現場、私も見てません。

遠くてなかなか行ってませんので、はっきり、できれば見たいと思いますが、今はっきり約

束できませんが、やはり、そういった考え方を持ってやるということが、考えていかなけれ

ばならない時期といいますか、ということなんだなということを改めて教えていただきまし

たので、ちょっと、なかなか即答は差し控えたいと思いますが、そういった視点は大事な視

点だなというふうに思ったということを受け止めさせていただいたということに、今日のと

ころは留めさせていただきたいというふうに思います。 

○議長（大塚純一郎君） ５番、小沼信孝君。 

○５番（小沼信孝君） じゃあ、最後にもう１点だけ聞いて終わりたいと思いますが、２．４

キロ残っているということですが、２．４キロまででゴムダムには繋がりますが、最後の１

キロちょっとだけなんです。その手前にじろべえ橋という橋がありまして、そこまではそれ

ほど復旧に大差ないと思います。やはり今、建設事務所の話が出ましたが、やはり、建設業

者さんに町が持続的な工事を発注するということで、今後やっぱり建設業者さん、仕事が減

ってきたときに、業者が人を雇ったり、そういったことで、毎年、その工事は続くというこ

とにはならないかもしれませんが、そういったことも必要なのかなと思いますので、そうい

った、今度、工事に対してどのように考えられるかが最後の質問としたいと思います。 
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○議長（大塚純一郎君） 質問の…（聴き取り不能） 

○５番（小沼信孝君） すみません。 

  結局ね、工事を発注しないと、いつまでたっても終わりません。繋がりません。ただ、一

番難関のところは、それこそさっき言ったように何十億もかかります。ですから法線を変え

るのは必要だと思います。ただ、そこまでの間にまだできる場所があります。そこまで届く

までにまだ何キロもあります。ですから、そこの部分を毎年、永続的に工事を発注していっ

て、少しずつでも出すということによって建設業者さんの仕事のまあ、なんていいますか、

継続に繋がるんじゃないかなと思いますので、そこについてお伺いしたいということです。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） その建設業者さんの仕事、特に雪消え後から、６月・７月の本発注に

なるまでの間の話に限っていえば、建設業協会さんからもそういった要望は出てますし、先

の議会でも一部お願いしておりますが、債務負担行為とか、いろんな早期発注の方法を講じ

て仕事量を確保していく。また県のほうにも同様な考え方で、そういった取り組みを県のほ

うでも早期発注できるようにやっていくという話はあります。 

  林道の具体的なことはちょっと、担当課長のほうで言える部分があれば、もしあれば話し

てもらいたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長、星一君。 

○農林建設課長（星 一君） 当初の町長の答弁にもございましたとおり、現在あの、法線で

あったり、工法であったり、今検討中でございます。それに至っては、当然、森林法であっ

たり、河川法であったり、そういった協議会も含めて進めていく必要がありますので、そう

いったものができあがって、順次進められるような段になれば、そういったことも可能かな

とは思いますが、現在のところはまだそこまで至っていないということでご理解をいただけ

ればと思います。 

○議長（大塚純一郎君） これで、５番、小沼信孝君の一般質問は終了しました。 

  続いて、１番、佐藤孝義君の一般質問を許可します。 

  １番、佐藤孝義君。 

          〔１番 佐藤孝義君 登壇〕 

○１番（佐藤孝義君） 通告に基づきまして一般質問をさせていただきます。 

  私の質問は、２番、境議員の質問に相当ダブる部分がありまして、大体理解した点、私、
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ちょっと別な観点からもお話してみたいなというふうに思います。これ、通告してあったも

のですから。 

  豊かな森林を活かした林業の振興についてでございます。この題名、すごい良い題名なん

ですけど、これは実施計画書の題名をそのままもってきた題名でございますが、実はもう、

これだけ荒れ果てた林をどうすんだというのが趣旨でございます。 

  令和４年度・５年度の第七次只見町振興計画・只見町総合戦略実施計画書の１５と２６ペ

ージより、次の６事業が載ってましたので、その内容の詳細をまずお聞きしたいなというふ

うに思います。 

１番、里山林保全対策事業、カシナガについてでございます。これは私議員になったばか

りの頃、平成２１年度からの事業でありますが、毎年思うんですが、その効果があるのか。

単に調査研究のためにやっている事業なのか。この事業の効果と目的についてもう一度お聞

きしたいというふうに思います。 

二つ目、森林環境譲与税事業、森林環境交付金事業、（基本枠）になってました。この事業、

これはおそらく国の環境譲与税を使った事業だと思います。それから森林環境保全直接支援

事業（造林補助）の３事業、一つ抜けましたね。森林環境交付金事業の基本枠。これは県の

交付税の事業だと思いますが、これと、今言った保全の直接支援事業。この三つの事業につ

いて、国・県の事業であると思うが、事業内容の規制はある事業なのか、町独自で林業振興

にも使えないのか、事業内容についてもう一度お尋ねいたします。 

三つ目、地元産材の活用支援事業について、町の単独事業であると思いますが、これ、初

年度、平成２７年度からの、だと思いましたけども、この実績を改めてお聞きしたいという

ふうに思います。 

それから、（４）薪ボイラー導入についてでございますが、これは新規事業で、当初、町長

に湯ら里で考えたいという、のちに町の公共施設等にも考えていきたい旨の話がありました。

ユネスコエコパークの主旨からも、ＳＤＧｓの観点からも有効だと考えるが、今後の具体策

についてお伺いいたしたいというふうに思います。また、それに併せましてですね、最近、

石油高騰やブームで一般家庭で薪ストーブがまた見直されてきているんではないかなという

ふうに感じております。しかし、薪確保に苦労されていると聞いております。こういった薪

の生産で産業化できないのか、商売できないのかということをお尋ねしたいというふうに思

います。 
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以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） １番、佐藤孝義議員のご質問にお答えいたします。 

  豊かな森林を活かした林業の振興についてのご質問でありますが、項目ごとにお答えいた

します。 

  はじめに、里山林保全対策事業（カシナガ）についてでありますが、佐藤議員お質しのと

おり、平成２１年度に田子倉と叶津でナラ枯れ被害が確認され、その対策を開始しました。

当初は樹幹注入によりナラ菌を殺菌して枯死を防ぐ取組みをしましたが、年々被害地域が拡

大したことから、南会津農林事務所の指導を得ながら、保存木の選定をし、平成２５年から

只見向山のキャンプ場敷地内の樹幹注入による防除を開始しました。また、平成２７年から

被害木の伐倒燻蒸による殺虫処理を開始し、平成２８年には山形県森林研究研修センター齋

藤氏を中心とした共同調査の中で、より効果の見込めるおとり丸太による誘引捕殺の実証実

験を森林管理署と取組み、平成３０年度から補助金を活用して樹幹注入に加えおとり丸太を

実施してまいりました。効果につきましては、只見向山の保存木として選定した樹木への樹

幹注入については枯死を防ぐ一定の効果があるものと考えております。おとり丸太につきま

しては、箇所毎に相当数のカシナガを捕殺できているところでありますが、広範な森林にお

いて拡大を阻止するには至らない現状にあります。なお、調査研究のための事業ではござい

ませんが、被害地域の把握やおとり丸太の効果確認により被害地域の移行等を把握すること

は必要と考えますので、引き続きカシナガの被害防止対策を講じてまいります。 

  次に、森林環境譲与税事業、森林環境交付金事業（基本枠）、森林環境保全直接支援事業（造

林補助）についてでありますが、それぞれに事業内容等の規制はございます。 

  森林環境譲与税事業につきましては、温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止等を図

るため、森林整備等に必要な地方財源として国から配分されるものです。事業内容としまし

ては、森林整備については伐採後の再造林が基本で、特に手入れの行き届いていない森林の

整備を進める内容となっているほか、温室効果ガスの排出削減に効果がある事業として独自

のメニューを実施する市町村もあります。 

  森林環境交付金事業（基本枠）につきましては、県の森林環境税を財源とするもので、県

の実施要項に基づき、①県民参画の推進、②森林の適正管理推進、③森林環境学習の推進、
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④森林整備の推進を実施することができます。森林環境譲与税事業と森林環境交付金事業は、

それぞれ国と県の森林環境税を財源としていることから、内容が重複しないよう、国税は森

林整備が行き届いていない森林、県税は森林経営計画が策定可能な管理されている森林を対

象としております。 

  森林環境保全直接支援事業につきましては、従来の造林事業にあたり、町有林の保育事業

に活用しているものです。この事業も下刈り、雪起こし、除伐、保育間伐等施業毎に対象零

級が規定されており、森林経営計画を策定のうえ条件に合致した森林整備を実施した場合に

補助を受けられるものです。 

  いずれにしましても、目的に沿った活用が義務付けられておりますので、有効に活用しな

がら森林振興を図ってまいります。 

  ３点目の地元産材活用支援事業についてでありますが、佐藤議員お質しのとおり、町の単

独事業として平成２７年度から実施しております。実績としましては、平成２７年度０件、

平成２８年度３件、平成２９年度１件、平成３０年度２件、令和元年度１件、令和２年度０

件、令和３年度１件となっております。事業開始以降、実績件数が低く推移していることか

ら、平成２８年度、平成２９年度、平成３０年度と要綱の改正を重ね、当初、住宅等のみで

あった交付対象から工場倉庫棟非住宅用にまで拡充しておりますが、住宅等建築の主流とし

ては町外からプレカット材を仕入れ施工する現状であることから、町内で伐採・製材し建築

するこの事業におきましては、車庫等の付属家の申請が主となっております。しかしながら、

町産材の活用と地元業者の活性化の一助となる事業と考えておりますので、関係者のご意見

をいただきながら引き続き取り組んでまいります。 

  ４点目の薪ボイラー導入事業についてでありますが、薪ボイラーを導入し、燃料となる薪

を供給する体制を整えることにより、町内にある未利用となっている山林資源の活用が促さ

れ、地域内経済の循環に結びつくものと考えております。この実現により、佐藤議員のご質

問にもありますように、ユネスコエコパークの趣旨である持続的な地域資源の利活用が図ら

れることや、ＳＤＧｓの持続可能な開発目標にも有効であると考えております。 

  今後の具体策として、まずは４月に担当係等を設置し、メリット・デメリット等を含めて

導入に向けた検証や仕組みづくりを推進してまいります。 

  また、最近の石油高騰やブームなど一般家庭でも薪ストーブが見直されておりますが、薪

の確保に苦労されていることは佐藤議員お質しのとおりであります。 
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  薪ボイラーの公営施設への導入には、燃料である薪の供給体制も検討しなければなりませ

ん。その供給体制が構築できれば、薪の生産も産業化していくものと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） １番、佐藤孝義君。 

○１番（佐藤孝義君） ありがとうございました。 

  ちょっとあの、再質問させていただきます。 

  １月の２１日に経済常任委員会がありまして、その時あの、森林整備計画の案が示されま

した。１０年ごとに、おそらく見直しの計画かなというふうに思ったんですけども、ああ、

良かったなというふうに思ったのがですね、その計画の中にも新しく変更になったもの、赤

い字で、すごい良い事書いてあったものですから、おお、これは、いよいよ只見の森林も動

くのかなというふうに、勘違いして思って、その後、２月の１８日、また常任委員会あった

折に、課長に、これはあの、町の意向が反映する計画ではないんだよと。国県の、おそらく

補助金とか交付金の対象になるために作る、よく中読んでみたら、私も後から読んでみまし

たら、なんかあの、植林から伐採までの、森林の管理マニュアルみたいなものかなというふ

うに理解したんですけど、それで間違いないですか。そういう感じの計画なんでしょうか。

課長に。 

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長、星一君。 

○農林建設課長（星 一君） ただ今の佐藤議員のお質しでございますが、町で定める森林整

備計画につきましては、１０年計画で、５年ごとに見直す計画になってございます。５年ご

とに、１０年なんですけども５年ごとに見直して、また１０年という形での計画です。 

議員おっしゃったとおりですね、国での計画の見直しがあって、それに基づいて県が、さ

らには国有林側でもまた、それに沿って同じような計画を立てるわけです。で、当然あの、

町としましても会津森林計画というものが県で策定されまして、それに沿った形で町が整備

をするということでございますので、いわゆる、先ほどおっしゃったとおり、町の森林管理

のマニュアルということになります。ただあの、ご質問にあったとおり、今後、町の方向性

としましては、町長が再三申し上げております薪ボイラーへの導入に向けた検討を進めてい

くというようなことで文言にも加えさせていただいて、今後、その林業系の補助等々があっ

た場合には必要に応じて変更等をしながら、見直していくというような形で今考えておると

ころでございます。 
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○議長（大塚純一郎君） １番、佐藤孝義君。 

○１番（佐藤孝義君） ありがとうございました。 

  そうだろうなと思って聞いていました。その件についてはまあ、そういうことなんで、再

質問は控えたいというふうに思います。 

  でも、やはり、この計画は中読んでみますと、只見町の森林計画には合致してないような

内容なんですね。だから、やっぱり、ある程度、長年やってきた、このカシナガもそうです

けど、あまり効果が、これだけ森林の多いところで、ナラ枯れ、毎年、２・３本ずつ切って

みても、そんな効果現れるとは思いません。だから、ある程度、１０年もやってきたんだか

ら、この辺で見直して、ある程度、事業仕分けして、別の方向にお金使ったほうが良いんじ

ゃないかなというふうに思ったものですから質問しました。 

  それであの、３番目と４番目について、少しだけ聞いてみたいなというふうに思います。 

  町産材の活用でございますが、なかなかあの、利用頻度が伸びないと。私もそれを感じて

まして、そうは言っても、町でやはり見かけるのは、年に数軒の新築される若い人達、住宅

建ててます。でも、ほとんど、ハウスメーカーの小っちゃい片屋根の、片切の屋根の小っち

ゃい住宅のようの感じが多くて、本当にあの、只見町に合った建築物かなというふうに思う

わけです。せっかく、ユネスコエコパークの町に来てもらって、都会と同じようの、同じよ

うの住宅の街並みでは只見町らしくないなというふうに感じて質問したわけですが、おそら

くね、これ、伸びないというのは、これ、おそらく、ハウスメーカーの建築費と、地元産材

を使って大工さんに建ててもらうと、コストの違いが相当影響していると思うんですよ。お

そらく、１，０００万かからないで建てられているんじゃないかなというふうに思います。

やはり、大工さんあたりを使えば、やっぱり１，０００万・２，０００万はすぐいっちゃう。

その差だと思うんですけども、やはりこれ、補助率が少ないんじゃないかなと思うんですよ

ね。これ、やはり、もうちょっとあの、ハウスメーカーより安くしろとは言わないですけど

も、それぐらいの金額でできるぐらいの補助が必要なんじゃないかなというふうに思います。 

というのは、まあ、昨年、唯一、町にあった製材所が一つ閉められて、まあ、ここにおら

れる２番さんの製材所、町にたった一つだけになっちゃったんですよね。で、こうなります

とね、やはり、ちょっこり用がきかないというかね、おそらくこれから相当、支障が出てく

ると思います。だから、ちょっとまあ、考え方、ちょっと変えてもらってですね、町、町産

材使う、なんですか、それ、条例というか、枠組みをちょっと考えていただければ良いのか
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なというふうに思うんですよ。まあ、例えばあの、一番、俺感じているのは、町の公共施設

に使用する木材を、町から何故供給できないのかなというのが一番感じてまして、２月の、

予算の常任委員会の折、ちょっとあの、課長のほうから楢戸の公民館の話聞きました。結局、

木材が高くて入ってこないというんで工期延びたり、変更しなくちゃいけないようの、ちょ

っと話聞いたわけでございますが、やはりこれ、町の公共物なんていうのは、これ、前の年

から予算付けして計画の中に入って工事しているわけですから、前の年から、これは町有林

であってもいいですし、もう伐期を迎えた個人の林でもいいですから、話つけてもらって、

製材所さんにですね、結局、設計わかれば、設計書ができれば、材料もわかるわけですから、

ある程度、前の年から準備しておいてもらって、乾燥しておいてもらって、発注したらば、

それを条件に発注すると。それを使ってもらって発注するというような条件を付けて、工務

店さんにもですね、工務店さんだか、建設会社だかわかんないけど、おそらくよそから買っ

てくる単価と同じぐらいになるぐらいの補助金を出して、町産材をある程度、強制的という

か、そういう、口は悪いんですけども、使ってもらうようにしないと、これ、伐期を迎えた

森林は、いつまで経っても、これ、始末できないと思うんですよ。だから、そういう考えは、

考えられないのかなというふうに思います。 

それとですね、これはおそらくあの、高齢化する町の建築大工さん。これの後継者がもう、

の問題の解決にも重要なことだろうというふうに思いますよ。これ、町に製材所もなくなる。

大工さんもいなくなっちゃうと、これ、町の、ね、ちょっこり用がきかなくなりますので、

まったく成り立たなくなると思うんですよ。そういう意味からもですね、これ、林業とか農

業なんていうのは、やはり第一次産業で、一番基礎だと思うんですよね。町の。まちづくり

の。この辺をもう一度、誘客、関係人口増やすとかっていうことの前の段階の話だと私は思

っているんですよ。せっかく来てもらっても、こんなところなのかなっていう、こんな荒れ

た山なのかなという、遠くから見れば、これ、確かに自然豊かに見えますけども、実際、山

入ってみますと、もう昔のイメージは全然なくて、もう、恐ろしいぐらい、もう獣の住処み

たいの山林になっちゃっているんですよね。だから、この辺がやっぱり原点なんじゃないか

な。ここから始まらないと、せっかくユネスコエコパークの認定を受けても、まったく、そ

れが意図する、ユネスコエコパークが意図する理念に合致しなくなっているような感じがす

るんです。で、結局、自然と人の、この共存・共生の観点が、もう途切れちゃっているんじ

ゃないかなというふうに思うんですよね。で、今、放射能のあれもありますけど、山菜、き
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のこで生業を立ててきた町。それがユネスコに認められたわけですから、やはりどこかに、

それを残しておかないと、これはなんか、意味が、どこいっちゃうんだろうなというふうに

思うんですよね。来たくても、せっかく来たけど、こんなところか、というふうな感じの町

では、生き残れないんじゃないかなというふうに思います。 

たとえあの、小さい、産業というか、ものであっても、その昔からの山林を活かした製品、

なんですかね、ここに書いてある、過疎地域持続的発展計画というのがありましてね、そこ

の中にはやはり、林産物の活用とか、いろいろ良い事、いっぱい書いてあるんですよね。や

っぱ、こういうことが、やっぱ必要なんだと思うんですけども、なんか、もう完全に、まあ、

これ、先ほどから話題になってますけども、人材がいなくて、持続が途切れている、という

ふうに私は思っているんですよ。でも、まだ、まだその年寄りの人が残ってらっしゃいます

から、今が良いチャンスなんで、まあ、例えばあの、ちっちゃい話ですけど、木地、木地や

ってらっしゃる方、深沢に一人だけしか今いらっしゃいませんけど、やはりあの人だって、

子供も後継ぐわけでもなんにもないし、できる人がいなくなっちゃう。で、ぜんまい採りも

近頃見てますと、昔はあの、ボートで田子倉のほうまで行ってた、泊まり山でぜんまい折っ

てた人も、姿も全然今なくなっております。だから、こういうのがもう全て、後世に繋がっ

ていかなくなってしまうような気がするんですよね。だからやっぱり、原点に返ってもう一

度、見直したら、その最初の原点から見直すべきなんじゃないかなというふうに思います。 

町長、今回、施政方針でも述べられたように、薪ストーブを中心に入れてくる。これはと

まったく私と同じ考えでございますので、まあ、それをきっかけにですね、やはり、林業も

もう一度、生業のできる林業にしていただきたいなと。そのためには、もう最初は、これ、

あれやれ、これやれって、もう、やりきれないほどあると思うんですけども、ちっちゃいこ

とからもいいですから、一つ二つ、後世に繋がるようなことを考えていってもらいたいなと

いうふうに思うわけです。 

町長の所信はわかりましたけど、そういう考え、もう一度、町長にお尋ねしてみたいかな

というふうに思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 議員、十分ご存じのように、今まで只見町のような地域は、やはり若

い人達が都会に働き手として、どんどんどんどん、引っ張られるといいますか、労働力とし

て求められていった。そして、水力発電ということでダムが造られて、エネルギーとして都
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市部に供給していった。こういった中で、今、今度、山がある意味、注目されていると思い

ます。町内、少し歩いてみると、やはり、そういった事業者さんの声掛けありますよという

ことを教えていただきます。ですから、我々が自分の親世代、その上の世代がせっかく植え

たものに対して、もう境もわからなくなってきた。そして、その利用方法もわからないとい

う中でいると、よそから来られて、いくらいくらで売ってくださいという話が出れば、ああ

良かった、買ってくださいということになります。それが虫食い状態でどんどんどんどん、

そういうふうになってしまえば、本当に町の根幹に関わることだというふうに思います。 

ただ、それを理念として持っているということと、それをやっぱり事業化するということ

の二つの視点が必要だと思います。やはりユネスコエコパークでは理念を言ってますけども、

理念だけでは現実は変わりません。ので、やはり、その事業をやっていくときに、一つはさ

っきのカシナガですか、ナラ枯れの話も、ある方々に聞くと、やはり昔はナラ、そこまで育

てないで、シイタケ植えていたとか、使っていたと。だから、若い木を使ったと。今は、そ

ういうことをしなくなったから、どんどんどんどん大きくなっていって、そういう病気にな

るんだというふうに言われる方もいらっしゃいます。ですから、そういったのを若いうちに

切って利用する。そして、例えばシイタケを植える。よそでもいっぱいやってますが、それ

を道の駅とか、いろんなところで売ったり、町内で使ったりすると。そして、それを何回か

回すと、使えなくなったものを今度はカブトムシの、テレビでもやってましたが、カブトム

シをそこで育てるといいますか、そういった環境に帰すということをちゃんと意図的にやっ

ているところがあります。やはり、そういうことが必要なんだろうというふうに思います。 

ですから、あとは只見の振興センター建設させていただくときも、やはり、これだけ山が

いっぱいあるわけだから只見の木を使ってという話、皆さん、そういうふうに思ってスター

トしました。２番議員、よくご存じですけど、その時に、只見町木材活用協議会という協議

会を設立して、森林組合が事務局になってもらって、関係者の方々、入ってもらって意見交

換して、私も当初、まぜてもらいましたが、いろんな話を聞かせていただいて、結果として、

只見振興センター、おかげさまで建築することができましたが、やはり、様々な課題があっ

て、一旦、郡山でしたっけ、１回そっちのほうに素材を送って、また逆輸入しないと、やは

り使えないという技術的な課題がありました。全て、せっかく只見の木材なんだけど、只見

町で最後のところまでいかないという現実があります。 

併せて、それに限らず、やはり只見町は過去に、３億円以上、造林事業債という起債を発
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行して杉などの針葉樹をやってきましたけども、やはり路網整備とか、半年間、雪にあうと

いうこともありますし、あとは、その後の加工の部分であったり、そこはもう民間事業者任

せです。だったと思います。事業者さんおられましたから。おられますから。あとは今です

と、テレビでもよくやってますが、大型機械で、様々な機械があります。そういったものも、

大きな森林組合ですと自前で持っていたり、レンタルで使えますが、そういった環境にもあ

りませんので、非常に今、只見町は山が多いんですが、使っていくときには課題がいっぱい

あります。 

ですから、議員おっしゃる方向性はまったくそのとおりだと思います。ので、今回は、ま

ずは薪ボイラーからスタートさせていただいて、それが公共施設から順次、順調にいけば地

元の薪ストーブといいますか、各ご家庭で使えるような薪ストーブの導入であったり、そこ

から先ほど２番議員もおっしゃいましたけど、針葉樹と広葉樹のそのバランスも考えた植栽

の、植林のあり方とか管理のあり方、そして、その若木のうちに、老木にならないうちにシ

イタケとか、なめことか、使っていくとか、いろんな考え方が、まずここをスタートとして、

ここを切り口として、いろんなことができるんではないかなというふうに今考えております

ので、議員おっしゃる方向性まったくそのとおりだと思います。ので、その辺はまずは、今

年度は薪ボイラー導入事業というところからスタートして、これのみで全て終わるというこ

とでなくて、まさにここから様々な山の利用、地域内経済に循環する方法を、息の長い話に

なると思いますけど、取り組んでいきたいと思いますので、是非とも引き続きのご理解とお

力添えをお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） １番、佐藤孝義君。 

○１番（佐藤孝義君） ありがとうございます。 

  そのように、そっちのほうは進めてもらって（聴き取り不能）というふうに思います。 

  それでですね、先ほどちょっと言いましたけど、去年、楢戸の集会所、今年、下福井の集

会所やられるそうですけど、やはりあの、町産材で構造材くらい、柱と梁とかさ、そういう

大きいやつぐらいは町で、町の町産材でなんとかできるようなことを考えて、多少コストが

高くなってもですね、そこは町でなんとかちょっと面倒看て、工事で受けられるほうも大変

だと思うんでね、買ってきたほうが安いという、そして、狂わない材でできるという工務店

さんもおられますので、やっぱりその辺もう一度、町産材、１本でも多く利用できるような

ことをやっぱり考えていただきたいなというふうにそっちのほうは思います。 
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  それと、薪の件なんですが、私、公共の大きい薪ボイラーは紙谷先生、調べてもらって、

導入されて良いと思うんですけど、各家庭でね、今までは各家庭のやつは、ヨーロッパから

きた高いストーブだったんですよね。今、なんか、聞いて、私も見てきましたけど、国産で

も結構、性能の良いやつができてきてます。で、たまたま、只見には会津工場っていう優秀

の会社があります。あそこ鋳物の工場ですから、会津工場さんに頼んで、もう只見型のです

ね、ストーブを作っていただいて、それをですね、逆に売れるようにして、施工もですね、

地元の工務店さんとか、設備屋さんいらっしゃいますよね、金物屋さんみたいな。そういう

のもですね、もう何人か、訓練、ちょっとしていただいて、そのストーブの取付、煙突あり

ますから、そういうやつにも、働き場所をですね、できるように。只見で作ったストーブを

全国の寒い地域に、逆にあの、施工もやりますよという、施工付きで売れるような対策を考

えていったらどうかなというふうに思います。おそらくあの、あそこの技術をもってすれば、

おそらくストーブなんかは簡単にできると思うんですよね。ちょっと勉強していただければ。

だから、そういう新たな産業に結び付くようなこと。 

それからさっき薪のこともちょっと言いましたけど、薪、俺もホームセンター行って薪見

てきて、驚いたんですよね。これ、一束５００何十円。で、消費税入れると６００円になる

んで、あれ、結構、売れているんですよね。それも外材でした。あれ、焚き付けか何かに使

うのかわかんないですけど、田島のホームセンター行きましたら売ってました。秋に随分い

っぱい切ってたのが、この前行ったら、もう、いくらもないと。そんな、あんな高いものね、

こんなですよ。あれ。それ、６００円も出して買ってらっしゃるんで、これはやはり、仕事

になるんじゃないかなというふうに思ったものですから。それも、ストーブ、薪、施工も込

みで只見に一大産業できるようなシステムを考えていただきたいなというふうに思います。 

それに、そういう考えというかね、私ども、これ、質問してるわけですけど、やはりこれ、

返ってくる回答が、有効であると考えますとか、そういう答弁が多いんで、やはり具体的な

ね、これ、各課長さんに言いたいんだけど、ある程度具体的な、政策までいかないとしても、

ある程度、ちょっと夢のあるような答弁をいただきたいなというふうに思うわけですよ。そ

うでないと、なんか、こっちで喋っていても、冒頭に書いてある理念とか、構想みたいの答

弁では、ちょっと、何回やっても同じだなというふうに感じられるものですから、これから

はちょっと、具体的な答弁をしていただきたいなというふうに思います。 

  あと、人材の件なんですけど、やはり町うちで、おそらく、これをなかなか、後継いでい
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くとか、という人間、若い人が出てくるかということになると、そうはいないと思うんです

よね。なかなか。だけど、これ、隣の南会津町さんなんかは、やはりあの、よそから入って

きたＩターンの若い方が、その木に携わって、あとは都会にいたものですから、向こうから

誘客に繋げて、森林セラピーとか、森林の中の体験とか、（聴き取り不能）ただ遊ばせるだけ

でも、そういう商売になるというような話も聞いてきました。あとまあ、ちっちゃい、木材

の加工品とかというのは、南会津のほうでやってらっしゃる人が相当おりますし、この前の

あの、ちょっと冊子見たんですけど、南郷の総合支所に、集落支援員という名前で入ってこ

られた伊藤さんという人だと思うんですけど、電動のドリルを使って、木地を始められたそ

うです。それ８人ぐらいのグループでやってらっしゃるんですけど、たまたま、南郷トマト

で来ている奥さんなんかも参加されておりましたけど。だから、ああいう、そういうちっち

ゃいことでもですね、大切にして、よそからそういう好きな人、来てもらう。例えば地域お

こし協力隊とか、そういう方がここの只見に根づいて、それをやっていくようなことの応援

みたいなやつをしていってもらいたいなというふうに思います。前、只見でも、今、喜多方

行っちゃった、熊倉さんなんか、ぜんまいの綿でコースターなんか作って売ってましたけど、

ああいうことだって大事なことだと思うんですよ。やっぱり山の資源を使って、何でも、俺

は良いと思うんですけど。やっぱ、途切れちゃってることをなんとか回復してもらいたい。

それからせっかく只見に来てもらっても、山菜もきのこも只見産のやつを食えなくて、よそ

から持ってきたとか、中国、ロシアのきのことか山菜を料理に出すようのことは、まあ、放

射能の関係あるんで、それはなんとも言えませんけど、やはり、そういうことをやっぱり大

事にして、それが俺、基本だと思うんで。やっぱり、せっかく、ユネスコエコパークの認定

取られたんでね、これ、やっぱり、そこを繋いでいって、そこを前面に押し出していってい

ただきたいなというふうに思います。   

  そのことと、もう一つはやっぱりあの、これ、町でも人材ね、育てていかなくちゃいけな

と思うんです。やはり、これ、町長にお伺いしたいんですけど、やっぱ、職員もね、今度、

俺、これ、良かったなと思うのは、係つくるということの答弁いただきましたので、これは

前向きだなというふうに思います。やはり、この職員ですけど、やはりこれ、先進地という

か、成功されている、これは一年二年で成功するなんてことは、これは考えられないんで、

やっぱり、今、よそ、全国で成功されているところにですね、出向していただいて、一から、

成功のその過程をね、勉強してくるのも手なんじゃないかなというふうに思います。おそら
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く職員も、足らない中でなかなか難しいと思うんですけど、そうであれば、昔、県とやって

いた人事交流と同じで、そういうこともできるわけですから、こっちからやって、向こうか

らも来てもらうとか、そういうことも考えて、やはりあの、若い人にね、もう課長クラスに

なるとね、あと何年しかないから、そういう人をこれから教育してもなかなか大変だと思う

んで、やはりあの、中堅から下ぐらいの職員に、そういう勉強というか、研修というか、そ

ういうことを考えていったらどうかなというふうにも思います。それが大事なんじゃないか

なというふうに思いますので、私の思ってることだけなんですけども、町長、お考えあれば

お聞きしたい。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 多岐にわたり、大事な事柄をご提案も含めてお話していただきまして

ありがとうございました。 

  集会所の関係については、なるべく地元の材木は使いたいし、その気持ちは私もよくわか

ります。それは実務的なところありますので、なかなか、実は予算も今回、当初予算の中に

提案してますので、非常にそこからとなると難しいんでないかなというふうに思ってます。

ですが、今後に活かしていくという意味で、そういった考え方わかりますので、それはあの、

受け止めさせていただきます。 

  それから、地域おこし協力隊とか様々な、そういった人材の問題につきましてはおっしゃ

るとおりだと思います。ぜんまいの綿を使ったコースターについては転出された方。また、

町内でその後、後継で作ってらっしゃる方もいらっしゃいます。技術を自分で受け取って。

あとは、前、長浜まで、よそから来られた方がバイオリンを作っていらっしゃいましたが、

その方、転出されました。ですが、町内でその後、二人の方が、その方がいらっしゃるうち

に勉強して、自分達でバイオリン作れるように頑張ってます。あとは、この前、高校生が山

村留学で８名の方が卒業したと言いましたが、その方の記念品として町から、只見の木材で

作ったマグカップですか、それを一人一人に記念品として差し上げました。そういった中で、

それを丁寧に作ってらっしゃる方もいらっしゃいますので、大事にしていきたいなというふ

うに思ってます。 

  あとはその、今後、様々な分野にわたって、薪ボイラーも導入されれば、ちゃんと、その

ちょうどいいタイミングでまた追加して、薪を投入する人も必要になってくるとか、いろん

な、温度管理の人も必要になってくると思います。ですが、そういったものもいろいろ組み
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合わせの中で、他の仕事との組み合わせでできるとか、先ほど特定事業組合の話もしました

が、いろいろなこう、考えられる要素が、今、只見町の中で民間の方のお力含めていろいろ

生まれ始めてます。ので、今まですと、例えばＪＡさん、農協さんがあれば農業関係。あと

森林組合で山の関係、商工会で商工事業者の関係ということでやってきましたが、みんな、

いずれもこう、広域合併もしくはそれに近い形になっていて、町役場は公の仕事だけやって

いて、あとはそれぞれの経済団体にお願いしていればいいという時代が、たぶん、右肩上が

りでずっときましたけど、今それが、どんどんどんどん、そういった経済団体の組織が大き

くなっていったり、その新たな広域連携が求められていく中で、やはりそのきめ細かな、大

変、言い方、一部、失礼ですけど、きめ細かなところにやるのに、そういった経済団体にお

願いするだけでは難しくなっている。さらに人口減少があるという中で、やはり町役場の仕

事も今までは、いわゆる公の仕事をやると。どこまでが公かは別ですが、やはり時代に合わ

せて、やはりその仕事のあり方も変わっていかなければならないと思ってます。ですから、

限られた人数ですから、勿論、職員研修とか、学ぶ姿勢は勿論大事ですし、私は持っている

と思いますが、研修はなかなかまだ、まだまだ必要かもしれませんが、そういったことは心

掛けてやっているつもりです。やはり、先ほど課長という話ありましたが、やっぱり、大変

僭越ですが、一番は、町当局預かる立場として、町長の意思と、そして情報共有、指示とい

うのが大事になってくると思います。課長たちは一人一人、ちゃんとした考え方の下に業務

をやっていると思います。が、その辺がまあ、伝わらないとすれば、それはやっぱり町長の

責任だと思っておりますので、その辺はなお、課長、庁議構成員とよく話し合いをして、共

有を図って、佐藤議員おっしゃるようなまちづくりに突き進んでいきたいというふうに思っ

ております。 

  私、すみません、まとまった答弁になっていませんが、やはり、先ほどらい申し上げてお

ります地域の方々、民間事業者の方々と、やはり一緒になって、そこから作り上げていくと

いう、まず、職員としてはその態度が、今特に求められているということをさっきも申し上

げましたし、やはり、それが必要、併せて研修も必要だというふうに思っておりますので、

そういったことで、今後、今までご教授いただいた事柄も含めまして、十分受け止めさせて

いただいて、取り組みをさせていただきたいと思いますので、何卒ご理解をいただきたいと

思います。 

○議長（大塚純一郎君） １番、佐藤孝義君。 
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○１番（佐藤孝義君） ありがとうございました。 

  町長、受け止めだけで終わらないで、実行に移せるように、ひとつお願いしたいというふ

うにお願いして、私の質問を終わらせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） これで、１番、佐藤孝義君の一般質問は終了しました。 

  ここで、暫時、休議いたします。 

  再開時間を３時３０分といたします。 

 

     休憩 午後３時０９分 

 

     再開 午後３時３０分 

 

○議長（大塚純一郎君） それでは、休議前に引き続き、一般質問を続行いたします。 

  １１番、鈴木好行君の一般質問を許可します。 

  １１番、鈴木好行君。 

          〔１１番 鈴木好行君 登壇〕 

○１１番（鈴木好行君） 質問に移る前に、まず、この度、只見高校野球部の選抜甲子園大会

の出場決定おめでとうございます。 

  改めてお祝いを申し上げますとともに、甲子園でのご活躍をお祈りいたします。 

  それでは、通告書に基づき一般質問をいたします。 

  まず最初に、町体育施設の今後の整備計画についてでございます。 

一つ、只見高校野球部の甲子園出場も決定し、大きな盛り上がりを見せているが、豪雪地

帯のハンデを少しでも減らすために冬期の室内練習場の設置が必要と考えるが、町長の考え

を伺います。 

二つ目、町下野球場について、バックネット改修工事に続き、ナイター設備の設置計画は

あるかを伺います。また、町下管理棟の老朽化が進んでいると感じますが、今後整備計画は

あるのか、町長の考えを伺います。 

３番として、町内においてグラウンドゴルフやゲートボールをする場所には日陰となる休

憩所が少ない状況だと考えています。競技者の多くの方は高齢者のため、健康管理面から整
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備が必要と考えますが、町長の考えを伺います。 

  質問事項二つ目として、雪まつり中止決定の時期についてを伺います。 

  一つ目、新型コロナウイルス感染拡大の中、雪まつりの中止決定の時期は適切だったのか

を問います。判断が遅かったと私は思いますけれども、その理由は何か、町長の説明を求め

ます。 

  ２番目として、中止決定に至るまで準備に費やした費用は今までいくらかっているのか。

電気工事、雪集め費用、人件費、事務費等、詳細内訳について説明を求めます。 

３番目として、結果として町費を無駄に費やしたことについて、町長として反省すべき点

はあるのか。また、今後の町政にどのように活かされるのか、町長の考えを伺います。 

以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） １１番、鈴木好行議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、町体育施設の今後の整備計画についてでありますが、項目ごとにお答えいたします。 

  まず只見高校野球部ですが、日本有数の豪雪地帯として知られる本町の厳しい練習環境に

も関わらず、地道な努力を重ねたことが評価され２１世紀枠での選抜甲子園大会への出場が

決定しました。これは町民各位に大変明るいニュースを提供したばかりでなく、町外からの

注目を集めて只見町の名前を全国に知らしめるなど、様々な効果を本町にもたらしたことは

喜ばしい限りです。甲子園での活躍を町民とともにお祈りいたします。 

  さて、冬期の室内練習場についてでありますが、鈴木議員お質しのとおり冬場の練習場確

保に苦慮されている事態は存じ上げております。 

  まだ具体的な構想には至っておりませんが、町民の冬場や雨天時の体力づくりのため、何

らかの室内運動場の必要性はあるものと考えております。スポーツ少年団のソフトボールや

中学校の野球部から、高齢者のグラウンドゴルフ、ゲートボールなど、幅広い世代がスポー

ツに親しめる環境を提供できるよう検討してまいりたいと考えております。 

  次に、町下野球場のナイター設備の設置計画、町下管理棟の整備計画はあるのかについて

であります。 

  町下野球場のナイター設備整備についてでありますが、現在設置されている照明器具は、

練習後のグラウンドを整備するために町下広場夜間照明で不要となった器具を設置したもの
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であり、あくまでも補助的な装置であります。 

  硬式野球の公式試合ができるＪＩＳ基準を満たすには相当規模の事業費を要するため、そ

こには及びませんが、内野の守備練習や連携プレーの練習ができる程度の照明器具を設置し、

限られた時間を有効に活用してより効果的な練習を可能にするため、令和４年度一般会計当

初予算に照明施設関連予算を提案させていただいたところであります。 

  また、町下管理棟についてでありますが、鈴木議員ご指摘のとおり経年劣化による老朽化

が顕著となってまいりました。 

  現時点で整備計画を持ち合わせてはおりませんが、先ほどお答えしました、室内運動場と

の一体的な整備が良いのではないかとの内部協議をしている段階にあります。敷地面積の確

保や各種施設の配置など、様々な制約や立地環境を考慮したうえで、関係者のご意見を伺い

ながら検討を進めてまいります。 

  次に、町内においてグラウンドゴルフやゲートボールをする場所での日陰となる休憩場の

整備についてであります。 

  町下広場では、多くの方々が健康づくりの一環としてグラウンドゴルフなどに参加され、

天候に左右されずいきいきとプレーされる光景を拝見しておりますが、鈴木議員お質しのと

おり、炎天下でのスポーツは熱中症などのリスクを伴いますので、日陰のある休憩所も必要

ではないか思います。 

  しかし、施設整備となりますと冬期間の維持管理などの課題がありますので、簡易に使え

るワンタッチテントやパラソルなどの活用はいかがかと考えますので、競技する方々のニー

ズ把握や実施場所の状況調査をしながら検討してまいります。 

  次に、雪まつり中止決定の時期についてであります。 

  まず、中止決定の時期は適切かとのお質しでありますが、只見ふるさとの雪まつりは、例

年、実行委員会を組織し、町民に健全な娯楽を提供し、町内外の交流促進並びにこの地域の

活性化を図ることを目的に、雪まつり開催に向けて計画実施にあたっております。本年度は

まず昨年１２月３日に第１回の実行委員会を開催し、実施の方針等について決定をしました。

その後、本年１月２４日に第２回の実行委員会を開催し、様々なご意見を頂戴しながらも、

感染予防対策を徹底して実施することを決定しました。しかし、まん延防止等重点措置の対

象区域に近隣都市である会津若松市が加わったこともあり、１月２５日に実行委員会役員会

を急遽開催し、新型コロナウイルス感染症が全国的に急拡大している現状では、中止やむな



- 102 - 

 

しという苦渋の決断をしたところであります。 

  中止決定までは、県関係機関との協議も再三行ったうえで、感染予防対策を徹底しての開

催はできると判断し進めてまいりましたのでご理解をお願い申し上げます。 

  また、準備に費やした費用についてのお質しでありますが、現時点で、雪まつり実行委員

会の支出総額を１，１０９万円余りと見込んでおります。内容といたしましては、大雪像作

成及び電気設備準備に７０７万円余り、キャラクターショーや出演者のキャンセル料に１３

２万円、会場の雪運搬に１１２万円余り、ゆきんこ市作成準備に５５万円余り、その他ポス

ター印刷やハウスレンタルなどの１０２万円余りとなっております。 

  結果として、町費を無駄に費やしたというご指摘でありますが、雪まつりは昨年も中止し

ており、途中までとはいえ大雪像作成や会場内電気設備などの開催に係る様々な手順を確認

することができました。今年度の取り組みを来年度に伝え、活かすことが重要であると考え

ております。また、近隣のイベントが中止を決定する中で、最後まで開催に向けた取組を続

けたことで、マスコミの取材などを含め、ＰＲには一定の効果もあったものと判断しており

ます。 

  しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大という不可抗力とはいえ、雪まつり開催とい

う当初の目的を達成するに至らなかったことは非常に残念であります。今後も引き続き、長

期化・複雑化するコロナ禍における、交流促進や地域活性化イベントのあり方を検討してま

いります。 

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） それでは、最初、町体育施設の今後の整備計画についてですけれど

も、答弁を伺いまして再質問をいたします。 

  まず、室内練習場の運動場の必要性という形で、検討してまいりたいと考えておりますと

いうお話でした。私は議員になった当時から、このお話はさせていただいております。町長

も課長当時、亀岡のスポーツパーク構想等で、私の考え、お話した覚えがありますので、覚

えていらっしゃるかと思います。 

また、第七次振興計画の生涯スポーツ・レクリエーションの推進の中に、年間を通じてス

ポーツができる施設設備の充実という項目があります。それは実施時期として第七次振興計

画、初期・中期・後期とありますけれども、その後期には実施するという計画になっており
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ます。後期というのは令和５年度から令和５年度・６年度・７年度の３年間を指すと思って

おります。ですから、私はその時期にやられるのかなと、考えていらっしゃるのかなという

ふうに感じてはおりますけれども、その辺のところの見解はどのように考えていらっしゃる

でしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君）  室内の運動施設については、私も必要だというふうに改めて申し述

べさせていただきます。ただ、これはあの、只見高校の野球のみではなくて、グラウンドゴ

ルフとか、あとは子供達、小・中学生含めた、そういった冬期間とか雨天時の、そういった

ことの汎用性のある、そういった施設が必要ではないかなというふうに思っておりまして、

鈴木議員おっしゃるように、町の第七次振興計画にも盛り込んでありますので、そういった

考え方に沿って、今後、検討を、ご意見をいただきながら検討を進めてまいりたいと思って

おります。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） それでですね、今、町長がおっしゃったように、私、前、経済委員

会で農林建設課長に農村公園の管理の仕方という形でお話をさせていただきましたけれども、

実際問題、農村公園というのは、その区とか、そこの近隣の方々に委託管理されているとい

う現状です。ですが、その中で、ご利用されている方々の意見。それを聞く機会がないんじ

ゃないかなと。お話を伺うと、その区と協議検討を進めて整備計画をしているというふうな

お話でしたけれども、実際にそこを利用されているお子様の意見とか、小さなお子さんをお

持ちの親御さんの意見とか、そういったものをなかなか反映されていない施設になっている

のではないのかなというふうに感じています。ですから、今度、検討される場合もですね、

是非、小学生・中学生・高校生、それから一般のスポーツをやられている方々、そうした方々

の意見をですね、是非伺って、どういったものをつくっていったらいいのかなというふうに

検討される時に、そういったことを年頭に入れて検討していただきたいと思いますけれども、

いかがでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 農林建設課長、星一君。 

○農林建設課長（星 一君） 先の委員会の中でそういったご質問を頂戴をいたしました。議

員おっしゃるとおり、集落への指定管理ということでお願いをしている中で、公園修繕の中

でのお話があった件でございます。確かに、指定管理者との協議の中で、そういった修繕を
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実施をしているということでございます。勿論あの、その集落の中では、そういった利用者

についてもお聞きになっているというふうには認識しておりますが、ただ今、そういったご

意見も頂戴をした、前回もしておりますので、そこも含めてですね、今後、聞き取りをしな

がら、そういった修繕工事等も進めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） 教育長、渡部公三君。 

○教育長（渡部公三君） 体育施設の整備の面から、所管しております教育委員会のほうで考

え方のほうを説明をさせていただきたいというふうに思います。 

  先ほど町長が答弁されたとおり、冬期間のスポーツ振興のためにも、屋内体育施設の必要

性は認識をしておりまして、今般、只見高校の野球部がこういった形で大変名誉なこと、冬

期間のこういったハンデを乗り越えて甲子園に出場するというような歴史的な快挙を成し遂

げてくれたというようなことも追い風にはなると思います。そういった中で、今後の室内練

習場だったり、体育施設という整備にあたっては、幅広い年代層に、やっぱり使っていただ

ける、そういったものが望ましいんだろうというふうに思っておりますし、そのためにも体

育協会。まずあの、野球、ソフト、グラウンドゴルフ、そういった九つの団体が加盟してお

ります体育施設の体育協会であったり、高校の野球部、そしてスポ少、そういったところと

幅広くその意見交換をしながら、ワークショップなどを開催して、どのような利用が想定さ

れるのか。また、ニーズを把握しながら検討していきたいというふうに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 次に、町下の管理棟についてお伺いします。 

  町下の管理棟。答弁によりますと、先ほどの屋内運動場との一体的な整備が良いのではな

いかという内部協議を進めているというふうにおっしゃっていました。確かに、あそこも早

急な整備が必要と私は考えておりますけれども、その現在に至るまでの管理のあり方も考え

ていかなければならないのかなというふうに考えています。町下野球場、当初は、スピーカ

ーも付いてまして、あの中からマイクでグラウンド、それから運動場利用されている方に放

送もできました。また、あそこの２階で休むこともできました。ですが、老朽化と共に、壊

れたものはそのまま直さないで使えなくなってしまっているという状況になって、ずっとそ

れが続いております。トイレも一部使えないところは、使用できません、使用不可という張

り紙をして、そのままずっと経過しております。ですから、そうしたところの管理体制もこ

の後考えていかないと、壊れたところは早急に直すとか、せっかく新しいものをつくっても、
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当然、壊れるわけですから、そうしたものをどうやって管理していくのかという体制づくり

もしっかり今後進めていかなければならないと考えていますけれども、その辺はどうお考え

でしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 教育次長、馬場一義君。 

○教育次長（馬場一義君） 町下管理棟についてでありますけども、設置以来、４０数年経過

をしておりまして、だいぶ古い施設になっております。ご指摘のとおり修繕が追いついてい

ないところもありまして、ご迷惑をおかけしていること申し訳なく思っております。 

  その中で、最近では水道管の改修などは行っておりますが、全て追いついているという状

況にはございません。自前で管理する部分と、それから委託をして管理をお願いする部分と

ありますので、新規の施設整備になる際には、そういったところも含めて体制を十分に確保

して、きちんとした管理ができるように検討してまいりたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 是非あの、新しくなる際には、当然、考えていかなければならない

ので、管理体制も併せてしっかりお願いしたいと思います。 

  それからあの、私、先の一般質問で、スポーツジム的なものの建設も考えてはいかがかと。

それは保養センターの利用例として挙げたんですけれども、保養センターは皆さんご存じの

とおり、指定管理者が名乗り出ましたので、そういうわけにもいかなくなったのかなという

ふうに感じますけれども、是非その、屋内練習場をつくるんであれば、それとまた併せて、

町下管理棟とも併せて、そういったスポーツジム的な、ジムというと、ちょっと大げさに聞

こえるかもしれないですけれども、今、只見高校が駐輪場で使っている器具にちょっと毛の

生えた程度の設備でも大丈夫だと思うんですけれども、そういったものを兼ね備えてみては

いかがでしょうか。そういう考えは今後検討されますか。 

○議長（大塚純一郎君） 教育長、渡部公三君。 

○教育長（渡部公三君） せっかく室内運動場をつくるということでありますので、先ほども

説明申し上げましたが、どういった利用が想定されるのか。また、どういったニーズがある

のかというところを十分に話し合って、協議の中でそういったスポーツジム的な機能、そう

いったのも付加したほうがいいということであれば、そういったのも検討していかなければ

ならないというふうに思っておりますので、まずあの、繰り返しになりますが、町民の皆様

がどういった利用を求めていらっしゃるのかというところを検討協議していきたいというふ
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うに考えております。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 実は、先般、そのことで行ったわけではなかったんですが、高知県の

本山町というところがございます。そこはちょうど四国の真ん中辺にある、人口３，２００・

３００くらいの、ちょうど只見町くらいの町です。そこに行ってまいりましたが、そこにつ

きましては、別のことで行ったわけだったんですが、ちょうど、見てくださいということで、

教育長に案内されて行ったのが学校の体育館の、ちょっとピロティ部分、ピロティと言わな

いのかな、ギャラリーというのかな、２階に行くところ、観覧席というのか、そこのところ

にマット敷いて、ベンチプレスとか、あとラック付きのスクワットだったり、ローイングだ

ったりできる。そして、フラットベンチがもっとあって、あとはランニングマシンが置いて

ありまして７００万ぐらいかかりましたというふうに聞いてきました。ですから、ああ、こ

ういうスペースでもいいんだというふうに思ってまして、やはり百聞は一見に如かずで、や

っぱ見るということは大事だなと。というか、ものすごくこう、テレビで映るような、すご

い総合ジムでなくても、こういうふうにして安全管理してやればいいんだなということ見さ

せていただきましたので、やっぱりそういった設備は、教育長の考え方もそのとおりですが、

そういった意見も聞くことも大事ですが、やっぱ必要性はそう思いますので、その辺は含め

てご意見をいただきながら、できる方向でやっぱ検討をさせていただきたいなというふうに

思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 今、私、体育協会長やってまして、今感じているのはですね、小学

生・中学生・高校生。それから高齢者の方々はそれぞれスポーツに勤しんでいらっしゃいま

すけれども、今、本当に体を動かし盛りの若い人達、それから３０代・４０代ぐらいの方々、

本当にスポーツ離れが進んでおります。ですからあの、昨年のふくしま駅伝でも５０歳を超

えた方に協力をいただいて、ようやく出場できたという結果になっております。ですが、２

０代・３０代の方々に、かつてふくしま駅伝を中学生・高校生時代に経験して、まだまだ走

れるような方々、町内にたくさんいらっしゃいます。その方々がみんなスポーツから実際に

離れていらっしゃいます。当町で盛んである野球やソフトボールに関しても、それぞれ年々、

チーム数が減ってきています。ですから、そういった中で、私は何が重要なのかなというふ

うに考えますと、まあ、一番は、本人の自覚でありましょうけれども、そういったスポーツ
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ができる環境を整えてあげることが大切なのではないかなと思います。ですから、冬のハン

デであるとか、チームがなかなかできない状況にあるこの地域性であるとか、そういったも

のを考慮したうえで、そういったハンデを少しでも減らしてあげることができればいいのか

なというふうに考えます。 

そんな中で体育協会としては、チームとしてのスポーツが無理なら、個人としてのプレー

ができればいいのかなという形で、新しいスポーツの取り組みにも今後力を入れていきたい

ところでございますけれども、何卒あの、環境を整えてあげることが町政の役目ではないの

かなというふうに感じますので、是非ともあの、今ほどお願いした件は前向きに考えていた

だきたいなと思います。もう一度ご返答をお願いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 教育委員会のほうで様々、社会体育施設管理して、主体的にやってい

くところであります。教育委員会、教育長とも、しっかりその辺の横の連携を図って、皆さ

んの声を伺って、今、改めて鈴木議員からそのようなご提案をいただいておりますので、や

はり、そういった環境づくり、行政は環境づくりだというふうに言っていただきましたので、

まさにそのとおりだと思いますので、今おっしゃっていただいた方向で今後検討を進めさせ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 続きまして、グラウンドゴルフ場とか、ゲートボール場、町内、あ

らゆるところでやってらっしゃいますので、なかなか全てに目を通すことができなかったん

ですけれども、やはり、あんまり日陰のないところ、それから給水設備のないところでやっ

ていらっしゃる方々がいらっしゃいます。ですから、そういったまあ、見れば当然、我々よ

りも先輩で、私も高齢者の仲間入りをしましたが、もっと高齢者の方々がやってらっしゃい

ます。そうした中で、やはりその健康管理面で注意していかなければいけないなと思うので、

そういった、今ほど返答いただきましたテントとか、パラソルとか、というお返事でした。

それと併せてですね、日陰をつくること、プラス、なんとか水を引いて、簡単な給水できる

ところをつくって、蛇口立ち上げるだけでも良いかと思うんですけれども、そうした形の整

備の方針はできないのかなというふうに考えていますけれども、その辺はいかがお考えでし

ょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 振興センター長、菅家亮君。 
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○振興センター長（菅家 亮君） ゲートボールとグラウンドゴルフとございますが、ゲート

ボールに関しては、ある程度の面積の中でプレーができるような状態になっておりますので、

場所的には集会施設の隣の広場とか、そういったところが主な、やっているところみたいな

形なので、そういうところにつきましては集会施設を使って、水等、給水もできますし、日

陰対策もできるんではなかろうかなと思います。 

  グラウンドゴルフに関しては、やはりちょっと広い面積でないとできない部分がございま

すので、その辺につきましては町長答弁にもありましたとおり、現状をまずよく調べて、そ

れから、そういったワンタッチテントとか、パラソルの設置ですとか、ということを検討し

たいなと思っております。 

  給水に関しては、今やられている方はわりと、自分でボトルを持ってきて、水分を補給し

ているような状況がありますので、それで足りないという場合もあるかもしれませんが、今

現在はそういった状況で給水対策も皆さんしていらっしゃるということでご理解いただきた

いと思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） ちょっと調べましたら、東屋もレンタルでございます。ですから、

冬の間はレンタル解約すればいいだけなので、そうした中で、やられる時期だけの短期レン

タルという形でもできるのかなというふうに感じます。 

  それから給水に関しましても、皆さん、ペットボトル等で持ってきていらっしゃるという

のがありますけれども、何か非常時があった場合、ケガとかされた場合には大量の水で冷や

さなければならないとか、傷口を流さなければならないとかという状態も考えられます。で

すから、皆さん持っているからいいやでなくて、もし何かあったときは、こういった形の対

応をとりましょうという、もしあの、近くに給水所がなければ、何かあったときは、じゃあ、

ここに連絡してください。すぐ水とか、氷とか、持って行きますからとか、そういった体制

をとっていただいて、安心して体を動かしていただけるような環境づくりをしていただきた

いと思います。 

  それからあの、振興センターのところでやられているというふうなお話がありましたけれ

ども、実際に休まれるときは振興センターの中に入って休んでいらっしゃるんでしょうか。

そこだけ１点お伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 振興センター長、菅家亮君。 
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○振興センター長（菅家 亮君） 給水対策につきましては、やはりそういった非常時の体制

等も必要だと思いますので検討していきたいと思います。 

  それから振興センターの近くで競技をしているのは、私の把握では朝日振興センターでゲ

ートボールをやられております。ただあの、ゲートボール場の近くには松の木がありました

り、あと旧公民館、あちらのほうもかなり日陰になっておりますので、あまりあの、こちら

で休憩されるということはありませんが、トイレは利用されているようです。 

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 是非、そういったスポーツ環境等、整えていただきたいなと思いま

すとともに、そういった中で、やはり町として総合的な体育設備の整備、運用計画。それか

ら長期にわたって、こういった形で健康寿命を延ばしていきましょうというような取り組み

をされれば良いのかな。スポーツを通じて寿命を延ばしていただくというような取り組みが

あっても良いのかなと、そういう計画書があっても良いのかなというふうに私は感じますけ

れども、その辺は町長、いかがお考えでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） それぞれ、健康寿命の関係は保健福祉課長のほうで所管して計画作っ

ておりますし、施設の管理につきましては教育委員会のほうで主体的にやっておりますので、

先にその辺の答弁をさせていただいてから私が総括的に申し上げたいと思います。すみませ

ん。 

○議長（大塚純一郎君） 保健福祉課長、増田功君。 

○保健福祉課長（増田 功君） 健康づくりについては、健康只見２１の中でも健康寿命の取

り組み等についての計画がございます。また、今、高齢者に限っていいますと、高齢者の健

康と介護事業の一体的な取り組みということで、そういった取り組みも今始まっております

ので、そういった中で行っているところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） 教育次長、馬場一義君。 

○教育次長（馬場一義君） 体育施設の管理、それから整備についてでありますけれども、順

を追って、優先順位をつけながら整備をしていきたいというふうに考えておりまして、令和

４年度の今回提案しております当初予算の中にも、野球場の夜間照明の設計と工事費。それ

から町下体育館の照明をＬＥＤ化する予算。こういったものをお願いをしておりますので、
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その次の段階で管理棟でありますとか、室内練習場でありますとか、そういったものの整備

について検討してまいりたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今、議員、十分ご存じのように、昔は特定の競技、スポーツとか運動

というのは、運動が得意の人、スポーツが得意な人がやる分野でしたが、今は、もう、日常

の、やはり健康づくり。あとは体力づくり。様々、仕事をしていくうえでも、やはり体力と

気力は比例しているというような言い方もされる方もありますし、やはり日常からそういっ

た気力と共に体力の整える、体調を整えるということは、もう現代は本当に必須だというふ

うに思います。そういった中で、従来の特定な協議を応援していくということも勿論大事で

すけど、今、議員おっしゃっているのは環境づくり、日常からそういった環境づくり、体力

づくりできるようなことを行政が整えるべきだというふうなご質問の趣旨だというふうに受

け止めておりますので、今、保健福祉課長が健康只見２１の関係で、特に高齢者に限って話

させていただきましたし、教育次長はまた、そういった面で話させていただきました。そう

いったことも十分踏まえたうえで、全世代にわたる健康づくりをどう図っていくか。そして、

その環境づくりを行政として整えていくということをちゃんとやっていかなければならない

ということを受け止めさせていただきまして、今後、様々な場でご意見をいただいて、そし

て、取り組みを具体的にできるようにしていきたいというふうに思いますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 是非そのような形で計画的に進めていっていただきたいと思います。 

  次に、雪まつりの中止決定に関しての再質問をいたします。 

  私はどうしてもあの、理解できないのが、まず水の郷うまいものまつりは中止にされまし

た。その時の委員会に対する説明の中で、感染予防対策が十分に対応できないとして中止し

ましたというお話でした。雪まつりが実行できると判断した理由は何だったんでしょう。水

の郷うまいものまつりは感染予防対策が十分にできないという形で中止。雪まつりは感染予

防対策を十分にして実行すると。この辺のところの判断はどういうふうにされたんでしょう

か。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） まず、私のほうから最初、説明させていただいて、足らないところ、
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実務的なところは担当課長のほうからお願いします。 

  まさにそういった疑問を持たれるのはよくわかります。ただ、その後、様々な、新型コロ

ナウイルスの感染状況がいろいろ上がったり下がったりしまして、先ほど申し上げました、

その実行委員会の中では、例えばあの、餅まきをしたり、抽選くじを一緒に入れて、ステー

ジから来賓の方中心に、会場に向けてやると密になるということから、そういったことはや

らないで、受付の段階でちゃんとそこで手渡しで、手渡しといっても、勿論、直接手を触れ

るということではなくて、餅まきとかしないで、そこで渡そうというようなことを具体的に

検討されて、集まらないようにすると。あとはいろんな手指消毒のものを置くとか、そうい

ったことを入り口で、あとは入り口を１箇所にして、今までですと何箇所か入れたんですが、

やはりそれは１箇所にしてやっていくということも徹底していくということでやろうという

ことがありました。やはり考え方としましては、やっぱ、昨年、ひとつできなかったという

ことで、今年はなんとしてもやりたいなという、まず想い、想いが正直、先行していたとい

うところは率直に認めます。想いがありました。あとは、その時まだ、只見高校野球部の選

抜出場は決まってませんでしたが、東北代表は決まってました。そういったことで、まあ、

みんなでお祝いしたいなという想い。あとは、ＪＲ只見線が全線再開通、９月か１０月かわ

かりませんが、秋にするということで、やっぱりその機運を盛り上げたいということ。そう

いったことありました。あとは、雪まつりは本当に長い歴史が、議員おわかりのようにあり

ましたが、特に今般、非常にあの、皆様大変ご苦労されましたけど、特に電気照明関係。長

年、本当、献身的にご努力いただいた本多電気さんが、残念ながら、ご存じのようなことに

なって携わっていただけなくなったということで、その後継の電気設備をする方がまだ慣れ

ていらっしゃらないということで、そういったことをやっていきたいという想いもありまし

た。そういった想いで、正直、そういったことで実行委員会の中で私の想いを伝えて、慎重

なご意見も勿論ありました。慎重なご意見はありましたが、私のそういった想いを伝えさせ

ていただいて、なお、急遽、状況が変われば、その決定を正副会長に一任させてほしいとい

うことまでお諮りして、良いだろうということで、最終、また変更あった場合はそこまでの

一任を取り付けさせていただきました。そして、１月２４日でしたっけ、の午前中に実行委

員会やって、様々なご議論があった中で、最終的には意を酌んでいただいて、ですが、なお、

急遽の変更もあり得るということで決定したと。午後の県知事の記者会見で、会津若松市を

まん延防止としてのエリアとして国に申請すると。併せて、その展開以下によっては全県下
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も対象にするという記者会見があったということを伺って、夜からちょっといろいろ協議し

まして、翌朝、朝いちに、正副会長で集まっていただいて、その場で中止の決定をさせてい

ただきました。誠にあの、朝令暮改の判断だったというふうに私自身認めておりますし、そ

ういった中で大変ご心配がある中で、いろんな、ゆきんこ市に出店なされようとされた方々

や、あとは様々なイベント等に準備されてた方々には大変ご迷惑、またご不安を与えてしま

ったということは改めてこの場をお借りしてお詫び申し上げます。ですが、そういった想い

の中でやらせていただきました。そして、その後、中止を決定したけども、やはり雪像は作

りたいということは、その技術の伝承といいますか、来年度以降のこともあります。電気の

照明、ライトアップもやっぱりやっていきたいということで、実は中止決定した後も、雪像

づくりと電気照明のほうはやっていこうということは正副会長では確認したんですが、その

後、町内で陽性者が複数出てきたものですから、そういった中で、やはりこれは断念せざる

を得ないなということで雪像も電気もやらないという結果になりました。いろいろ関係者の

皆様、町民、町内外の方々に大変なお力添えをいただきながら、結果としましてそのような

ご迷惑やら不安を与えてしまったことに関しまして重ねてお詫び申し上げますとともに、以

上が経過でございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 私はそこに、なかなか難しい判断せざるを得ないなというところが

あるかと思います。といいますのは、各種事業において、各実行委員会で判断するという形

式になっております。私もあの、町の駅伝大会、それからふくしま駅伝、それから今回中止

になったスキー大会等ございますけれども、そうした中で町の駅伝大会は、こういう形式に

すれば、コロナ対策をしながらできるなという形で、従来の駅伝とは違う形で、スタート・

ゴール点を一緒にする。中継点をなしにする。それからバスでの移動をなくする。それから

トイレ等での感染予防策も徹底できるという形で判断してやりました。しかし、そこでです

ね、その、やる時に、実行委員会の判断でやる・やらないを決める。それとか、例えば振興

センターの行事であれば、振興センターの内部の検討会で判断する。そういった中で、町と

してその判断基準になる指針が示されていない。ですから、町内感染者が出たらやめるのか。

福島県内にまん延防止法が出たらやめるのか。それともあの、会津若松に、今ほどおっしゃ

いましたように会津若松に出たらやめるのか。そうしたところの町としての指針、判断基準

をしっかりと示していただけば、どこの実行委員会でも、この数値を基にして、ああ、こう
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なったから、じゃあ、やめましょう。ここまでいってないから、じゃあ、こういった予防措

置をとって開催しましょうという形での判断ができると思います。ですから、そういったも

のを今後作りあげていく必要があるのではないのかなというふうに感じますけれども、その

辺は町長、いかがお考えでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 大変、大事なご意見だというふうに思います。正直あの、こういった

新型コロナウイルス感染症、ようやく昨年末から１月にかけて少し収まりかけてきたかなと

思うと、今度、オミクロン株とか、今また別の型が出てきたということで、なかなかあの、

どなたも早く収束されることを願っていることは当然でございますが、その判断が悩ましい

ところはございます。ですから、それぞれ、駅伝大会もそこでなさっていただきましたけど、

やはりその実行委員会といいますか、その事務局中心としたそれぞれの、体育協会長さんと

か様々な組織の方々の悩ましいところがあるということはおっしゃるとおりだと思います。

やはりそこら辺は課題だというふうに思ってます。私自身も雪まつり実行委員会の会長とし

て、本日、議員から、一般質問で、遅かったんではないか、どういう判断でやったんだとい

うことをこう、ご質問の中で問いかけをいただくような事態になったということに対しては、

そこに対するやっぱり悩ましさ、難しさがあったことの裏返しかなというふうに思いますの

で、そこら辺はまあ、反省するべきところは反省して、ただ反省するだけでなくて、それを

次にどう活かすということが大事だよということをおっしゃっていただいていると思います

ので、その辺はあの、非常に、今ここで即答はできかねますが、今後のこともございますの

で、医療関係者であったり、国、県、特に南会津保健所とか、そういったところとよく協議

をしてやっていくとか、その一つの一定の方向性をなんとかして見出していかないと、やは

り、その辺の判断がその時々によって、やったり、やらなかったり、ということで、いろん

な不安と不信感が生まれてしまうということは想像できますので、なお、ここで、こうしま

すとは言い切れませんが、なお、おっしゃる趣旨は十分わかりますので、今後その辺はより

良くなるように、庁議構成員含め、あとは医療の、診療所の、場合によっては先生とか、様々

な中で今後、宿題として検討させていただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 是非ですね、そういったところ、やっぱりあの、町民はまだ、どう

していいのか、よくわからない。その町民の方々が実行委員の中に入っていらっしゃる。そ
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うした方々に実行委員入っていただいても、やっぱり心配だからやめようというのはものす

ごい楽なんですよ。心配だからこれもやめましょう、やめましょうというのはものすごい楽。

だけど、これをこうしてやりましょうというふうな形のウィズコロナに今後もっていかない

と、本当、町のイベント等、衰退していってしまうのではないのかなというふうに感じます。

ですから、せっかく、この中でも半分以上は、たぶん、３回目のコロナワクチン打ってると

思います。ですから、この町はですね、本当に県内でも先駆けて３回目のワクチン接種して

おります。ですから、３回目のワクチン接種をしたら、まず感染率はどうなのか。そこを調

査されて、そして、そうした中で、じゃあ、こういった形ならできるよっていうものを出し

ていただいて、出すといっても、必ずうつらない、うつりません、うつる・うつりませんは、

その時の予防策とか何かで気をつけていてもうつるんですから、それはまあ、やむなしとし

てもですね、こういった形だったらやってみましょうとかという形にしていかないと、本当

にあの、ＪＲ只見線開通の時に何もできなくなってしまいます。ですから、そうした中で、

開通式はじゃあ、どうやるんだとか、その時のイベントはどうやるんだとか、今から準備し

ていかないとですね、開通式には当然、町外からもいらっしゃいます。その時のコロナの状

況は全国まだどうなるか全然わからない状況にあります。ですから、そうしたところを踏ま

えて考えていかなければならないというふうに感じていますけれども、その辺は町長、どう

いうふうにお考えでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 本当にあの、秋の只見線全線再開通の時の例を出してお話していただ

きました。本当にあの、３回目のワクチン接種が６５歳以上は２月中には本町の場合は終わ

るということで、６４歳以下の方の３回目接種、ワクチンも３月に入って始まっていますけ

ども、やはり、いろんな治療薬も国内産のものがまあ、特例承認申請されたというニュース

で、どうしても、そういったことでこう、ああ、良い方向に向くのかなっていうふうに、主

観的に安堵する方向に向かう気持ちはあるとしても、やはり、具体的なイベント、事業を抱

える中では、そういった気分だけではいけないということはおっしゃるとおりだと思います

ので、その辺はあの、たぶん、様々な視点といいますか、ところから検討を加えたうえでの

町のイベントの大小様々あったとしても、基本的なラインといいますか、方針といいますか、

そういったのを持っているべきだというお質しでありますので、その辺はあの、なお、検討

をさせていただきたいと。本日のところは、そういった検討させていただきたいという答弁
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でご容赦いただきたいなというふうに思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） それからあの、先ほどかかったお金、準備に費やした費用、１，１

０９万円余りというお金を伺いました。やはり、あまりにも高額だったなというふうに感じ

ております。今ほど町長の答弁をお聞きしましたけれども、それにしてももうちょっと早い

段階でなんとかならなかったのかなというふうには考えております。ですから、例えばダン

プで雪を集めるにしても、もう少し国内の状況を見定めるとか、そうしたあの、行政判断が

必要だったのではないのかなというふうにも感じます。それで、この中止を決定される時に、

これだけの設備をしたらば、延期ということは頭になかったんでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 例年の時期に考えておりましたので、延期ということは考えませんで

した。 

  あとはあの、多額の１，１０９万円の支出総額かかったことにつきましては、今、議員か

ら、もっと早く判断できなかったのか、もったいなかったんではないかというお話も改めて

受け止めさせていただきますが、もう一方で、特に町内の方々が雪像づくりに携わっていた

だいたり、さっきの電気照明の技術の伝承といいますか、そういったことで町内雇用にも関

係しているという側面もあるということも１点ご理解をいただきたいなというふうに思いま

す。 

ですが、なお、様々反省する点がございますので、今後の雪まつり開催に向けての反省材

料とさせていただきたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 町内雇用の面でいえば、私も何回か、ダンプで行きましたんで、そ

の節は、という話ではないんですけれども、そういう話ではないんですけれども、やはりあ

の、その時の長の判断というものの大切さというものを、今一度理解していただいて、本当

に大切なお金です。まあ、勿論、私から言うのも変な話ではございますけれども、勿論、町

長、そのつもりで町政を行っていらっしゃると思いますけれども、そうした中でやはり、先

ほども申しましたけれども、その判断基準というものを、その前に確定していれば、ああ、

こうなったから、全国の情勢がこうなったから、ですから１２月の末、それから１月の初め

頃には、テレビ等で、もう、これ、爆発的な感染になるよと、オミクロン株が出てきた段階
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で、そういう報道はなされてました。ですから、そうした、そして、隣の南会津町にも出て

ました。ですから、そうした中で、只見ではできるというふうな判断をされたのが私にはど

うもあの、ちょっと、あれだったのかな、今になっては結果論では何とも申し上げようがな

いんですけれども、実際、町民の考え自体が、今年が無理だべ、やんのがなっていう話、大

変たくさん多く聞きました。そしてあの、例年ですと出店されていた方々が、今年はコロナ

ひどそうだからやめっぺという形で、出店を取りやめる方も何人かいらっしゃいました。で

すから、そういった町民の考えの流れの中で、やはり、どうしても、私はその当時、町長を

どういう目で見ていたかというと、これは裸の王様状態のような形で執行していらっしゃる

のではないのかなというふうに、１月２４日の頃の決定状態を傍から見ていて感じました。

ですからあの、そういったことがないようにですね、町民に対するしっかりとした説明。そ

して、あと、やるんだという姿勢。そうしたものがちゃんと町民に伝わるような形での町政

の執行をお願いしたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 議員おっしゃるように、確かにあの、オミクロン株の感染率はデルタ

株に比べて強いという報道はありました。ですが、それのみで考えたわけではありませんが、

国のほうの尾身会長さんですか、その感染率は高いけど重症化リスクは低いというような報

道があったり、あとは、人流制限したほうがいいという知事さんがいる一方で、尾身会長さ

んは人流制限しなくてもいいんだと。その入場制限をすればいいということで、当初、専門

家といいますか、そういった権限のある方々の意見が分かれた中で、統一ないまま、いろい

ろニュース等で流れてきたというふうに思います。私はそういった中では、人数制限とか、

あとは餅まきをしないでやるとか、あとはあの、なんですか、ゆきんこ市のところで、そこ

で対面になって食べない。別の、ちゃんとこういうパーテーションを設けて一定の方向を見

て食べるとか、そういったことでできるのかなというふうな想いで、その後、実行委員会に

諮らせていただいて先ほど申し上げた経過になりました。これがあの、１月２４日の午後、

知事の記者会見で、会津若松中心にまん延防止を申請をすると。あとは場合によっては全県

下になるという話を聞いて、いや、そこで全県下になれば、もう、裸の王様以上の状態にな

るなというふうに思いましたし、議員おっしゃるように、その当時、自分だけが見えないわ

けですから、裸の王様になっていたのかもしれませんが、それは結果として様々なご意見を

いただいて、非常にご迷惑をおかけしましたけど、結果として、自分で言うのも変ですけど、
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裸の王様にならないで、ギリギリセーフだったのかなというふうに思ってます。ですから、

その辺の反省事項をちゃんと受け止めて、本日も教えていただきましたけど、そういった中

で今後の雪まつりのことに限らず、様々な基本的な考え方をつくって、今後の秋の全線再開

通の事業であったり、様々な事業に取り組んでいただきたいと思いますので、貴重なご意見

誠にありがとうございました。 

○議長（大塚純一郎君） １１番、鈴木好行君。 

○１１番（鈴木好行君） 今ほど県の指針、国の指針とおっしゃいました。ですが、やはり、

町長、立候補された時、それから一番最初の町長になられた時の所信、住民の声を聞くとい

うことをまず第一にしていただいて、国がこうだから、県がこうだからじゃない、町民の意

見がこうだから、こうしましょう。是非、そうした町長を今後も目指していっていただきた

いと思います。 

  終わります。 

○議長（大塚純一郎君） これで、１１番、鈴木好行君の一般質問は終了しました。 

  続いて、３番、酒井右一君の一般質問を許可いたします。 

  ３番、酒井右一君。 

          〔３番 酒井右一君 登壇〕 

○３番（酒井右一君） ３番、酒井右一、通告に基づきまして一般質問を行います。 

  ３点のうち、１、小学校の統廃合について。町内三小学校の児童数が縮小しています。さ

らに出生数が減少しております。また、複式学級の弊害も指摘されているところであります。

この現状を踏まえ、統廃合について町長の考えをお伺いいたします。 

  ２として、地域産業基盤の立て直しについて。人口の減少に伴い、近年の只見川流域（地

域）。只見川地域、流域。この産業の衰退は目を覆うものがあります。この地域の産業基盤の

現状をどのように認識し、どのように立て直すつもりなのか、考えをお伺いいたします。一

例を挙げれば、イベント、誘客等の企画をしても宿泊できる場所が、この、私が喋ったとこ

ろではほとんどない。ゼロだったです。そんな状況の中で、且つ、特産品、土産品を買う店

もないという状況でございました。 

  ３として、中心市街地活性化事業補助金の効果及び成果についてお伺いいたします。町長

は、この事業の必要性を認めたから、事業完了報告を可とし、補助を認め、事業完了報告を

可とし、只見町商工会に多額の補助金を出しておられます。約１，０００万弱でありました。
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１、町長がこの事業の目的や必要性を認めた理由は何でありましょうか。２番、町長として、

この報告書、今後どのように活かすのかお伺いいたします。 

  以上は、中期財政見通しの理念に基づく質問いたします。 

  以上です。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

          〔町長 渡部勇夫君 登壇〕 

○町長（渡部勇夫君） ３番、酒井右一議員のご質問にお答えいたします。 

  まず、小学校の統廃合についてであります。 

  酒井議員ご指摘のとおり、少子化の影響による小学校児童数の減少が大きな課題となって

おります。 

  小学校の統廃合につきましては、平成２９年度に第一次の只見町小学校の在り方検討懇談

会を４回にわたり開催して協議を重ねた結果、三地区にある小学校は地域の中で重要な役割

を担っていることを確認し、今すぐ統合に至る状況ではないものの、継続して状況を把握し

ていくことが必要とされたところです。 

  令和２年度には、第二次の只見町小学校の在り方検討懇談会を４回開催して意見交換を重

ねましたが、町民アンケートの結果、今の時点では統合しなくてよいとの現状維持の保護者

が８割おられたこともあり、統合に至る段階にはないと判断したところであります。 

  複式学級も増えてきておりますが、大規模校とは異なる環境を活かして、少人数教育の良

さを最大限発揮できるよう、各小学校と連携を図りながら、ＩＣＴ機器を活用した授業を取

り入れるなどして工夫しております。 

  今後も児童数の推移を見守りながら保護者や地域の声を聴いて、小学校の在り方を検討す

る機会を設けていく所存でありますので、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

  次に、地域産業基盤の立て直しについてであります。 

  酒井議員ご指摘のとおり、少子高齢化に加え、若者の流出等により人口減少が続いており、

昨今の新型コロナウイルス感染症の影響も相まって、急激な消費の落ち込みによる地域経済

の縮小に歯止めがかからない状況であります。特に宿泊業や飲食業・観光施設においては、

非常に厳しい経営を余儀なくされ、後継者不足などの要因も相まって、町観光産業全体のキ

ャパシティが落ち込んできていると認識しております。 
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ご指摘の例は非常に大事な視点であります。自然首都・只見を標榜し、只見ユネスコエコ

パークとして世界に誇れる豊かな自然、そこに暮らす私たちの生活・文化など、魅力ある観

光素材を豊富に有する我が町において、そのＰＲは勿論のこと、受入体制の拡充整備や魅力

ある特産品づくりによる地域内経済の活性化がさらなる交流人口・関係人口の増加に繋がり、

地域経済の好循環を生み出していくきっかけになると考えております。 

  観光産業基盤の立て直しにつきましては、現状をしっかり受け止めたうえで、包括連携協

定を締結させていただいた株式会社モンベルとも一緒になって、豊富な観光素材を魅力ある

商品へ作り上げていきたいと考えておりますし、町観光振興に関わる第三セクター等の機能・

拠点再編整備を進め、体制を整えたうえで受入態勢や特産品開発を進めてまいりたいと考え

ております。 

  次に、中心市街地活性化事業補助金の効果及び成果についてでありますが、項目ごとにお

答えいたします。 

  １点目の、町長がこの事業の目的や必要性を認めた理由についてであります。 

  当時の町の状況といたしまして、平成２３年に発生した新潟・福島豪雨災害により、ＪＲ

只見線をはじめとする只見地区の中心市街地内のインフラ、店舗、住宅等が多大な損害を受

け、より抜本的なまちづくり事業による創造的復興の必要が生じておりました。その状況を

踏まえ、行政・地域住民との強固な連携・合意のもと、明確なビジョンに基づく中心市街地

活性化事業を推進する目的でこの中心市街地活性化事業に商工会と協力して取り組んだ次第

であります。 

  改めて平成２６年当時の状況を振り返りますと、水害から本格的な復興を目指す過程の中

で、ＪＲ只見線は鉄路での復旧は未定の状況であったこともあり、只見駅、役場庁舎を中心

としたエリアの活性化は、今後の町づくりの方向性において非常に重要な解決課題であった

ことから、事業推進の理由であったものと認識しております。 

  ２点目の、この報告書を今後どう活かすかについてでございます。 

  中心市街地活性化事業計画は、事業の目的に基づき、只見駅舎の複合化、国道２８９号の

改良による中心市街地活性化、道の駅的交流商業施設事業計画という三つの重点支援事業と

なっております。 

  現在、このエリアを取り巻く環境としては、ＪＲ只見線は上下分離方式による鉄路での復

旧が決定し、この秋の全線運転再開を目指しています。これに合わせて只見駅前賑わい創出
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事業が進んでおります。 

  また、役場旧庁舎の解体による庁舎分散化や役場前交差点の改良拡幅も進むなど、当時と

は状況が大きく変化し、さらには新型コロナウイルス感染症のまん延など社会情勢も大きく

変わってきております。 

  しかしながら、基本的な中心市街地として、いかにこのエリアの活性化を進めるかという

観点では相違するものではありませんので、計画書の中で活かせる内容については引き続き

参考にさせていただきながら、今の時代に相応しい事業展開を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（大塚純一郎君） ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） 追加質問させていただきます。 

  １番の統廃合については、これはジリ貧ということにならず、児童数を増やして現状維持

をされると、つまり少子化対策に力を入れて、現状維持をされていただければありがたいと

思います。 

  続いて、２番の、そうですね、追加の質問ですからざっくばらんに申し上げますが、先ほ

ど１番の、１番議員さんの質問から、２番議員さんの質問、特に１番議員さんの質問の中で、

１番議員さんは良い人ですから、厳しい事言わないで、早く言えば、答弁に深みがないとい

う話をされました。私も同感だと思っております。厳しいことを申し上げますが、少し踏み

込んだ話をしたいと思います。 

  前段として、議会と執行者、権限の違いについて、議会の二元代表制の本旨であります。

議会の権限は合議制で行使されます。執行権者である町側の権限は、これは独任制でありま

す。結局、ロシアのウクライナ侵略戦争、今、非情な、非情なというか、情けない姿で放送

されております。なんでロシアの議会は独任者である大統領を止めることができなかったの

かと。議会がしっかりしないから、そうなるんだなと。こうした暴挙を見るにつけ、執行権

力の暴走について恐ろしいものと思い知っております。犠牲者には心から哀悼の意を表させ

ていただきます。 

  行政の法体制は議会が議案を議決をすれば、執行機関。これは議決に基づき問題の解決を

図ることが求められます。執行権の強行を止めることができるのは、ほかならぬ議会だけで

あります。私はウクライナの現状を見る時に、私はいくら細かいことであっても法令順守を
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崩さない。そのことが議員と議会の責任であると痛感しております。また、昨年、少し言い

過ぎたと思っておりますが、１２月に指摘いたしましたが、強引な行政執行は混乱を招くも

のだと、そう思っております。理由は以上申し上げた点であります。 

  当町の議会も、１２月の総務委員長報告は、これはあの、報告書そのまま、異議なしで本

会議で議決されております。その内容はご存じかと思います。さらに、今回、賑わい創出事

業における債務負担行為の事業を落としたということについての、債務負担行為の減額にも、

これは本会議で話題になったにもかかわらず、予算書は厳然としてそのままになっておりま

す。もう忘れられたのか。意図的に議会を軽視されたのか。この辺は聞きたいところであり

ますが、本題に戻りましょう。 

  まずあの、２番の地域産業の立て直しについて。ここでもう既に１番さんがおっしゃって

おった深みのない回答。誰が書かれたのか。町長書くわけありませんでしょうが、これあの、

中段、キャパシティが落ち込んできておりますまでは、だから私が聞いているんであって、

これ、改めて私聞いておりません。その真ん中から下ですが、ここは具体的に、只見川流域

地域。ここの産業基盤。これについてどうするのかと聞いたものであります。これは、そこ

を特定してご回答されたのか。あるいは只見町の産業について全般についてここに書いてあ

るのか。これでは見るほうは区別がついておりません。私は申し上げましたように、いわゆ

るダムによって寸断されたこの只見川流域の皆さん方の産業基盤についてどう考えておられ

るのかということを聞いたものであります。まずここを聞きますが、それを聞く前に、只見

町の基幹産業。これは何でありましょうか。確か、三つほどあったと思いますが、一次産業・

二次産業・三次産業の中のどういう分野のものなのか。ご回答いただきたい。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

  の前に、総務課長、増田栄助君。 

○総務課長（増田栄助君） 申し訳ありません。 

  今ほどの最初の債務負担行為のお話がございました。１２月会議の折に、減額、必要があ

れば減額するという答弁をさせていただいたというふうに認識をしております。本来であれ

ば、予算が確定した段階で、今回、減額をすべきものだったのかもしれません。私のほうで

失念をしておりましたので、減額していないということで大変申し訳ありませんでした。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） それでは私から答弁させていただきます。 
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  ２番の、地域産業基盤の立て直しの中で、ご質問の趣旨は只見川流域の産業の衰退はとい

うことのお質しでした。確かに、その答弁は只見川流域ではなくて、只見町に特定した答弁

になっていました。申し訳ございません。只見川流域の問題は、本当にあの、階段状にダム

ができてまして、そういった中で共通の人口の減少、少子高齢化。ここに、それに伴って産

業基盤の衰退と課題は共通しております。そういったことから、只見川電源流域振興協議会

ができたり、その後、奥会津五町村活性化協議会ができたりして、その中でなんとか共同し

て、そこからの脱却を目指していきたいということで、いろいろな県のご支援もいただいて、

日々、協議会中心にやっているという体制はございます。 

そういった中でもやはり、先般も、実は金山の町長さんや昭和の村長さんと意見交換する

場がありました。ほかの柳津の町長さん、南会津の町長さん、皆さんと、そういったオンラ

インでしたが、いろいろ話させていただきましたけど、やはり、非常にまあ、一つは財政的

な、固定資産税が年々減少していく中で、電源関係の交付金はなかなか、ずっと低額で、そ

の後、固定資産税の減額に連動するような形で増えてきてないという財源確保の問題から、

なかなか産業基盤をつくっていくに難しい状況があるという共通の認識はしております。で

すが、そういった中で先ほども申し上げましたが、一つは山の薪ボイラーのこととか、そう

いったことで、やっぱり観光に力をやっていくと、観光に力を入れてやっていくには、やっ

ぱり人材の確保であったり、体制づくり、そういったことも含めてやっていくということで

ございますので、観光宣伝につきましては共同でできますが、体制づくりについては、それ

ぞれのところで意見交換をして体制強化を図っていくといったことだと思います。 

あとはあの、主たる産業といいますか、基幹産業は何かということですが、一般的に言え

ば農業だという言い方になりますが、やはり工業製品出荷額見れば、やはり製造業が只見町

は高いなというふうに思っております。あとは、もっと別の視点で言えば、いわゆる電源開

発、電気、水力関係が、別の視点で言えばそういうふうに言えますが、やはり、製造出荷額、

町内の企業頑張っておりますし、ですからその、どこの視点で見るかによって違ってくるか

と思いますが、一般的には聞かれれば農業ですと言いますが、そういう工業製品の出荷額等

見れば、製造業が高いなというふうに思っております。ので、求められる答えになっている

かどうかわかりませんが、いくつかの視点を含めて申し述べさせていただきました。 

○議長（大塚純一郎君） ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） 時間が限られてますので、総務課長答弁、忘れたと。忘れたと。本会
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議場において忘れたということですね。ということは、取り戻しにいってくるということで

すか。これ、一つ。 

  なんでそう言うかというと、３年・４年の実施計画の中で、投資的経費に係る財源。これ

が債務負担行為によって３，７００万ロックされたままの状態で、これをどうすんのかなと、

こういうふうに考えたわけでありますし、約束したものは、やはり厳密に果たさなければ、

執行機関と議決機関と、こういう関係が信頼で結ばれません。信頼で結ばれない議会は、こ

れは段々、零落して没落していくものと思います。なので、この件については疎かにするつ

もりはございませんので、よろしくお願いします。 

  それで、町長の答弁ですが、私はあの、随分、この問題には時間かけて調べてみました。

産業基盤。只見町の産業というのは何だということは、これはあの、私、承知している町長、

皆さん、歴代の方々が考えて、その折々に的確なものを、書き物を出されております。 

まあ、２０年ほど前になりますが、今回あの、その、あった事実を比較するわけです。令

和元年、２０１９年に、加工品実態調査ということを町が実施されて、このような現状分析

という資料ですな、資料だけだなと思って見ております。しかし、本旨は出ておるなと考え

ます。これが令和元年。２０１９年。ここにひとつ、やはり読んでみると、非常にこう、よ

くできているなと。これは２０年前のものであります。おそらく町長、まだ職員時代で、こ

れ知っていると思いますが、只見町産業振興基本計画。みんなで挑戦、只見町産業おこし計

画という中で、只見町の基本基幹産業が何であるか。基本的な考え方。綿々と筋立てて、お

城をつくる石垣から天守閣まで、こう書いてあります。これはあの当時の担当課が書いたも

のかなと、シンクタンクに頼ったものではないようですが、しかしながら、現状をよく見て

書いてあるなと。この中で既に、２０年前に中心市街地の形成の話も出ておりました。 

で、この構想に基づいて、実際にできたのがこれであります。これ、知ってるでしょう。

只見町産業基本構想、みんなで挑戦、産業おこし計画と。これは産業について、こと細かく

出ております。どうしたらいいのか。いわゆるここの中で人口減少していって、（聴き取り不

能）のない只見地区がどうしようかなということを書いてあります。でありますので、ここ

で改めて只見町の産業をどうするかということでありますが、私は心配するのは、中心市街

地の話もこれからしますが、その歴代積み上げてきた、こういう知的財産ですよ。これが活

かされずに、また振り出しに戻って時間をかけて金をかけてやって、やってつくって、また

それを捨てるという、この繰り返しについて、極めて行政に継続性がないなと。町長は個人
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でやっているわけではなくて、行政の長として仕事をしているわけですから、中期財政見通

し。これに基づいて仕事をしていただかないと、我々、税金払うものにとって、皆さんも税

金払ってますから、税金払ったまま死んでしまう方もいらっしゃいます。で、先の１２月の

全員協議会の際には、地域創生課長さんは、この実施計画は中期財政計画に基づいて作って

ありますという発言をされておりますので 

○議長（大塚純一郎君） 暫時、時間を延長して一般質問を続行いたします。 

○３番（酒井右一君） （聴き取り不能） …わけであります。 

  それで、町長の所信表明。これも、なんか見ていて、バランスを欠くなと。何故欠く。中

期財政見通しを読み込んでから、町長の施政方針を読むと、これ、ちょっと、中期財政見通

しどういったんだろうなというふうに感じます。つまり、小言を申し上げて大変申し訳ない

ですが、やはり、４年という任期の中でできる仕事はほとんどありません。なので、１０年・

２０年という積み上げの延長線上で仕事をしていかないと、過去のものが無駄になってしま

ったりしたのでは、これはあの非常にもったいない話でありますから、なんとか過去の知的

財産について、あるいは投資したものについての効果、効力は活かしていただきたい。そう

願うものであります。おわかりでしょうか。私の言う意味は。わかったらわかった、わかん

ねえばわかんねえで、それは結構ですが、聞きたいのは、これご存じですかと。まずこれを

聞きたい。読まれましたか。読んだけど忘れた。今ない。何でもいいです。とにかく、只見

町はこういうものを積み上げた基礎の上に今成り立ってますので、産業基盤というのは誘客

するとか、雪まつりをやるとか、まつりをやる、枝葉の話じゃなくて、そういったものを大

きな舞台の上で踊らなきゃならないわけです。舞台づくりが観光基盤。産業基盤ですな。で、

産業というのは民間なんですよ。農業も含めて。市場の原理の中で活動されるのが、やっぱ

産業なんですな。そこに町が過剰に介入することはあまり良いとは思ってはおりませんが、

しかしながら、申し上げますように、特に只見川流域の方々については市場の原理が通用す

るような社会ではもうなくなってますので、そこでどうするかということを年頭に置いて、

だいぶ遡って調べて、時間をかけました。骨折りましたが、結構やっておりました。 

  戻りますが、町長でもいいですが、担当課でもいいですが、これ、ご認識されてますか。

お伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 観光商工課長、目黒祐紀君。 

○３番（酒井右一君） 課長に聞いてんがんでねえぞ。これは、町長自身が読んだかと。 



- 125 - 

 

○議長（大塚純一郎君） 今ほど、課長でもいいがっていうふうに言われましたので、課長を

指名いたしました。 

○３番（酒井右一君） 取り消し。悪かった。 

○議長（大塚純一郎君） 取り消しですか。 

  それでは… 

○観光商工課長（目黒祐紀君） 担当課のほうといたしましては、産業おこし基本構想、産業

振興懇話会のほうで作成をされた産業振興基本構想というものが存在する。そして、中身も

何度か拝見をさせていただいておりますが、今、細かいところまでのちょっと記憶が、今の

ところはないというところでございます。 

○議長（大塚純一郎君） ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） 答弁書が、１番さんもおっしゃったように、深みがないので、これ、

晩酌飲んで一筆書いてやっか加減の話では、なかなかこっちも時間をかけて調査してますの

で、極めて時間のもったいない話なので、そこをお伺いしたわけであります。 

  これは、この程度に、時間がないのでさせていただくしかありません。 

  是非あの、この只見町がこれから産業基盤をつくっていくにあたって、誰が、何を、どう

したらいいのか。産業でありますから、いわゆる企業なんで、そこに行政としてどういうふ

うに関わっていったらいいのか。その辺をここから汲み取っていただいて、いわゆる行政体

としての産業基盤の取り組み方については、今後またご質問申し上げたいと思います。 

  二つ目の中心市街地の話にいきたいと思います。 

  これは、大変骨折れましたというのは、５年間ばかり遡って喋るしかなくて、なかなか資

料でも１回で用足りずに、２回でも用足りず、いただけなかった資料は手前で準備しました。

２６年から２８年、２９年に及んでおりまして、やっておられます。 

  まず、少し不思議だなと思って読ませていただきました。これだけあります。中心市街地

街並みづくり、まちづくりの基本構想なんでありますが、これはあの、只見町商工会と協働

をしていくということが書いてありますから、それはそれでわからないではないですが、本

来、自治体たる只見町が、直接、直営でやるべきだったんではないですか。 

○議長（大塚純一郎君） 答弁をお願いいたします。 

  町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） すみません。次のご質問に移られたわけですが、前段のところ少しだ
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け。産業懇話会とか、そういう基本構想の話ですが、私、選挙の時にも、経済同友会的な、

そういった只見町版の経済同友会が必要だということを掲げさせていただきました。そうい

ったことで、先ほどの議員さんのご質問に、もっと町役場職員が、机を囲んでいる会議も大

事だけども、やはり、実際、事業を担っていらっしゃる方々とか、そういった方々の場づく

り、そこにできることを取り組みが必要だというふうに言いました。というのは、あとは今、

盛んに言われるのが、やはり民間の仕事、公の仕事っていうことで分けますが、今の時代、

特にこれほど人口が減ってきて、厳しい状況になってくれば、私はもっと町役場の職員は、

そういったところに、ちゃんとした線引きはきちんと、公務員としての線引きはきちんとし

なければいけませんが、やはりもっと入っていくべき姿勢、組織、体制が必要だと思ってま

す。ですから、従来の商工会、森林組合、農協等の力が、はっきり言いますが、ある時代の

時はそういったことで良かったのかと思いますが、今非常に広域合併とか、進んでくる中で

は、町、私先頭に町役場の職員がもっともっと民間に入っていって、恥ずかしい話ですが、

知らないこといっぱいありますから、そこで聞いて施策をつくっていくという態度が必要だ

なということで先ほどらい申し上げております。 

  それから、すみません。今の話につきましては、実はＪＲ只見線が、ただ只見線を再開通

してくれだけでは再開通が難しいということから、当時いろいろ、国会議員の先生とか、県

のほうにお願いした結果、中心市街地活性化事業という目玉があれば、それによって只見線

を全線再開通してくれるかもしれないという、そういった考え方がありました。ですから、

いや、人口が少ない只見町で中心市街地活性化事業は無理でしょうって言った時に、いや、

今度、緩和されて、実際は人口１万人・２万人の町でつくってますが、４，０００人くらい

の町では結果、できませんでしたが、やはり、そういったことで、なんとかそれをつくって、

みんなで盛り上げていって、只見線の全線再開通に、すみません、時間なくなりますんでや

めますが、そういった想いから、商工会の皆さん、日大の学生さん含めて力をいただいて取

り組んだわけでございます。 

○議長（大塚純一郎君） ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） 本題は別のところ。これから聞くこと、先にお答えになったんで、あ

る意味、いいのかなと。 

  これを聞きたかったんですが、去る８月１２日、議案５０号の審査について特別委員会を

設置しまして、いわゆる本会議可撤議決の予備審査をしました。議会も大変混乱しました。
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あの当時は、賑わい創出事業というものが、町長の説明も１・２回聞いたばっかりでよくわ

かんなかったということもありますが、なんだ、どうもおかしいなと思いながら、調べてみ

たところ、賑わい創出事業のＡゾーン・Ｂゾーン。それから只見駅Ｃゾーン・Ｄゾーン。こ

の中で行われる計画、いわゆる企画については、綿々と平成２６年・２７年・２８年計画出

てます。２８年度計画については、これはあの、勿論、県の、国の経産省も入ったものがあ

りますが、２８年計画については、これは資料として提言しております。何故資料なんだと

言ったら、商工会が町づくり、国づくりについて述べるのは筋違いじゃないかと経産省に言

われた経過があるという話でした。確かにそうだと思います。で、まちづくり会社準備資料

ということで、ここに書いて、それを実績報告書として、こういうことでしたとなってます。 

これあの、ズバリ、今の渡部町長が企画創生課長、今の地域創生課長が係長、それから課

長補佐だった時に進めた事業です。そして、只見まちづくり会社、それをホールディング化

していくと。まあ、非常にこう、資料もよくできてますし、さすが３・４年かけた資料だな

と。 

で、町長が、議案５０号に提出した賑わい事業と言うのは、いわゆるこれなんですな。こ

れのＡゾーン、それから只見駅舎について語った部分。あの時、なんだ基礎資料ねえなと思

っておったところ、町長なり、今の地域創生課長が関わって作られたと。ただ、その後、平

成２９年にまちづくり会社、５４０万ばかり、予算、当初とっておきながら、落とした経過

があって、なんだか尻切れトンボになってしまったという経過があります。しかしながら、

これをよく読んでみると、町長が今おっしゃっておる賑わい創出事業というのが、これ、映

像にできてるわい。次、只見駅舎の改造・改築あるいは土地買収についてもよくできている

わなと。これがあれば、なにも、賑わい創出事業として新たに銘打つ必要があったのか。さ

らには、そのために我々が特別委員会とつくる必要はなかったのではないか。何故ならば、

この計画は平成２６年から２９年にかけてのもので、議決してますから、議会が議決したも

のを粛々とやっておるという立場であれば、なにもストレスはなかったはずだ。そこを何故、

賑わいとして、賑わい創出事業として銘打って債務負担行為をする、新たな事業として取り

組むと、何故こういう必要があったのかお伺いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 一つは第三セクターの、過去から様々、経営が厳しいということから、

当時、県から副町長もおいでいただいてましたが、そういった中で第三セクターの在り方、
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今後のことをいろいろ検討する専門家入った機会もございました。そういった中で、やはり、

小さい町であるので、やはり、あとは町長が社長をやっているという中では、なかなか住民

の福祉のトップと、その経営のトップがなかなか難しい。議会からも特に湯ら里の社長兼務

のことについてはお話ありました。そういった中で、やはり一体的な地域経営をしていかな

いと、第三セクターに、ただ行政の分野を、ただ受託させるだけでは好ましくないというこ

とで、様々ご意見いただいて、まちづくり会社ホールディングスというのは、岩手県の諏訪

町でやっていらっしゃいます。そういったところとか、あとは岩泉町ですか、そういったと

ころでも今、当時、まちづくり会社ホールディングスというのが民間だけじゃなくて、行政、

自治体、第三セクターもちょうどスタートしてきましたので、そこを勉強させてきました。

ですから、その方向を一つの目標として掲げさせていただいて、そこに記述させていただい

たということでございます。 

ですがあの、その後、今、酒井議員から丁寧にいろいろお話していただきましたが、その

後なかなか、進まないといいますか、様々な事情で、庁舎も実は、あそこで、本当は分散移

転しないで後ろに建てるという話から、様々な緊急性があって分散移転ということで様々あ

りましたし、私もその後、退職させていただきましたので、その後のことについては、ずっ

と繋がった考え方でいたわけではありません。ですが、このような立場にさせていただきま

したが、やはりその想いは依然として持っておりましたので、特段、深い意図的なものはな

くて、考え方としては、そういったことは大切にしていかなければならないというふうに思

ってましたので、名称は賑わい創出事業とさせていただきましたが、基本的な考え方は職員

として携わらせていただいたことと、今と、同じ人間ですから大きな違いはありません。で

すが、時代に合わせて、いわゆるカスタマイズといいますか、その大きいものを小さくする

とか、どうするとかというのは時代に合わせて、ご意見をいただきながら、現実に即したよ

うにやっていかなければならないというふうに考えてございます。 

○議長（大塚純一郎君） ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） 気もむと、忘れたり何かして、失言をするんで気もまないようにしま

すが、先ほどから申し上げていますように、町長、執行機関なり議決機関というのは、人が

代わったからといって内容が変わるわけではないんで、時が経ったから中心市街地はやめた

とか、やるとか、あるいはそぐわねえとか、いうことでなくて、やはり、書いてある内容を

見るべきだと思います。 
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賑わい創出事業の中身について、当時から、議案５０号の審査から見ておりますが、根拠、

基礎、調査。そうしたものがないんですね。例えば平均乗車率の計算なんかもない。鉄道の

ですよ。いきなりポコッとタイトルだけ出てきて債務負担行為と。しかしながら、今こうや

って時間をかけて見てみれば、執行機関として議決機関に対し、中心市街地活性化事業。こ

れが何たるかということを議決をしております。議決をしたものを、さらに名義を変えて議

決する必要がどこにあったのかということを聞いたものであります。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 中心市街地活性化事業というのは、議員十分おわかりのように、経済

産業省が中心となった事業メニューだというふうに承知してます。今般は、そういったとこ

ろの補助申請とか、そういったことはしておりません。ので、駅前の賑わい創出事業という

ことで秋の只見線全線再開通に間に合わせたいという想いで、仮設的ではありますが、そこ

に、そういう店舗を出させていただきたいということからスタートしてますので、正確に言

う中心市街地活性化事業に該当して今回取り組んでいるわけではございません。 

○議長（大塚純一郎君） ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） 別にこれにこだわっているわけではないんですが、言ったように、行

政の継続性から見れば、議決案件。それをさらに議決をする必要がなかったのではないかと

私は今も思ってますし、経産省の補助事業であったというのは、これ２６年ですよ。経産省

の補助が入ったのは。２８年、２７年・８年は町が単独でやってますよ。商工会に委託して

ます。これは何ら国の影響を受けていませんが、町が単独でやった以上、これは町が必要と

してやったはずです。そして、結果書もできてますよ。ただ、再三にわたり資料要求をした

んですが、２７年の成果書がご提出いただけなかったと。ないですよ。なんで、別のところ

から入手しました。 

問題は、今、町長答弁のように、経産省の補助事業でやったんだと。補助事業であれ、何

であれ、税金を裏打ちしている以上、これは将来性があるからやったわけで、完成しなけれ

ば、継続した行政運営にはならない。町長には行政の継続をさせる義務があります。議会に

説明したことは継続しなければなりません。さらに言うんであれば、何故、平成２９年に５

４４万円の単独事業としてのまちづくり会社関係の予算をとっています。これを途中でなく

なってます。決算書と予算書を比較しておりますから、わかります。その経緯も聞いており

ます。ただし、あくまでも当事者でないものから聞いたものなんで、信用ができないんで、
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今改めて平成２９年に５４４万円をとって、そして、その２９年度中に減額してしまう。何

があったのかなと。ここは非常に興味深いところです。ですから、今の町長答弁には、いわ

ゆる国庫補助があったからやったんだというふうに聞こえましたが、そうではなくて、只見

町が要求して、欲望、欲して、良い計画をつくりたいからやって、幸い、そこに補助金がつ

いたんだという説明ならわかりますが、補助金あったからやったんでは、これはすまない。

そして、その後、補助金がなくて単独でやった時代が２７・８・９とありますから、これは

あの、只見町が本当に必要だと。そして、賑わい創出事業は、Ａゾーンの中に書いてあるこ

と、そっくりですし、同じです。 

それと、思い出しました。これを書いているうちに。当時、当時の課長、企画創生課長、

地域創生課長かな。まちづくり会社の必要性。あるいはホールディング化の在り方。それか

らセクターの。それから鉄道博物館。客車の購入。ＳＬの話。しておられました。ですから、

これは当時の課長さんは有効な手段であったと。ただ、穿った見方をすれば、その間、リー

ダーが代わったり何かしておりますから、様々、事情あったものと思いますが、しかしなが

ら、この計画にしっかり携わっておったのは、今の地域創生課長と当時の地域創生課長であ

るあなたです。なんで平成２９年にこれだけの調査をして、これ、国交省の補助金と合わせ

ますと、１，５００万弱かかっているんです。先ほど鈴木議員に、雪まつりの金、１千とい

くら、いわゆるその、中期財政見通しとはそぐわないよと。ここで１千４・５百万が、これ

また新たに議決しようと、賑わいをしようとしましたから、これもまた捨てた格好になる。

さらには、只見道の駅構想。これも構想自体に９７０いくら。それから報酬に２０数万。あ

とはまあ、人件費等々で、これは１，２００万程度になってました。なんでこれほどの金額

を断捨離しなければならないのか。 

町長の施政方針の中で、財政の点、税金をとると。滞納者を出さないと。これは滞納者、

必死で納めてますよ。巨大な固定資産だって入ってますよ。１，０００万、１，５００万。

さらに、雪まつりの１，０００万ちょっと。こんな単位で無効化されてしまったんではたま

ったもんじゃないです。平成２９年の町単で上げた計画が何故落ちたのか。これ１点。 

それからあと、千万単位ずつ断捨離していった、その経過について、２点。お伺いします。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 今考えてましたが、たぶん、私、今６５ですから、たぶん、退職の年

だったかなと。いつ退職したんだっけな。２８・９年だと思います。すみません。 
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ですからあとは、断捨離っていう良い言葉使ってもらいましたけど、決して無駄にするな

ということだと思いますので、名前はそういうことでございますが、無駄にしたくないとい

うふうに思ってますので、その商工会はじめ、日大の先生、学生さん、多くの方々に携わっ

て、地域の方々、やっぱそれは大事にしたいという想いはずっと持っております。ので、一

部、時代に合わせて変わってはいますが、そういった意味の断捨離はしたくないなというふ

うに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（大塚純一郎君） ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） 珍しく早くやめようと思いますが、やはり、中期財政見通しでも言っ

ております。町長の所信表明で言っております。税金は完璧にとるんだと。そして、中期財

政見通しの５ページでは、完璧に、誰がこの仕事をやるのか。効果はどの程度なのか。そし

て、承諾はどうなるのか。必要なのかどうなのか。これ書いてありますから。書いた人に書

いてありますと言うのも変ですが、ひとつ、ここの原則は、財政の原則は守っていただきた

い。 

  あと、どうなんでしょう。これ、綿々として、当時の地域創生課長さん、あるいは当時の

地域課長補佐さん兼広報課長さん、だいぶ骨折って議会にも説明されましたし、金もかけま

した。これを何故、中心市街地としてもう一度政策に上げないのか。いかにも賑わい創出事

業というのは、舞台の上で踊る役者みたいで、我々、舞台を創るのが行政の仕事であります

ので、これ、中心市街地の活性化事業というタイトルに戻されませんか。 

○議長（大塚純一郎君） 町長、渡部勇夫君。 

○町長（渡部勇夫君） 非常にあの、想いが熱くなるようなご意見をいただいたというふうに

思ってます。私は元々は、そういう想いでおりました。が、職員として退職させていただい

て、その後、先ほど言いましたが、そういった意味の断捨離をする考えはないということで、

そこを大事にしてやっていきたいと。 

そういった中で逆に、今、酒井議員から、本当にそういった言葉をいただいて、率直に申

し上げて、私は今、ありがたいと思ってます。 

あとは今後は、いろいろ、今日の朝からいろいろ一般質問いただきました。ので、様々な、

その中でも答弁させていただきましたが、いろんな議会の皆さんは勿論、町民の皆さん勿論

として、いろんな関係、アドバイスいただける方々で、やはり只見の駅前中心市街地のこと

は、先ほど事業継承の話もありましたが、やはり後継者、農業だけじゃなくて、商店、事業
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所も後継者の問題あります。そういったこと含めて考えていかなければならないと思います

から、今ここで私が即答で、その名前を変えますとは、なかなか、すぐ、ちょっと言えませ

んが、その想いについては私は率直に、そこまで酒井議員に言っていただいて、本当にあり

がたいなというふうに思っております。想いはそういった想いで着手しておりましたから、

その辺はなお、ありがたいお言葉を受け止めさせていただいて、今後、またいろいろご相談、

議会の皆様とも、内部でも協議しますが、お力添えをいただきたいというふうに思います。

ありがとうございます。 

○議長（大塚純一郎君） ３番、酒井右一君。 

○３番（酒井右一君） いずれにしても、議決したという決定的な経過がありますので、中心

市街地は、これは只見町議会が議決した。それから、賑わい創出の５０号については議決し

た。しかしながら、それだけなんですよ。賑わい創出は。また別の事業にして出すと、新し

い事業として我々は認識しなければならない。だけど、中心市街地で出すと、Ａ・Ｂ・Ｃ・

Ｄゾーンに、それに駅の複合化。全て、これ出てますので、改めてあの時喋ったべという話

になるわけですよ。我々議会議員だって、議席が変わったからといって、過去に決めたもの

をひっくり返すわけにいきませんので、ここはひとつ真剣に検討していただきたい。 

一つは、さっきは忘れたという表現がありましたが、少なくとも、全員協議会とか、でも

だめか。法改正によって全員協議会も法的な会議になったので、この議事堂で忘れたとか、

いや、後でもってくるとか、これはやはり議会を軽視していると。口には出せませんが、そ

う思われても仕方ないんじゃないですか。そういうふうな想いは、それはそれでこっちも鎧

兜を着るしかなくなりますから。お互いチャンバラしたくはないですよ。 

そういう意味で、地方自治法第１章と第２章の関係をもう一度考えてみていただきたい。 

  以上、申し上げて終わりたいと思います。 

○議長（大塚純一郎君） これで、３番、酒井右一君の一般質問は終了しました。 

 

◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇      ◇◇◇◇◇ 

 

     ◎散会の宣告 

○議長（大塚純一郎君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会をいたします。 
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  ご苦労様でした。 

（午後５時２８分） 
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